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Skeletal Muscle Function and Life-Related Disease 

Yuichiro Nishida 1). Takuro Tobina 2) and Hiroaki Tanaka 2) 

Abstract 

〈総説)1 

Skeletal muscle accounts approximately 40 percent of body weight， and this is a majo1' tissue which uptakes 

blood sugar and lipid in order to store them 01' use them fo1' energy p1'oduction. Deterioration in skeletal muscle 

function can be a major cause of life-related disease， such as type 2 diabetes， obesity， hypertension， and 

hyperlipemia. Recently， studies using gene expression profile methods reveal comprehensive feature in gene ex-

pression in skeletal muscle in patients with life-related diseases and in exercised skeletal muscle. Fo1' instance， the 

expression levels of genes involved in ene1'gy metabolism (TCA cycle， electron t1'anspo1't， and ATP synthesis) is si-

multaneously decreased in skeletal muscle in people with life-1'elated disease. On the othe1' hand， ce1'tain type of 

exercise can be a stimulus in o1'de1' to induce the expression of genes related to ene1'gy metabolism in human skele-

tal muscle. In this review， we ove1'view skeletal muscle function and life-1'elated diseases， and especially the effect 

of mild training on skeletal muscle gene exp1'ession. 

Key words: gene expression， mitochondria， lactate threshold 

要約

骨格筋は体重の40%を占め、血液中の糖や脂肪を、貯蔵したりエネルギーを生み出すために取り込む主な組織である o

筋機能の悪化は、糖尿病、肥満、高血圧、高脂血症などの生活習慣病の主な原因と考えられる。最近、遺伝子発現プロ

ファイル法を用いた研究により、生活習慣病患者の筋肉やトレーニングされた筋肉の広範囲にわたる遺伝子発現の特徴

が明らかになってきている D 例えば、エネルギ一代謝 (TCAサイクル、電子伝達系、 ATP合成)に関わる遺伝子群の

発現レベルが、生活習慣病患者の筋肉では一斉に低下しているo 一方、ある種の運動は骨格筋細胞のエネルギ一代謝に

関わる遺伝子群の発現を誘発する刺激となる o 本総説では、骨格筋機能と生活習慣病、特に筋遺伝子発現に対する軽運

動の効果について概観する。

キーワード:遺伝子発現、ミトコンドリア、乳酸閥値

1 .緒言

糖尿病、高血圧、高脂血症等の生活習慣病は内蔵脂肪

の蓄積によって引き起こされるという考え方があるが、

これらの病気はむしろ筋肉の代謝不全によるものではな

いかと筆者らは考えている。骨格筋は体重の40%を占め、

1) Houei Institute 01 Aging， 22・5・1Sαkae-Mαchi， MiyakonoJo， Miyazaki， 885-0023， JIαpαn 
2) Lαboratory 01 Exercise Physiology， F，αculty 01 Health and Sports Science， FukuokαUniversity， 8・19・1N，αnakuma 
Jonαn-K u， Fukuokα， 814-0180， JIαpan. 
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血液中の糖や脂肪を取り込む主な組織である o 持久的

運動は筋肉を変えることにより、血液中の糖、遊離脂肪

酸、中性脂肪を血液中から除去する能力を高める

(Hamilton and Booth， 2000， pp.327-331) 0 これらの

血中物質に過度に曝されると、いろいろな体組織に悪い

影響を与える。よって、トレーニングされた骨格筋は、

血液中のグルコース・遊離脂肪酸・中性脂肪など糖尿病、

高血圧、肥満、冠動脈疾患と関連する血中物質を吸い込

む“流し"に例えることが出来る (Hamiltonand Booth， 

2000， pp.327-331)o運動不足だと“流じ'の流れが悪

いので、食事で摂取した糖や脂肪が筋肉に吸い込まれず、

うまく処理されない。一方、適切な運動トレーニングは、

筋肉を“流れの良い強力な流じ'に作り変えることが出

来る刺激となる o

近年、マイクロアレイ法を含む遺伝子プロファイリン

グ技術の開発により、多くの遺伝子の発現変化を同時に

評価出来るようになった。遺伝子プロファイリング法は、

生活習慣病に伴う骨格筋機能不全や運動に対する骨格筋

適応の理解に大きく貢献している。遺伝子プロファイリ

ング法の中には、病気や運動刺激に応答する何千という

遺伝子群(新規mRNAを含む)を同時に、正確に、再

現性よく測定するセージ法 (SerialAnalysis Gene 
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αB・crystallin

Expression: SAGE) という強力な手法があるが、筆者

らは最近、この方法を用いて乳酸閥値強度の軽運動がヒ

ト骨格筋の遺伝子発現に及す影響を調べた。本稿では、

遺伝子プロファイリング法により明らかにされた生活習

慣病における骨格筋機能不全や運動に対する筋の適応、

特に乳酸閥値強度の軽運動の効果について概観したい

(図 1)。

2.骨格筋における TCAサイクル、電子輸送、

ATP合成

インスリン抵抗性や糖尿病をもっ患者の筋肉では、

TCAサイクル、電子伝達系 (cytochromeoxidaseや

N ADH dehydrogenase等の酵素)や ATP合成酵素等、

筋収縮のためのエネルギー供給に関わる遺伝子の発現レ

ベルや酵素活性が、共通して低下している (Kellyet 

al.， 2002， 2944-2950; Patti et al.， 2003， pp.8466ー8471)。

また、同様の低下が、インスリン抵抗性をもっピマイン

デイアンや高齢者、糖尿病の家族歴をもっ耐糖能異常者

でも認められている (Pattiet al.， 2003， pp.8466-8471; 

Wells et al.， 2000， pp.297-304， 2003， pp.149-159) 0 

さらに、骨格筋細胞の NADH dehydrogenase活性の

低下とインスリン抵抗性(血糖値を下げるインスリンと

脂質代謝
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図1 乳酸闇値強度の運動トレーニングによるヒト骨格筋の機能変化(代表的な遺伝子の発現変化)
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いうホルモンの効きが悪いこと)の聞に相関が認められ

ており (Kellyet al.， 2002， 2944-2950)、ミトコンド

リアにおける電子伝達機能の低下がインスリン抵抗性の

発症と密接に関わることを示す。

一方、中等度の持久的運動トレーニング (65-80%

peak V02) は、ミトコンドリア機能に重要な役割を果

たすいくつか遺伝子の発現を誘発することが知られてい

る (Hittelet al.， 2005; Radom-Aizik et al.， 2005) 0し

かし、これまでに、日常生活に取り入れることが容易な低

強度運動によりミトコンドリアに関連する遺伝子群が調

整を受けるかどうか知られていなかった。最近、我々は乳

酸関値強度の軽いトレーニングが、ヒト骨格筋の TCA

サイクル(isocitratedehydrogenase 2， malate dehy-

drogenase 1 and 2， oxoglutarate dehydrogenase)、

電子伝達系 (NADHdehydrogenase， cytochrome c 

oxidase)、ATP合成酵素 (F0 and F 1 subunits)等、

エネルギーを生み出す役割をもっ多くの遺伝子の発現を

劇的に増加させることを明らかにした(田中ら、 2005)0

このようなミトコンドリア機能に関連する遺伝子発現

が同時多発的に増加した背景には、ミトコンドリアの増

殖(つまりエネルギー産生を行う場所の増加)が関与し

ているのかもしれない。筆者らは、ミトコンドリアの強

力な増殖因子として報告されている PGC・1(Wu et al.， 

1999)の遺伝子発現が、どのような連動条件で増加する

のか検討してきたロその結果、 120%乳酸閥値強度で60

分の一過性運動(乳酸閲値を若干超える強度)が、この

遺伝子の発現を高める運動刺激となることを示した

(Tobina et al.， 2006)。乳酸閥値でのトレーニングによ

るミトコンドリア遺伝子群の誘発は、骨格筋の PGC・1

遺伝子の働きによるものと推察される O

3 .脂質代謝

食事により上昇した中性脂肪等の血中脂質は、骨格筋

細胞へ取り込まれ、筋細胞膜からミトコンドリアへ細胞

内輸送され、最終的にミトコンドリア (βー酸化を含む)

で代謝されるo 肥満や2型糖尿病では骨格筋細胞の脂質

酸化能が低下しているが (Blaaket al.， 2000)、持久

的トレーニングは骨格筋の脂質酸化能を高める作用があ

ることが知られている (Holloszyet al.， 1984)。乳酸

関値強度の軽トレーニングで誘発されたのは、筋細胞内

での脂質輸送を担う fattyacid binding protein 3と

いう遺伝子や、 β一酸化において重要な役割を果たす

acyl-coenzyme A dehydrogenase very long chainや

enoyl coenzyme A hydratase 1 peroxisomal、

hydroxyacyl-coenzyme A dehydrogenaseという遺伝

子群であった(田中ら、 2005)0乳酸閥値強度のトレー

ニングは血清脂質プロファイルを改善する効用があるこ

とが既に証明されているが (Motoyamaet al.， 1995; 

Shono et al.， 2002; Sunami et al.， 1999)、これらの

遺伝子発現の変化がその効果の重要な分子メカニズムと

推察されるo

4.グルコース・クレアチン代謝

高齢者と糖尿病患者の骨格筋細胞では、解糖系とグリ

コーゲンに関する遺伝子の発現が抑制されているとの報

告がある (Pattiet al.， 2003， pp.8466-8471; Wells et 

al.， 2000， pp.297-304， 2003， pp.l49-159)。一方、乳酸

閲値強度の運動は、解糖系の代表的酵素である

phosphofructokinaseや pyruvatekinaseを含む 8つ

の遺伝子の発現を光進させる(田中ら、 2005)0この強

度の運動では、脂質からのエネルギー供給と炭水化物か

らのエネルギー供給が半々であるが、これ以上負荷強度

を増すと炭水化物からのエネルギー供給が多くなる境目

の負荷強度となる。よって、乳酸閥値強度は脂質代謝に

関する遺伝子群だけでなく、炭水化物代謝に関する遺伝

子の発現も刺激したのではないかと考えるo 解糖系の遺

伝子の発現充進は、糖代謝の改善に寄与する可能性があ

るo実際に、一過性の乳酸閥値運動 (60分間)は運動直

後にインスリンに依存しない糖取込能を高めるが、それ

と同時に解糖系の代謝産物である乳酸の生成も増加して

いた (Sakamotoet al.， 1999) 0 

ヒト骨格筋には、筋型と脳型の 2つのタイプの

creatine kinase遺伝子が発現している o 興味深いこと

に、糖尿病患者の骨格筋では脳型 creatinekinase蛋白

の発現低下が認められ、その発現レベルは血糖値と負の

相関があるとの報告がある (Hojlundet al.， 2003， pp. 

10436-10442) 0すなわち、筋肉で脳型 creatinekinase 

蛋白の量が低い糖尿病患者ほど血糖値が高い。注目すべ

きことに、 6週間の乳酸閥値強度トレーニングは、ヒト

骨格筋の脳型 creatinekinase遺伝子の発現増加を促し

た(問中ら、 2005)0

5 .酸化ストレス

酸化ストレスは糖尿病の発症に重要な役割を果たして

いる。例えば糖尿病のモデル動物の骨格筋において、抗

酸化遺伝子 glutathionepel・oxidase1の発現低下が報

告されており (Knollet al.， 2005)、これが抗酸化能低

下の原因のーっと考えられる O したがって、食事制限や

サプリメントなど、内因性抗酸化物質のレベルを高める

戦略が用いられているが、ヒト骨格筋の抗酸化能を高め

る方法について殆ど知られていないのが現状である

(Ji， 2002) 0実は、内因性の抗酸化物質のレベルを高め
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る最もよい方法は、酸化ストレス自身であるo これは、

致死量以下の毒の投与はその毒に対する抵抗性を高める

という“ホーメシス"というコンセプトに基づいている

(Finkel and Holbrook. 2000)。興味深いことに、乳酸

閥値強度のトレーニングは3つの骨格筋抗酸化遺伝子、

すなわち glutathioneperoxidase 4、peroxiredoxin1 

と2の発現を充進させる効果がある(田中ら、 2005)0

よって、この運動プログラムは、過剰な酸化ストレスを

生じさせない効果的なホーメシスと考えられるだろう o

ヒートショック蛋白と分子シャベロンは、熱などによ

り異常となった蛋白を探知し再形成することにより、蛋

白を変性から守る働きがあると考えられている。糖尿病

のモデル動物の筋ではヒートショック蛋白の合成低下が

認められており、骨格筋蛋白の変性を防ぐ機能の低下が

糖尿病の発症と関係する可能性を示唆している

(Yamagishi et al.， 2001)。以前より、骨格筋のヒート

ショック蛋白が運動により増加するということが動物実

験で示されているが、ヒトを対象とした知見は非常に少

ない。我々は、乳酸閥値強度のトレーニングで、ヒート

ショック蛋白 (heatshock protein 27kDa protein 1) 

や分子付き添い (αB-crystallin)の遺伝子発現が高ま

ることを見い出した(田中ら、 2005)。これらの結果は、

αB-crystallinの遺伝子発現が長距離選手で高いという

知見と一致する (Yoshiokaet al.， 2003) 0上述したと

おり、一般に、ヒートショック蛋白と分子付き添いの発

現は糖尿病で低下しているが、 heatshock protein 

90kDaは逆に増加していることが分かっている

(Hojlund et al.， 2003， pp.10436-10442) 0 注目すべき

ことに、乳酸閥値トレーニングには、 heatshock 

90kDaの関連遺伝子である heatshock 90kD protein 

lβ の発現レベルを抑制する作用が認められた(問中ら、

2005)0 

6.電解質輸送

持久的トレーニングは、細胞膜を通過するいろいろな

電解質の輸送能を高めるということが分かっている

(Green et al.， 2004) 0運動は骨格筋細胞において電解

質輸送に関わる遺伝子をアップレギュレーションするこ

とが知られており、運動による pH調節能向上の分子メ

カニズムと考えられる。意外なことに、骨格筋の電解質

輸送がインスリン感受性の調節に関わる可能性を示す先

行研究の報告があるo すなわち、トレーニングによるイ

ンスリン感受性の改善度が大きい被検者で、骨格筋にお

ける voltagedependent anion channel 3 (Hs.491597， 

NM 005662) 遺伝子発現レベルが高値を示した

(Teran-Garcia et al.， 2005， pp.E1168-1178) 0乳酸閥

値強度の低強度トレーニングでは、 voltage-dependen t 

anion channel 3を含む電解質輸送に関わるいくつかの

遺伝子 (voltage-dependen t anion channel 1、chloride

intracellular channel 5等)が誘発された(田中ら、

2005)。このトレーニングでインスリン感受性が充進す

ることが既に分かつており (Nishidaet al.， 2004， pp. 

315-320)、voltagedependent anion channel 3の発現

充進が運動によるインスリン感受性の改善に重要である

という考えを支持する o

7 .筋収縮と筋発達に関連する遺伝子

一般的に、 titinとfour-and-a・halfLUvl domain 1 

はそれぞれ筋収縮と筋発達に関連する遺伝子と考えられ

ているo先行研究によると、運動トレーニング後に著し

いインスリン感受性の改善を示した者の骨格筋では、

titinとfour-and-a-halfLIM domain 1の発現レベル

が向上していた (Teran-Garciaet al.， 2005， pp.E1168-

1178) 0それらの分子がインスリン感受性の調節にどの

ように関わるかは未知であるが、インスリン感受性改善

効果をもっ乳酸閥値強度のトレーニングによっても

(Nishida et al.， 2001， 2004， pp.315-320)、これら 2つ

の遺伝子の発現レベルが同時に向上した(田中ら、 2005)。

また、興味深いことに、糖尿病のモデル動物で発現レベ

ルの増加が認められている decorin遺伝子が、乳酸閥

値トレーニングの後に逆に抑制された。

8 .未知遺伝子

Decorinように生活習慣病で発現克進が認められる遺

伝子が、乳酸閥値運動により抑制される例が既知遺伝子

では少なかったが、未知のものでは186種類もあった

(田中ら、 2005)0一方、乳酸閥値トレーニングにより発

現が高まる未知遺伝子が47種類見つかった。これらの中

には、生活習慣病の発症に今までに知られているものよ

り遥かに重要な遺伝子がないとも限らない。また、未知

遺伝子の中から、脂肪細胞から分泌されるアデイポネク

チンのように、生活習慣病を改善する効果をもっ筋由来

の分泌蛋白が新しく現れてもおかしくない。

9 .まとめ

骨格筋の機能低下が生活習慣病の発症と密接に関係し

ており、それらの筋機能をどのように維持し、高めるか

ということが生活習慣病になるかならないかの鍵であるo

健康に有益であると考えられている多くの骨格筋遺伝子

を誘発し、病気で発現レベルが高まると報告されている

遺伝子を抑制する乳酸閥値強度トレーニングは、筋肉の

遺伝子発現を作り替えることによりメタボリツクシンド
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ロームを防ぐ極めて有用な手段である(図 1) 0 

セージ法を用いた研究を通して、生活習慣病と全く関

係ない機能をもっと考えられていた骨格筋遺伝子が実は

生活習慣病と関連していることや、軽運動で動く未知の

遺伝子が200種類以上もあること等、今まで想像さえし

なかった事実と向き合うことになり、生命の奥深さに驚

きと敬意を抱かずにはいられない。乳酸関値トレーニン

グへの筋適応について今まで、に分かつた部分はほんの一

部で、未知の部分が殆どなのかもしれない。しかし実際

に、そのような望ましい遺伝子調節がヒトの筋細胞内で

行なわれているのは確かであり、それらを少しずつでも

解明していきたい。
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日本人の勝敗観から問う「負けないチームjの意味
0樋口 亮(福岡大学大学院) 山下和彦(福岡大学)

キーワード:武士道から観えてくるもの、「負けJの美学、負けから学ぶ「負けないチームj

【目的】

プロ野球界記録となっている読売巨人軍V9を

築いた名将川上哲治が当時「負けないチームJを

目指したと、本人著書の「遺言jの中に述べてい

る。

この「負けなしリとはどういう意味なのか、勝

敗の着く勝負事になぜ f負けないJという表現を

使うのか。なぜ「勝つJではなく「負けj という

言葉で表現しているのか。「勝つチームJr強いチ

ームj と表現する方が勝負事には適しているので

はないだろうか。「咲く桜より、散る桜jを日本人

が好むように、日本人特有の考え方、表現方法で

はないだろうか。この「負けないJに隠された指

導者の哲学は日本人の勝敗観から影響を受けてい

るのではないかと推察し、探求しながら「負けな

いチームJの意味について考察したい。

【考察】

『武士道から観えてくるもの』

勝つことに、価値を見出す欧米人の勝利主義に

対して、日本人の勝利主義は異なる意味を持つ。

勝つよりもその裏側にある「負けjに欧米人とは

異なった観念がある。武士の「負けj とは武士道

の「恥Jの観念に通じ、切腹にも繋がる。しかし

武士は「負けjの結果を恥とせず、「負けjまでの

過程を恥とする。日本人は「勝ちJr負けjの結果

より、「勝ち方Jr負け方jにまで美学を追求する

のである。それは「どう生きながらえるかjでは

なく、むしろ「どう美しく死ぬjかである。

『「負けjの美学』

二宮は日本人の勝敗観についてこのように述べ

ている。 wアメリカ W杯を土壇場で逃した日本サ

ッカーの“失敗"を「ドーハの“悲願~" Jと呼び、

涙を流しながら感動する、その背景には「負けの

美学Jとも言うべき日本特有の美意識が績たわっ

ている。』

夏の甲子園、高校野球も同じような事が言える

のではないだろうか。 r高校球児は美しいj と賞

賛される中、スポーツの根底にある「勝利主義j

ではなく、 「敗者jにスポットライトが当てられ

るシーンが目立つ。涙を流す姿、甲子園の土をか

き集める姿に多くの日本人が感動し「メイクドラ

マjと賞賛する。この「美しいJとは「勝ちJr負

けjでなく「完全燃焼する姿jであると言える。

『負けから学ぶ「負けないチームJ~

多数の指導者が「勝負は勝ち負けだjという中、

柳本は f勝負は負け勝ちJというのである。すな

わち、柳本が目指すチームづくりは、負けに価値

観を置き、負け試合を無駄にせず、負けから学び、

「負けたくないJという気持ちを前面に出し、一

歩一歩前進するチームであり、次の試合にはもう

一歩レベルアップしたチームとして変貌している

ように，思える。

【結論】

日本人は「勝つj とし、う「勝利主義j より、も

っと大切なものを「勝敗Jの中に求めている。そ

れは「己に勝つ(克己)精神Jr己で決めた道を貫

く精神Jなどといった f求道主義J r精神主義J
であり、そうした「求道主義J r精神主義jを重

んじている日本人だからこそ「負けないチームj

としづ言葉は“相手に負けないぞ"といった戦い

にむけての一つの心構えとして生まれた言葉では

ないだろうか。

【主要参考文献】

①『遺言』川上哲治(文芸春秋)

② rw武士道』を原文で読むj新渡戸稲造(宝島)

③「日本人とスポーツの相性j 中村敏雄編

日本人の勝敗観とスポーツ小津英二(創文企画)

④「勝者の思考法J二宮清純 (PHP新書)

⑤「人生負け勝ちj柳本晶一(幻冬舎)
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る11寺に、自分が今(可を感じているのかをぷ識する

ことなどである

このように「内に向か)J ことを寸る怠v長{士、

たんであろ J刀孟 それは rI}'Jに[，，)刀、うJことにι
り自分の身体、心を知るよとができるニ主1二、Li

分にとって、一番何がどJ基!なのかが分泊、る主 Jに

山るとい 7ことである 「外に向/!、!Jこ土が多い

現代社会で{士、こ山 r[J，](こ前l泊、)J ことは必要た
ことで{士なL、fころ〕泊、
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スポーツ実践のコーホート分析
後藤貴浩(熊本大学)

キーワード:スポーツ実践 コーホート分析団塊世代団塊ジュニア世代

目的

本研究の目的は，地域住民のスポーツ実践につい

て，その世イ切IJ特性がどのような歴史的・社会的影

響を受けて形成されてきたかを記述することである.

方法

本研究の意図は各コーホートの一般的な特徴を見

出すことではなく，スポーツ実践におけるコーホー

ト聞の差を確認し，その年齢効果，時代効果，コー

ホート効果について論じることにある.そこで，意

識，行動において大きな世代格差が認められる団塊

世代とその子世代である団塊ジュニア世代のスポー

ツ実践を比較することとした.

調査方法は，アンケート調蛮独自に作成した年表

形式の調査用紙)を用いることとした伺己票留置法).

調査項目は，基材句属性の他，スポーツ種目，頻度，

仲間，目的とし，選択式で回答を求めた.調査対象

は熊本市，御船町，小国町に居住する20歳以上の男

女とした収集されたサンプル数は350であった.

結果と考察

1) 実施者の割合

男性の場合，時代とともに学齢期における実践者

が増加するという f時代効果jが確認できた.また，

団塊ジュニア期では学齢期の実践者が最も多くなる

一方，他のコーホートでは見られないほど学卒後に

急激に減少するという特徴がある(コーホート効果:}.

しかし，従来から言われているような，加齢ととも

に実施者が減少するという年齢効果は認められなか

った.女性の場合，時代とともに女性スポーツの拡

大が進んだこと(時代効果)が確認できた.これまで

女性の特徴として， 20歳代から 30歳代にかけて実

施者が増加するという指摘がなされてきたが(江東IJ，

l朔)，今回の調査でも同様の傾向を確認することが

できた.これは「年齢効果Jというより結婚や育児

といった「生活効果j として理解されるべきもので

あると考える.高実施者の割合では，学齢期に多く，

学卒後に減少するとし、う年齢効果が認められたもの

の， rコーホート効果Jや f時代効果Jは特に認めら
れなかった.つまり どの時代も各コーホートには

一定程度の高実施が存在するということである.

2) 実施種目

実施種目の選択は，その種目の活動量との関係か

ら「年齢効果Jが大きいことが伺えた.また，健康

ブームや「王・長島J，rキャプテン翼Jなどの柾会
的出来事の影響によるf時代効果Jの影響が大きい.

この「時代効果jは，各コーホートがいつの年代で

それを経験するかによって， rコーホート効果Jとし
て現れてくることが確認された.さらに，自分の住

んでいる地域に指導者や実践の受け皿としての組織

や団体が存在しているかなどによって種目の選択が

決定付けられることから，これを「地域効果jとし

て解釈することができる.

3) 実施仲間

実施仲間では，まず，組織・集団からの醐見など

f年齢効果jが指摘できる.さらに，職場スポーツ

の衰退，部活動の活発化，健康ブームなどの f時代

効果jを受け実施相手が変化していることが伺える.

コーホート効果としては，団塊ジュニア期において，

学卒後に一人で行う者が多くなっており(その他の

コーホートでは地域の人が多い)，運動・スポーツの

プライベート化が起きていることが確認された.ま

た，地域の人と行う者は， 20歳代30歳代で増加し

ており，ここでも f生活効果jの存在が示唆された.

4) 実施目的

実施目的については，まず， r健康・体力jの増加
や f勝つことJの減少などの「年齢効果J，さらに，

健康ブームや学校教育の目的の変化などの時代効果

が確認される.また，団塊ジュニア期以外のコーホ

ートでは基材句には， r勝つことjを目的とする者が
減少し，その分，学卒後に目的の多様化が認められ

たが，団塊ジュニア期では，より健康ブームという

f時代効果jが影響したため，強い健康志向が見受

けられる.
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自転車移動における坂道での拍速の変化と運動者の心理

ースポーツ環境としての坂の定量的評価に関する予察的研究・

0岩船昌起(志皐館大学)

キーワード:スポーツ環境，心理，坂，自転車，拍速

目的

医学・体育学等での身体活動に関する研究成果を地

形・道路環境の空間的評価に展開する研究の一環とし

て， 日常生活での自転車移動で障害となる“坂"の定

量化・地図化を検討している。その際の主要な指標と

考える“拍速(1拍当たりの移動E鴎住:me町ゐ倒r'は，
一回拍出量キ酸素脈等と関連すると推測される運動効

率の指標であり，“上り坂"のアフォーダンスの説明に

も活用された。“坂"での拍速と速度との関係、は，発表

者らの従来の研究から，“上り"と“下り"で異なる。

これは，重力て脅縫する上りでは自転車移動者がペダ

ルをこく柑入力的な運動科縫力となり，重力でカ防車

する下りではカーブでのブレーキや姿勢等の技術力が

速度市胸の主因となることとの関係で説明される。こ

のような上りと下りでの運動形態の違いには，スポー

ツ環境としての坂との相互作用て形成される自転車移

動者の心理面が反映されていると思ゐれる。そこで，

本研究では，自転車走行者の拍速て示される運動効率

(坂の定跡句矧面)とアンケート調査による主観的・

自覚的評価との対応関係を予察的に検討し，上りや下

りでの坂の知覚・認識の過程を考察する。

方法

実脇道路は，鹿児島県霧島市の国分平野とシラス台

地の聞の急斜面に設置された4つの道路で，比高がい

ずれも約2∞m，平均勾配が緩け頓に0.056，0.080， 0.1∞， 

0.120となる。被験者は20.......30代の男性11名である。

インフォームド・コンセント後にウォーミングアップを

20分程度実施し，上りと下りの実践革路をロード競技

タイプの自転車を用いて自由強度で走行した。走行に

関する速度や心粕は， Polar社の18粕計 (S71Oi，S625X 

など)で計測した。アンケート調査は，各走行の直前

と直後に実施しむ身体・精神の変化，テクニック，

コース，意思に関する48項目に及び， 6段臨南面での

回答を求めた。

結果

アンケート調査では，上りと下りの全ての走行で

“当てはまる(4得点)"以上に評価された項目は，“傾

斜が急であった"や“部分的に急j麟であった"等で

あった。また上りの全走行で4得点以上に評価された

項目は“汗をかいた"“呼吸が深くなった"“ももが

疲れた"注射句に疲れた“ペダルを踏み込んだ"

等で，下りでは“ブレーキを使用した"“肩が疲れた

“カーブがあった"等であった。一方，走行時の平均

心始数，平均速度，平均拍速，総IL4白数と，アンケー

ト調郵吉果の 48項目とのケンドーノレの!開封目関係数

(r0を求めた。上りでは“ペダルの回転数を高く保った

(九=0.ω4)"や“ギアチェンジをした(rk=一0.523)"が正

の相関を，そして“肉体的にきつかつた(仇r弘k=一0.5引13勾y'，， 
“部分的に{傾頃斜が急であつた(仇九rk=一0.5幻3η

疲れた(仇Iic=一0.57η2)" 等カがs拍速と負の相関関係(P~孟三0.01)

を示しじ:丸ιまた下りでiはま“長いと感じた(仇r九ic=一0.529町1)"，， 
“自分なりに頑張つた(仇九=一0.513)"，“恐怖感があった

(rk =一0.494)"が拍速と負の相関関係(p孟0.01)を，“全

体的にカーブ‘(rk=一0.385)"や“部分的にカーブがあっ

た(rk=ー0.385)" が速度と負の相関(p~0.05)を示した。

考察

上記の結果から，坂の知覚の過程およびそれと関わ

るスポーツ環境は，上りと下りで異なることが明らか

となった。すなわち，持久力的な運動を推進力の源と

する“上り"でlお顕bの継続と密接な全身的・精神的
な疲労とそれを克己してペダルをこぎ続けようとする

意思が，またカーブでのブレーキ等の技術力が速度制

御の主因となる“下り"では恐怖感等の心理面がそれ

ぞれ勾配の知覚に関与すると考えられる。そして，ス

ポーツ環境としては，上りでは“部分的な急傾斜"な

どの縦(高節の空間的変化が，下りでは“全備切こ

カープが多かった"などの横佐右)の変化がそれぞ

れ重要であると考えられる。
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運動継続化の螺旋モデルの構築

一構成概念の再検討および尺度作成の試みー

0橋本公雄(九州大学健康科学センター)

尺度作成

4.調査項目

調査項目は、運動行動意図 (1項目)、運動継続化の螺旋

モデルの構成紙念 (5変数、 15項目、ソーシャルサポー

構成概念

目的

運動行動を予測・説明する理論・モデルは多々あるが、

理論・モデルの構成概，念を用いて指導現場に適用させるこ

モデル構築キーワード:運動の継続

ト (3項目)、セルフエフィカシー (3項目)、の合計22項

目を準備し、すべて5段階評定尺度法で測定した。

とは容易ではない。そこで、筆者 (}999)は、運動指導現

場で容易に利用可能な運動継続化のモデルを構築するた

め、「快適経験Jr目標設定Jr結果の確認Jr成功体験Jの

結果と考察

1.運動継続化螺旋モデル尺度の因子構造

項目分析の結果、尺度項目の内的整合性が確認されたの

で、 21項目に対し、主因子解(プロマックス回転)を用い

4つの要因と「身体的資源jを構成概念とする、「運動継続

化の螺旋モデルJを仮説的に提唱している(図)。運動行

動の関連要因としては、セルフエフィカシーやソーシャル

サポートも重要な変数であることが明らかにされている。

て、因子の抽出を試みた。その結果、最終的には「身体的

資源Jr快適経験・遂行体験JrソーシャルサポートJr結

そこで本研究では、この螺旋モデルを発展させるために、

これらの概念を導入し、モデルの再検討を行うことを目的

果の確認・バリア克服Jr目標設定Jr課題克服jの6因子

を抽出した。下位尺度の信頼性係数 (α係数)は.563・.878

であり、「課題克服Jの信頼性係数がやや低かった。

2.行動意図への規定力

各因子を独立変数、運動行動意図を従属変数とする階層

的重回帰分析を行った。その結果、第 1段階(快適経験・

遂行体験、目標設定、結果の確認、課題克服)で行動意図

の分散の 20.0%を説明し、「目標設定Jの有意な規定力が

とする。

高
い

身
体
的
レ
ベ
ル

低

みられた。第2段階で、身体的資源、の有意な規定力がみら

れ、 23.6%を説明した。「ソーシャルサポートjの規定力
運動継続化の螺旋モデル図

(第 3段階)は認められず、説明力の 1%培 (24.6%)に法方

とどまった。

全体的に運動行動意図の説明力はこの種の研究では低

1.対象

調査対象は、福岡県 C市が事業として行っている平成

19年度fなかなかよか健康チャレンジーウォーキング事業 くはないが、ソーシャルサポートの規定力がみられなかっ

たのは予想外である。この理由は、本研究の対象がウォー

キング参加者であり、運動行動意図が高いという対象者の

バイアスや、ウォーキングは一人でもできるという種目特

性が考えられる。本研究は対象者や種目特性を考慮してモ

デル構築を行う必要性を示唆している。

-Jの参加者 129名であり、回収できた資料の完全な 112

名(男性37名、女性75名)を分析の対象とした。

2.調査時期および方法

調査時期は、加07年6月中旬ー7月初旬であり、郵送法

により実施・回収した。回収率は88.5%であった。
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大学女子ラクロス選手の栄養素等摂取状況と身体組成

および血液性状

0益田玲香・今村裕行(中村学園大学大学院)

キーワード:ラクロス栄養身体組成鉄欠乏性貧血

目的

競技選手が運動能力をより発揮させるには， トレ

ーニングに加えて適切なエネルギーおよび栄養素の

摂取が必要である 1) ラクロス競技は持久力が必要

とされ，また筋の再生修復，行動体力の充進を図る

ために十分なたんぱく質の補給が必要である.貧血

は，運動パフォーマンスを低下させ，女性では男性

に比べて3倍の高頻度で発症することが報告されて

いる.また、スポーツ選手には貧血まで進行してい

ない鉄欠乏状態である選手が数多く存在し，その原

因の1つに鉄摂取量の不足が考えられている.しか

し，ラクロス競技選手の貧血に関する報告はみられ

ない.

本研究の目的は大学女子ラクロス選手の栄養素等

摂取状況と身体組成，血液性状，特に鉄欠乏性貧血

について検討することである.

方法

対象は，九州地区でトップレベルの成績を収めて

いるN大学の女子ラクロス部員 12名である.

体脂肪率 (%Fat)は，体脂肪を推定する空気置換

法により測定した.最大酸素摂取量(V02maがは，

ヘルスガード(竹井機器工業株式会担当を用いて間

接法により測定した.採血の前日は激しい運動を禁

止し，早朝空腹時に行った.食事調査は， 3日間の

記録法にて行った.自己記入式のアンケート調査を

実施した.

貧血の判定はヘモグロビン値， トランスフェリン

飽和率，フェリチン値を用い，対象を鉄欠乏群と対

照群に分類した.鉄欠乏群に分類された6名には， 2 

ヶ月間鉄剤を摂取させ，その後採血を行い，再rJ貧

血判定を行った.

統計処理はSPSS10.0Jを用いて行った.

結果と考察

全身持久力の指標とされている V02maxのラク

ロス競技選手に関する報告は筆者らの知る限りでは

見当たらず，同じく持久力が要求される大学女子サ

ッカー選手に関する報告2)と比較すると，本研究の

被検者のほうが高値を示した.被検者の %Fatと除

脂肪体重(LBM)を日本代表選手 3) と比較する

と， % Fatが高く， LBMが低値を示した.この違

いは被検者の競技暦が 2--3年と日本代表選手に比

べて短いことによると考えられた。

エネルギー摂取量は鉄欠乏群，対照群共に日本人

の食事摂取基準。∞5年度版)のにおける生活活動

レベルIの推定エネルギー必要量も満たしていなか

った.また，鉄摂取量は鉄欠乏群が対照群に比較し

て有意な低値を示した.鉄欠乏が認められたのは，

12名中6名(鉄欠乏酌でラクロス選手においても

高頻度で鉄欠乏性貧血が認められた.また，鉄欠乏

群は2ヶ月間鉄剤を摂取した結果， 4名は鉄欠乏が

改善し， 2名は改善しなかった.溶血の指標となる

ハプトグロビンは， 12名中3名が低値を示した.ラ

クロス選手においても溶血を起こしていることが推

察された.

参考文献

1) American CoUege of Sports Medicine，出eAmeriαn 

Dietetic Association， and由eDietitians of Canada. : 

Nu甘itionand Athletic Perfonnance， Med. Sci. Sports 

Exerc.， 32， 2130・2145(20∞) 

2)西村千尋他:大学女子サッカー選手の体力，血

液性状及び栄養素摂取の現状について，日本運動生

理学雑誌，2，159・1“(1995)
3)辻秀一:第5回女子ラクロス・ワールドカップ大

会，臨床スポーツ医学，15， 671 -675 (1998) 

4)第一出版編集部編:厚生労働省策定日本人の食

事摂取基準 (2∞5年度版)，第一出版，東京 (2∞15)
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トリ胸肉抽出物の短期摂取が高強度運動パフォーマンスに及ぼす影響

吉岡賢志 1 久野聡之 l 井上彩 1 中島裕之 1 進藤宗洋2 田中宏暁2

1福岡大学大学院 スポーツ健康科学研究科 2福岡大学 スポーツ科学部

キーワード:カルノシン、緩衝作用、高強度運動

緒言及び目的

トリ胸肉に多量に存在するアンセリン (A)やカ

ルノシン (C)は、生体内の緩衝作用に貢献する物

質である。鈴木らはA・Cを1.5g摂取することで、

短時間高強度運動パフォーマンスが向上したと報告

しているが、同研究者のその後の単回摂取研究では、

緩衝作用の向上は見られたがパフォーマンスは向上

しなかったことを報告しており、一致した結果は得

られていない。このような矛盾はA・C摂取量が少

ないため生体内のC貯蔵量の個人差に起因した可能

性が考えられる。そこで、本研究は、 A"C摂取量

を増やした4日間の連続摂取が、高強度運動パフォ

ーマンスに及ぼす影響について検討した。

方法

1.対象者

健常者男性11名(年齢21土2歳、身長171.0土4.1cm、

体重72.4土12.4kg)を対象とした。

2. プロトコル

11名の対象者を2群 (!.II)に振り分けた。 I

群はA・C2gをテスト 3日前から 1日1回の計3回

摂取した。テスト開始前3時間は食事を控えた。 30

分間安静にさせた後、 A・Cを2g摂取し、 15分後に

ウォーミングアップ、 30分後に回転数制御が任意に

設定できる紺en凶1ergo 240 (三菱社製)を用いて、

1∞甲mの負荷で40秒間全力ペダリングを行った。
その後、 7日間のウォッシュアウト期間を設け、 7

日目にA・Cを摂取しない同様の全力ペダリングを

実施した。 E群はI群の逆パターン、すなわち初回
にA・C非摂取実験を行い、一週間後にA・C摂取

実験を行った。コンビューターによって全力ペダリ

ング1秒毎のトルク値(Nm)を算出した。安静時、運

動後0，3， 5， 7， 10分に耳染より採血し、血中乳酸

濃度を分析した。

結果と考察

40秒間全力ペダリングの平均トルク、ピークトル

ク及び血中乳酸値において、 A"C摂取と非摂取聞

に有意差は認められなかった。佐藤らは、高強度パ

フォーマンスの増大と骨格筋肉のC濃度増加率は正

の相関関係があることを報告している。本研究にお

いて、高強度運動パフォーマンスの増大が確認でき

なかったことから、骨格筋肉のC濃度は増加しなか

ったことが推察される。また佐藤らは、 A・C摂取

前の骨格筋肉の C濃度初期値が低い人は、 A-C摂

取によりc濃度を増加させるに有効であることを報
告している。つまり、 A・C摂取前の骨格筋肉C濃

度は大きな個人差があり、この個人差がC濃度増加

に影響を及ぼしていることを示している。本研究の

対象者はスポーツ選手であったため、骨格筋肉の C

濃度初期値が高かったのかもしれない。そのため、

今回のA・C摂取期間及び摂取量は骨格筋肉のC濃

度増加に不十分であったことが考えられる。今後、

A・C摂取前・摂取後の骨格筋肉 C濃度を確認し、

A・C摂取期間及び摂取量を再検討する必要がある。

80 
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参考文献

佐藤ら (2003) トリ胸肉抽出物 (α以内長期摂

取が骨格筋中カルノシン濃度と短時間高強度運動パ

フォーマンスに及ぼす影響。体力科学52:255・264.
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運動継続時間が心周期拡張期時間の割合に及ぼす影響

O坂井洋子・松田拓朗(福岡大学大学院)熊原秀晃・清永明・進藤宗洋・田中宏暁(福岡大学)

キーワード:拡張期時間の割合・心音屈曲点・安全性

[緒言・目的]

心音は主に第1心音(81)と第2心音(82)から成り，81は僧

帽弁と三尖弁，82は大動脈弁と肺動脈弁の閉鎖音であるこ

れらより心周期，つまり心室が収縮する時間である収縮期時

間(81-82)と，心室が弛緩する時間である拡張期時間(82-81')

を評価できる.また，先行研究より 81の振れ幅(81振幅)は心

筋の収縮力を反映している可能性が示唆されている.

Obaraら(2005)は自転車エルゴメータを用いた間欠式多

段階漸増運動負荷試験を行い安静時に対する運動中の 81

振幅の比は運動負荷の漸増に対して，LTと近似した急増点
(Heart 80unds Breaking Point : H8BP)が存在することを

報告した.このように心音による測定は心音マイクを貼るだ

けで簡易に測定を行うことができるという利点があ

り，H8BPは有酸素能の指標となり得る可能性が示唆された.

しかし心音の測定は呼吸による胸郭の動きによって心音マ

イクと心臓の距離が変わることや，雑音による影響を受けや

すいという問題点がある.そこで我々 は心音マイクの固定

部位を先行研究の第4肋聞から胸骨柄に変えることで，呼吸

による心臓と心音マイクの距駿の変動を最小限に抑え，安定

した81を抽出する方法を開発した.更にRamp式漸培運動

負荷試験中の 81を一拍毎に解析し多点をプロットするこ

とでより正確に変移点を判定する方法を提案している.

ところで，この HSBPを運動処方として使用するために

は安全性を検証する必要がある.従来安全性の確認は心拍数

を基にすることが多い.Ferrowら(1995)は冠動脈疾患患者9

名対象に，心筋虚血発生時の RR間隔は一定ではなかった

が，1分間あたりに占める拡張期時間(%DT)は負荷試験の違

いに関わらず一致していることを見出した.Ferrowらの研

究に基づけば安全に運動を行うためには%DTを観察する

ことでより安全性を確認することができると考えられる本

研究はH8BP強度での継続運動中の%DTから，H8BP強度

の運動の安全性を検討することを目的とした

防法l
対象者は健常男性 7名(年齢:26:t6歳，BMI:21.6土
1.2kg/m2)であった.実験 1として自転車エルゴメータを用

いたRamp式漸増運動負荷試験(15wattsl分)を行い，HSBP

強度を求めた.運動中心音図・心電図は連続して記録された.

実験2では実験1で求めたHSBP強度で60分の固定負

荷試験を行った.心音の解析は，実験 1においてH8BP強度

を求めるため，81振幅を推定最大心拍数の85%{(220・年齢)

XO.85}まで，1拍ごとに連続して全て解析し 10拍ごとに平

均した.実験2においては5分毎に連続した 10拍分の収縮

期時間と拡張期時間及び%DT(S2-S1'/81-S1')の平均を代表

値とした

[結果]

心拍数は運動開始後 5分目(61.4:f:4.0%HRmax)と比し

て 30分目(72.3土5.2%HRmax)から 60分自(75.4土

4.7%HRmax)まで，また10分目(65.0:f:5.1 %HRmax)と比し

て45分目(73.8土4.6%HRmax)から60分目まで有意な上昇

が認められた収縮期時間は5分目(0.24:f:0.02秒)と比して

15分目(0.21:t0.02秒)から60分自(0.19土0.02秒)まで， 10 

分目(0.22土0.02秒)と比して 30分目(0.20:f:0.02秒)，45分

目(0.19:f:0.02秒)，50分目(0.20:f:0.02秒)，60分目までに有

意な短縮が認められたが拡張期時間は運動中経時的な変化

はなかった運動中の%DT(55.8土2.6%)に変化はなく，全対

象者において 51.6%以上の%DTが確保された状態であっ

た[図1.
[考察・まとめl

HSBP強度の運動は，およそ52%以上の%DTが確保され

ており，運動中60分間に亘って%DTは一定に保たれていた。

先行研究で臨床上有意とされる冠動脈 75%狭窄の患者で

は%DTが51.6%確保できなくなった時点で心筋の虚血が

おこると報告されていることから，H8BPの60分間の運動

は，心筋虚血を誘発しにくい安全性の確保された運動である

可能性が示唆された.これは，運動による交感神経活動の克

進が心筋の収縮力を増し収縮期時間が短縮したことにより

一定の%DTが確保されていると考えられた今回は対象者

が比較的若者であったため，今後高齢者や疾患患者を対象に

この検討を行う必要がある.
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レスリングのゲーム分析
一攻撃動作と防御動作の構造的関連一
0藤山光太朗(福岡大学)青柳領(福岡大学)
安達巧(日本体育大学)松本慎吾(一宮運輸)

双対尺度法、クラスター分析

{緒言】レスリングは体重に応じた階級に分かれ

ポイントを争い、最終的にフォールを目指す競技

である。その際、体重などの形態値は、様々な体

力の違いを生む要因となったり、あるいは体格そ

のものが各選手の試合中の動作パターンを決定す

る要因となる。したがって、階級ごとの選手の攻

撃動作やそれに対する防御動作にも共通点がある

ことは容易に類推できる。そこで本研究では、レ

スリングの攻撃動作および防御動作の構造的関連

を階級別に検討することを目的とした。

【研究方法】研究対象は、平成 18年度明治乳業

杯全日本選抜選手権大会のフリースタイル、 55k 

g級から 120k g級の全7階級、 37試合を分析の

対象とした。記録方法は試合をDVCに録画し、

後日再生して試合中の攻撃動作および防御動作を

集計した。ただし、レスリングでは技の定義や分

類が必ずしも体系化されていない点を考慮して、

攻撃動作および、防御動作の分類は独自に作成した

分類表(藤山ら， 2007)をもとに記録した。

分析法方は、攻撃・防御動作の総合的・構造的

な関連を検討するために、双対尺度法(西里，

1999)を用い、その関連を示す布置を求めた。さ

らに、これら全体の位置関係を要約するためにク

ラスター分析を行った。ただし、十分な動作数を

確保するために、分析にあたっては、階級区分を

通常の体重区分の 7階級から、 55k g級と 60k 

g級を「軽量級j 、66k g級から 84kg級まで

を「中量級J、96k g級と 120k g級を「重量

級Jとしてまとめた。

【結果および考察】双対尺度法の結果、軽量級で

は2次元までで全分散の 65.7%が説明され、同

様に、中量級では64.6%、重量級でも 64.8%であ

り、各階級とも概ね構造的な関連を2次元布置で

説明できるであろうと考えられた。

まず、軽量級ではクラスタリング時の距離を

1. 87で考えると 7のグループに分類することが

できた。それらの中で、攻撃動作の「足取りタッ

クルのフェイント(以下F)J r片手片足タック
ルのFJ r両手片足タックルのFJと、防御動作
の「脚を引く」が近い関係がみられた。これは、

軽量級の選手がフェイントという軽い攻撃動作に

対して、比較的容易に行える防御動作の「脚を引

くJを選んだものと考えられる。また、攻撃動作

「脇さし出し」と防御動作の『回り込むj にも近

い位置関係がみられた。これは、相手を場外に出

してポイントを得ょうとする攻撃動作を、 「回り

込むj という防御動作で対応することにより失点

を防ごうとする防御側の意図によるものと考えら

れる。

同様に、布置のクラスター分析の結果、中量級

では5つのクラスターに分類され、それらのグル

ーピングの中から、 「両足タックルJ rすかしの
片足タックルJ r片手片足タックルJ r両手片足
タックルJ r両足タックルFJ r脇くぐりタック
ルFJなど多くのタックル系に分類される攻撃動

作またはフェイントと、 「パックステップJ r脚
を引くJの防御動作に近い位置にあり、高い関連

がみられた。これは、多くのタックル系の攻撃動

作やそのフェイントが近い位置にあるため、 lつ

の防御動作では効果的に対応出来るとは考えにく

く、タックル系の攻撃動作に有効であると考えら

れる、 「バックステップJ r脚を引くJなどの複
数の防御動作で対応したものと考えられる。

また、重量級では5つのグループに分類され、

その中で f両手片足タックルJ r両足タックルJ
などの攻撃動作と「バックステップJの防御動作

に近い位置関係があり、関連がみられた。これら

の防御動作は、重量級の選手が自分自身の体重の

重さを活かした防御動作であると考えられる。
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組織キャンプ体験が子どもとその保護者へ及ぼす影響について

~親からみた子どもの変化と親の変化に着目して~

0花田道子(九州女子短期大学)
キーワード:組織キャンプ保護者家庭の教育力親子関係

目的 ろから、自然の中で、家族いっしょに遊んだり、活動

内閣府の青少年白書 (2∞1)では、近年の著しし、社 したりする経験を積んできている (78.6%)Jr子ども
会状況の変化の中で、子どもたちの成長・発達に影響 とし、っしょにパソコンを使ったり、インターネットで

を及ぼす種々の問題状況が発生するとともに、家庭の 何かを調べたりする (64.3%)J等の項目において差異

教育カが低下していることを指摘している。 がみられた。子どものキャンフ潅験を通して、親子が

秋山 (21∞12)は、子どもに対する親のしつけは親が 何かを一緒に考えたり話しをしたり行動するとしりた
能動的、子どもは受動的としづ具合に一方的なもので 豊かな体験活動への働きかけが深まっていること州司

なく相互的であり、子どもは親によって育てられるが、 えた。親の基本的スタンスを問う項目についても「子

親も子どもによって育てられている。すなわち親子関 どもに言うだけではなく、自ら手本を示すようにここ

係は相互関係的発達なのであると言っている。そこで ろがけている 97.6%Jr子どものょいところをできる
本研究では、子ども併踊哉キャンプ参加による、親の だけ認めて自信を持たせるようにしている 88.1%J

子どもへの働きかけへの変化に着目し、子どもの組織 「子どもに、自分自身の成長キ変化に気づかせるよう

キャンプ参加がもたらす親への影響を探ることにする。 にしている81.0%Jr子どもの意見や判断を尊重して、
方法 できるだけ口出ししないようにしている66.7%J等の

1.対象者

「青少年アンビシャス運動分マーキャンプJ(9泊
10日)へのすべての参加者の保護者(全96名)を対

象として、組織キャンプ前後に調査を実施した。キャ

ンプ前の有効回答率は93.8%、キャンプ後の有効回答

率は43.8%であった。

2.調査内容

①「基本的属性l②「子どもの生活態度J③「家庭

の教育カj④「キャンプ参加の目的と達成度J⑤ f子

どもの生活態度j⑥ fキャンプによる親の変化j

3.調査手順

調査は、体験前(Pre)と体験終了から 10日後(Po坑)

の2回実施した。調査機関は、 2∞5年7月下旬から8
月下旬であった。

結果と考察

子どもの組織キャンプ体験前後における親の子ど

もへの働きかけの変化を検討するため、家庭の教育力

の体験前後値及て栓国平均直を比較した。体験前全国

平均直より低かったものが体験後全国平均直より高く

なっている項目(表2・4.1参照)を見てみると、「働く

ことの大切さや尊さをいっしょに考えるようにしてい

る (90.5%)J r子どもに自分自身の成長や変化に気づ
かせるようにしている (81.0%)Jr子どもが小さいこ

項目において、体験前より「あてはまるJのポイント

が高くなっていた(表2-4.3参照)。子どものキャンプ

体験による変化を受けて、子どもを信頼し親自身も子

どもと一緒に学ぼうとする姿勢が高まったこと洲司え

た。このことから、子どもの組織キャンプ参加は、子

どもの成長を受けて、親も一緒に成長しようとする相

互関係的発達を促進させる機会となっている可能性が

示唆された。
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ゆか運動における「後ろとぴ11/2ひねり正面支持臥Jのコツの分析

吉本忠弘(福岡大学) 田口晴康(福岡大学)

キーワード:巧技反転跳躍後ろとび 11/2ひねり正面支持臥 コツ

目的

本研究では、ゆか運動における巧技系の技の一つで

ある「後ろとび11/2ひねり正面支持臥J(8難度)(図1)

に焦点、をあて、この技の習得過程において筆者らの一

人(以下、筆者と表記)が獲得したコツの成り立ちを発

生運動学の立場から考察するこれによりこの技の普

及に向けた基盤を形成することを目的とする。

方法

佐野(2004)はコツの分析方法論について「他者がコ

ツとして語った内容を分析しようとする場合には、言

葉や表現形式の背後にある運動者自身のコツに対する

『考え方』や『意味形態』を読み解かなければならな

しリと述べ、この「意味形態Jを読み解き、さらにその「意

味形態J成立の根拠を探ることへと分析を深めること

になれば、それがそのまま技術の抽出作業になると述

べている。

本論では、以上の立場を拠りどころとして論を展開

する。それにあたり先ず、筆者における「後ろとび11/2

ひねり正面支持臥」の習得過程を提示し、次にこの技の

習得過程において筆者がつかんだ、コツに対する「考え

かたJについて考察する。

結果と考察

1.習得過程

筆者は、「後ろとび 3/2ひねり正面支持臥jの練習に

おいて、以下のような段階を経て習得した。

1)r後ろへとぶと同時に一気に 11/2ひねりを行な
う感じJ

2) r後ろとびひねり 0/2ひねり)+1回ひねりの感じJ
3)ひざを抜きながら「後ろとび11/2ひねり正面支

持臥j

4)失敗跳躍の際に受身をとれるようになる

2.コツの分析

「後ろとび11/2ひねり正面支持臥jを習得する過程

で、筆者が重要だと思った動きかたは以下の通りであ

る。

1)ひねりかた

「後ろとひひねり 0/2ひねり)+1回ひねりjとし、う仕

方は「ひねりはじめ→ひねる→ひねりおわるJとし、う筆

者の動感欝哉の分節化をもたらした。

2)踏み切りかた

この動きかたが必要になったのは、ゆかフロアで実

施する時で、あった。「後ろとび11/2ひねり正面支持

臥Jを失敗した際には「顔から地面に叩きつけられるj

ことがある。筆者はこうした失敗跳躍の恐怖から、思い

切ってゆかフロアで実施することができなかった。し

かし、練習を重ねていくなかで「前にとびながらひねれ

ば足先が後ろに逃げて行き、墜落することはなしリと確

信することができた。

3) r受身J
通常の「後ろとび11/2ひねり正面支持臥jでは、肘

をやや曲げて緩衝しながら「正面支持臥Jになる。しか

し、失敗跳躍の場合にはこのような動きを行なうこと

が難しい。そのため、「失敗したJと感じた際に、柔道の

「前受身Jと同様の姿勢をとり、頭部をはじめ上半身を

傷害から守るために、上腕部で地面を叩きつけること

で緩種庁る。

このように「もし失敗しても何とかなるjという安心

感に支えられてで「ひざを抜いた踏み切りJとrl/2+1

回ひねりjというこつのコツに意識を集中させること

が可能になった。

結語・展望

本研究では「後ろとび11/2ひねり正面支持臥Jにお

ける筆者のコツに発生運動学的分析を加えた。これに

より、筆者のコツを一般化する前提を築くことが可能

になったo今後は、本研究で、明らかになった情報をもと

により多くの選手に「後ろとび11/2ひねり正面支持

臥Jを指導し、筆者のコツとの共通点ならびに違いを明

らかにする作業が課題となる。
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つり輸における前方2回宙返り懸垂に関する一考察

0藤野泰行(福岡大学大学院) 豊村伊一郎(福岡大学)
田口晴康(福岡大学) 吉本忠弘(福岡大学) 柳浩二郎(福岡大学)

【目的}

体操競技の最新のルールである 2∞6年度採点規
則において、今までにない大きな変更が行われた。

それは、従来までの 10点満点の制度の廃止により

点数の上限が無くなり、より高度な技を数多く取り

入れることによって、演技価値点を高めることが可

能となるものである。加えてルール改正の際、多く

の技の難度変更が行われた。難度の格下げが多く行

われる中、つり輸における f前方2回宙返り懸垂J

系の技の難度は格上げがなされた。これは、つり輪

の種目特性において従来までの“力技"に偏ってい

た演技構成の傾向から、ルール改正において“振動

技"も多く取り入れなければ価値点を高めることが

出来ないことに対しての、 FIGの配慮であると考え

られる。その為、「前方 2回宙返り懸垂J系の技は

現在、演技価値点を高めるために多くの選手が演技

に取り入れようとしている。しかし、これらの技の

習得に関するトレーニング法については研究発表が

なされていないのが現状である。

そこで本研究では、「前方かかえ込み 2回宙返り

懸垂J(以下、ヤマワキとする)の習得方法に着目し、

筆者自身が習得の際に行ったトレーニング法が個人

的なものに止まらず、他者に対して一般化出来るも

のであるカ検証していくことを目的とする。

【方法】

独自に考案したキネステーゼアナロゴンを用い

たトレーニング法を被験者 (F大学の体操競技部で

ヤマワキを未修得の者)に実施させ、ヤマワキ習得

に至るまでの練習過程をビデオカメラで撮影した。

その映像を基に、連続写真等の研究資料を作成し、

ヤマワキの動作分析を行う。それに平行して、ヤマ

ワキの自己観察に関するアンケートを実施者に回

答してもらった。それらも併せて、この考案した練

習方法がヤマワキ習得に関して、筆者の個人的な感

覚のみではなく、他者に対しても有効であるかどう

かを考察してして。

【結果と考察1
ヤマワキ習得の為の練習方法を、 5段階に分けて

設定した。

第1段階 トランポリンを用いて、縄跳びを行いな

がら「前方かかえ込み宙返りj

第2段階低いつり輸で補助台を用いて「前転jを

行い、手の動かし方を身に付ける

第3段階低いつり輸でミニトランポリンを用いて

f前方かかえ込み宙返りJ

第4段階つり輸において“あふり"動作を意識し

たスイング

第5段階つり輸においてヤマワキを行う

これらのトレーニング法を通して、ヤマワキ習得

に至ることが出来た者が6名中3名現れた。習得者

の運動経験の特徴としては、比較的にホンマと前方

車輪を習得しているとしづ傾向が見られた。これは、

ヤマワキとホンマの運動形態の類似性から、感覚を

掴みやすかったこと、基本的なスイング運動が出来

ていること、等が要因と考えられる。しかし、前方

車輸を習得している選手の中でヤマワキ習得に至れ

なかった者がおり、その要因としては、ヤマワキの

練習期間の短さ、このトレーニング法の実施量の少

なさ、スイング運動から回転運動に繋げる為のトレ

ーニング不足、等の問題点が挙げられる。また、習

得者に肩転位を行える者が多いことから、肩の柔軟

性にも関連性があることが推察される。

本研究ではヤマワキにおける“輸の使い方"の技

術に主眼をおいたトレーニング法を行った。その結

果、全ての被験者が練習法の中で、運動アナロゴン

としての“輸の押さえ"の技術が分かったと自己観

察において報告している。しかし、ヤマワキの練習

法に対する意見として、多くの選手が fスイングの

仕方がわからないJと述べており、基本的なスイン

グ運動の習熟不足、スイング局面から回転局面への

移行技術の習熟不足、等の問題点が浮き彫りとなっ

た。今後のトレーニング開発の課題として取り組ん

でし、かなくてはならないだろう。
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後転とびの動きの発生に関する研究

0田口l晴康・豊村伊一郎・柳浩二郎・吉本忠弘(福岡大学)

キーワード:器械運動マット 大学生運動発生スポーツ運動学

目的 り板を蹴らせる。特にここで意識させたのは「蹴

後方倒立回転とび(以下後転とびとする)は、 って反るj という感覚である。

学校体育の器械運動の中では稀にしか取り上げ 第二段階では、手の振込みを利用し、後転とび

られない運動であるが、通称「パク転jと呼ばれ、

誰もが憧れを持つ技の一つである。本研究は、こ

の技の運動発生にはどの程度の時間がかかり、こ

の技の粗形態にはどのような特徴があるのか、さ

らに、うごきの発生を促す練習および都助法には

どのようなものがあるのかを明示することを目

的とした。

方法

対象者は、 F大学スポーツ科学部男子器械運動

受講生169名の中から、後転とびが過去一回でも

一人でできた経験のある学生 37名と怪我等で見

学や欠席した者を除く 118名の学生とした。実施

時期については、 2005年 12月、 1週目の授業か

ら数えて9週目と 10週目の二回行った。授業は4

コマに分け行っているが、各グループ 1週 35分

間の2週分、合計約 1時間 10分の中で行い、そ

の授業内容をデジタルビデオカメラで撮影し、詳

細に観察して連続写真等の分析資料を作成した。

結果と考察

実施するにあたり、あらかじめ後転とぴの感覚

を導き出す練習を行った後、第一段階から第四段

階の練習を設定し行った。

まず、第一段階では、恐怖心を取り除き、回転

感覚を身に付けるという目的で行った。そこでは、

体を後方に反って倒し、できるだけソフトマット

を見て距離感を近くすることで安心感を作り出

すことがポイントであると考えた。当然その姿勢

をとることは支えがないと後ろに倒れてしまう

ので、報助者は実施者のトレーエングパンツの腰

のあたりをつかみ止めておく o その姿勢から、し

ゃがみこむように膝を曲げさせ、その後、すぐに

後ろのソフトマットを見るような感覚で踏み切

の全体像をつくることを行った。実施者の動作ポ

イントとしては、膝を若干曲げながら手を後ろに

引き、大きく円を描くようにパンザイする感じで

後方に手を振り込みながらタイミングをあわせ

蹴って反る。

各段階では、体操競技部員や実施できる者の示

範を所々に入れて行ったが、ここでの観察ポイン

トとして、 f蹴って反るJrマットをすぐ見るJr全
体のリズムやタイミングj等をキーワードとして

意識させた。

その後、少しずつ常助を軽減していく第三段階、

さらに、 f轄助なしで、できそうな気がするjか

ら f一人でできたJという、いわゆるうごきの発

生段階である第四段階に分け、組形態の形成を提

示した。

結果としては、 2週、合計 1時間 10分程度の

練習時間の中で8割以上の学生が需助なしの自力

で後転とひ・の発生に至った。その中では、早い者

で 1回目の授業の中の 6-"7回の実施で成功し、

最終的には12-..13回の実施で、トータル97名の

者が、後転とびの発生にこぎつけている白

その中で常助がはずせなかった学生では、踏み

切りの際膝が前に突き出てしまい、抜けたけりに

なっている者、けりが弱く、早くから腰を曲げて

しまう者、後方回転に怖さがあり横向きにひねっ

てしまう者という特徴が現れていた。

学習のレディネスには大きな違いがあった学

生達であるが、この結果が基本的な運動能力や観

察能力の高い者であったせいか、また、斜めにし

た踏み切り板の上からの実施であったからか、あ

るいは、我々指導者の直接常助による段階的指導

によるものかはさらに検証する必要があろう。
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マット運動における「後方宙返り j の指導に関する研究

ートランポリンからのアプローチー

O 柳浩二郎(福岡大学非常勤講師) 田口晴康(福岡大学)
吉本忠弘(福岡大学) 豊村伊一郎(福岡大学)

キーワード:技、器械運動、宙返り、段階的練習

【目的】

本研究で取り上げる「後方宙返りJは誰もが憧れ

る魅力のある技で、この技の指導法をめぐっては、

これまで多くの体操競技・君搬運動の専門家によっ

て議論、検討がなされてきた。

本研究は、マットで「後方宙返りJを習得するこ

とを目標として、 トランポリンで感覚練習すること

によって、マットにおいて「後方宙返りjの習得が

スムーズになるとしづ予測を行い、マット運動にお

ける「後方宙返りJの新たな指導法の構築を目指し、

若械運動の授業において「後方宙返りJの指導法改

善に寄与することを目的とした。

【方法】

F大学の授業で(器械運動II)の学生 15名を対

象にトランポリンにおける「後方宙返りJを予備技

として、マット上で「後方宙返りJを習得するまで

段階的指導を行った。指導期間は平成 19年4月""""'6

月であり、授業のビデオ撮影ならびに筆者らが作成

したアンケート用紙を用いて、「後方宙返りの外形的

な変化Jならびに「受講生による後方宙返りの捉え

方の変化jの調査を行ったo

【段階的練習法1
1. トランポリンにおける段階的練習法

①ジャンプ・尻落ち・背落ち

②後転

③抱え込みジャンプ

④二人組み常助

⑤一人常助

⑥自力で宙返り

2. マットにおける段階的練習法

① 二人常助(踏み切り板・ソフトマット)

② 一人帯助(踏み切り板・ソフトマット)

③ 自力で宙返り(踏み切り板・ソフトマット)

④ 二人常助(マット上)

⑤ 一人暫助・自力(マット上)

[結果】

1. トランポリン

第二段階の「後転Jにおいて、少しつまずきがあ

ったものの 15名全員が「後方宙返りJを自力で実施

することができた。実施者のアンケート内容では「最

初は、 トランポリンを跳ぶことにも恐怖心があり、

宙返りをできる気がしなかったが、段階的な練習で

恐怖心が軽減され、できるようになったjと答えて

いることから、 トランポリンにおいて、段階的練習

が実施者の運動遂行の手助けをしたといえる。

2. マット

トランポリンからマットに移行してからも段階的

練習法を用いて 11名が自力で実施することに成功

している。自力で‘出来なかった学生においても第五

段階の常助者一人の段階までは達成しているが、自

力で実施するまでは至らなかった。

今回の研究では、 トランポリンからマットへ移行

したが、マットのみを使用して f後方宙返りJを行

うとしづ比較検討はしなかった為、有刻主を客観的

に示すことは難しいが、段階的練習法によって、大

きなつまずきがなかったことは、この練習法はつま

ずきを回避するには、有効であったといえる。

【アンケート調査結果】

授業の最後に「後方宙返りの技術Jに関するアン

ケート調査を行った結果、自力で達成できていた 11

名のほとんどの学生が「足句奈)を胸の方に引き付

けるjや「上げている手のほうに足を持っていくJ

などと自己の動作に関する答えが多かったのに対し

て、自力で、出来なかった学生は、「高く上に飛ぶJr回
転を早くするjなど、外見的な意見が多かった。こ

れは、宙返りを実施する上で、実施者が自己の運動

動作に意識していることがわかったo
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跳び箱運動における「腕振り動作jに着目した指導法の研究
0黒木秀一(熊本大学大学院) 坂下玲子(熊本大学)
キーワード:腕振り動作、体の投げ出し、第一空中局面と第二空中局面i
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試技の段階では、 1 7人中 15人がく上か
ら〉の動作が見られた。教師の意図する「腕

振り動作Jはく下から>である。
I腕振り動作Jにポイントを置くことで、

体重心が下から上へ、左から右へと移動するコ
このことが跳ぶという作業を容易にするので

ある D 跳べない子どもに焦点をあてたもので
あるが、第二空中局面に課題を抱える子ども
にとっても、美しさやダイナミックさを引き

出す魅力を備えていると考えるu

4 結歯
or腕振り動作〈下から >J によって、第
一空中局面の「投げ出しj の技術を獲得
し、第二空中局面に求められる安定した
姿勢、飛距離の伸長、安全な着地などの

効果を高めたっ
O子どもの思考(葛藤)とその学びを受け
て、器械運動に必要な「なぜj できるの

かという「見る眼j を育む授業の提案が

考えられるコ
0低・中学年において、 f腕振り動作Jなど
の f振り込み動作j を習慣づけていく必

要がある合

事前 l 事後
1 26cm I 132cm 
53cm I 105cm 
111也』に伸び倍むたかお 4但名》
..Sfa: ':'.11・段・

1二i
-0.お8

Tj:iiJi 
d的霊長

e 

'・

4 

[たかお(儲)]

!高さ l
i飛E量!

fll=盤中馬酌

研究の目的

器械運動は、運動のコツを個むことはも
ちろん、動感能力の習得が求められる運動
であるョそれを支えるものは動き独自の感

覚であり、体重心の操作である円
どんな非循環運動でも運動の局面構造は
「特局面Jr主要局面Jr綜摘j の3分節を示す。
跳び箱運動は、その曲面構造からさらに「助
走Jr踏切Jr着手Jr着地j の四つに分け
られる。 f主要局面j を効果的に、かつ経

済的に遂行していくのが「準備局面j であ
ることを前提にすると、「踏切Jr着手j の
部分に指導すべき技術ポイン卜は焦点化さ

れる o つまり、第一空中局面における「体
の投げ出しj の技術が重要になる。

..1:'"ゐ i そこで、達成効果にきわ
.~~...ム !めて決定的な役割を果たす

i量 I r準備局面Jからの指導の
i重点化を図ることを考えた。
腕振り動作に着目した指導

必刊偽 !法である D 腕振り動作く上

，jτ主主 I :から〉く下から>が眺びjj
-ム ι2L_I'こどのように影響するかを
一一一一一一J を分析した。

2 方法
調査対象:平成 18年度6年生 17名
調査内容:腕振り動作に著目した跳び方の

効果(テ二夕、勝宮、記純・作文純)

3 結果と考察
(1)億二空中踊1:制る縦障と院の結果停値全体)

l ! 事前 | 
l. さ 1~1--2 8 c m I 
!飛距腫 72 cm I 

(2)第二空中局面にお附IDtlさの線(個人)
{みか(儲)J

1黒 m

融|高さ
|飛車瞳

成fイ健二LiJ77f三
副 !iJJLJJ
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草鞍着用による3恒例予における歩数変化
O 原田奈名子(佐野祥)・中山正教(佐賀大学大朝涜医学系研究科)・内田俊明・古津小百合・

原部聖子佐知て学大朝涜教育学研究科)

発に活動したが2側年度の方が全体に活発だった

ι草鞠こよる計測直後に運観靴に履き替え歩灘十測
D:日)cmのミニ骨格モデルを用いた骨格系のfっくり・

しくみ・はたらきJについての学習，相こ， s剣難行，
膝融行，足跡n，中足指節融行，およて舟怯肩甲帯
につして学習した後， 1本歯下駄で階段キ拐萱も歩け

るようになるまでω分程度着用.その後，再ひ喧准で
10分程度活動し，運鯛協こ履き替えて歩類十測

併せて，質勝舷による調査を行った.

キーワード:t何?と歩数骨格系峨峨草乾 l本歯下駄

はじめに

学生の折7動僧こ対する自己評価はきわめて齢、.
ちなみに筆者側受業「体っくり運動J受講者2005

年度生の鉛%， 2∞7年度生の1∞%が歩行動作を変

えたいと思っていた.筆者は10年前から本授業の一

環として歩行動作を取りあげてきた.そして筑X>5年

度からは折7動f働改善を目指して，草聡および1
本歯下駄を取り入れた実践を宿泊集中形式でほ同司時

期，同一場所で行ってきた本布閉ま，草鞍着用によ

る歩数変化を資料として.針T動作敬善の教材砂院に
資することが目的である. 結果およて拷察

1.運愚前持と，骨格系の「っくり・はたらき・しく

みJに衡する免職学習を経た後の草鞄および1本歯

下獄請用後の運鼓荊闘では3年間とも後者が有意に

歩数拐砂、した. 仏とDの上民話。

2.運鯛蹄と草韓着用直後の朝ヒでは後者鮪意に歩
数減少した.仏とCの比1扮 *c，故隠能学習を伴わ
ない状態

3.違観期防と草港着用時では 2鰯年度のみ有意に

減少した仏とBの1.tI先的

骨格系の失識を伴って草軽と 1本歯下駄の両方を用

いると歩数は有意に御する杭草鞍着用のみでの場

合は歩数減少寸るか否州こつしては不明である.草乾

着用時に歩数減少がみられなくても着用直後の軒借用

時に減少寸るのは草鞄着用時の感覚、たとえば膝が

前に出るや足が勝手に動く感覚ず鳴るためと宇監察され

る.骨格系保時併有無と草乾着用効果について更に

検討する必要が見いだされた.

方法

〈対象>sブ搾2年生J泣の「体っくり運動j授業受
講者19歳から23歳(表1) <時期〉各年"5月中

旬から6月中旬の一ヶ月以内

〈歩数データー収集方齢下記に示す4方法で収集.

主ム各自の遅欝繍kを着用し， 20分程度掛J、たり走った
り自由な活動をし， 30m桝支均妨三安定するまで数回

歩いた後に歩数計測

旦」ー草粧の着用の仕方の指導後:， 20分程度歩いたり走

ったり自由な活動をし， 30m歩行歩数が安定するまで

数巨渉し党後に歩数計測 2鵬年度の活動制義子

…草鮭着用直後から「軽"'Jr楽j等の歓声が上がり，
チャンパラごっこ・鬼ごっこ等活発に活動した.最初

鼻緒を捗む寄扮洲郎、と訴える人も見られたがはき直

して活動する内に次第に慣れていった. 2，∞7年度の
活動の様子・最後まで鼻緒を挟む音s7j-;o司郁、と訴える

人が見られた.痛みを感じない人は2006年と同議，活

3伽樹子の歩数変化

B 
草鞠時

対熔のある有意華

鏡定
P姐D1

AvsD 

AvsB.C.D 

D 

草範菌鱒t
{虹館学習・

1臨臨時抵書9
39.94 
2.94 

37.44 
2.93 
39.36 
2.80 

草鞍着用の効果に関する授業実践

c 
草組踊鱒t

A 

靴

表1
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対象者数
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幼児における食生態での問題点の相関分析
0青柳領(福岡大学スポーツ科学部)

多次元尺度構成法 クラスター分析

【緒言】最近、幼児期の肥満や小児成人病が問題

になり、その原因としては生活習慣と食生活の影

響が大であるといわれており、特に食生活の影響

は無視できない。加えて幼児の食生活上の問題は

「何をどれだけ食べたかjのみならず、 「どのよ

うに食べたかJという点からも指摘されている。

これらはお互いに関連しあっており、単純な因果

関係から派生した結果であるとはいえない。そこ

で、本研究は、食事内容や食事の取り方を含む

「食生態j に関して、多くの者に指摘されている

「朝食の欠食J r偏食J r孤食J r野菜嫌いj
「庖辛いものや脂っこいものが好きJなどの問題

点の総合的・構造的関連について検討する。

【研究方法】 F市内の幼稚園児290名について、

その保護者を対象に食事内容や食事の取り方につ

いてアンケート調査を行った。項目は朝食の有無、

間食・夜食の回数・量、食事の噌好、食事の時間、

一緒に食事する者、嫌いな物の数、孤食の有無な

ど30項目である。

得られた調査結果から順位相関係数による相関

行列求めた。そして、直交解による因子分析を行

い、この因子間相関行列に多次元尺度構成法を用

いて、総合的な関連を直感的に把握できるように、

関連を距離で表現した布置を求めた。さらにクラ

スター分析を用いてグループ化を行った。

[結果および考察】アンケート調査項目間の順位

相関係数の比較的高い項目の組み合わせを取り上

げると、 「朝食時間が長ければ夕食の時間も長

しリ 「夕食を祖父母と食べている子供は間食の回

数・量ともに多しリ 「夜食をたくさん食べる子供

は欠食が多く、朝食の量も少なしリ 「夕食を祖父

母と食べる子供はその場に母親がいなしリ f甘い

もの、月旨っこいもの、しょっiまいもの、インスタ

ント食品への好みは閉じで、好む子供はすべて好

み、そうでない子供はすべて好まなしリ 「夕食時

に父親が同席する子供は魚を食べるJ r孤食の多
い子供は食べる量が一般に少ないj傾向が見られ

た。

因子分析の結果、 「母親が夕食をつくるかj

f両親と一緒に夕食をとると食物繊維とカルシュ

ウムを好む傾向があるJ r脂っこい物、塩辛い物
など望ましく食事噌好J r食事の時間J r食事の
量と野菜を好む噌好J r間食J r夜食J r食事中
のテレビ視聴J 嫌いな食品数J r食事の手伝
しリ 「孤食j の11因子が抽出され、これらに有

意な負荷量を示した項目聞には有意な関連を示し

た。

さらに、これらの因子聞の相関行列をもとに多

次元尺度構成法を用いて、それらの関連を示す布

置を求めた。さらにクラスター分析を行った結果、

「母親が夕食をつくるかj と f間食j と「夜食J、

rs旨っこい物、塩辛い物など望ましく食事噌好J

と「食事中のテレビ視聴J、 「両親と一緒に夕食

をとると食物繊維とカルシュウムを好む傾向があ

るJと「食事の時間j と「食事の量と野菜を好む

噌好Jと「孤食j がグループ化され、互いに高い

関連がみられた。しかし、 「嫌いな食品数j と

f食事の手伝しリは独立した位置関係にあり、他

の要因とは関連は見られなかった。

【アンケート調査項目】(1)週あたりの朝食回数

(2) 1日の間食回数(3)1日の夜食回数(4)週あたり

の間食回数(5)週あたりの夜食回数(6)1回の間食

量(7)1回の夜食量(8)甘い物の好み(9)油っこい

物の好み(10)しょっぱい物の好み(11)インスタン

ト食品の好み(12)食物繊維の多い食品の好み(13)

カルシュウムの多い食品の好み(14)肉類よりも魚

を好むか(15)野菜の好み(16)1回の朝食量(17)1 

回の夕食量(18)ジュースの好み(19)朝食の時間

(20)夕食の時間(21)夕食時母の同席(22)夕食時父

の同席(23)夕食時兄弟の同席 24)夕食時祖父の同

席(25)夕食時祖母の同席(26)夕食時他の者の同席

(27)孤食の回数(28)食事時のテレビ視聴(29)料理

への子供の手伝いの有無(30)きらいな食物の数
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現代日本人における 15歳から 20歳男女の体型の特徴

一過去 20年間の推移より一

0野口正憲(佐世保工業高等専門学校) 綱分憲明(県立長崎シーボルト大学)
吉塚一典(佐世保工業高等専門学校) 粛藤誠二・村木里志(九州大学大学院)

キーワード:体型. 15歳から 20歳男女.20年間.横断的・縦断的推移

目的

現代人の体型は過去と比べ多様化している。体

型の多様化は，肥満や痩身者が培えることであり，

健康上への影響も危倶される。本研究では，体型

の多様化に影響を与える青少年後期の男女の体型

の特徴を明らかにするために，過去約 20年間の身

長，体重およびBodyMass Index (BMI)の経年変

化について検討する。さらに，同一個人の 5年間

の経年変化について分析を試みることによって，

現代日本人の体型の特徴について明らかにするこ

とを目的とした。

方法

N県の高等専門学校において.1983年から 2006

年までに在籍した 15歳から 20歳男女の身長，体

重およびBMIについて調査した。対象者は，男子

延べ2936名，女子はl学年10名以上在籍した 1989

年以降の延べ 530名である。調査結果から平均値，

標準偏差.5および95別le値 (5%，95別直)を求め
横断的分析を行った。さらに，同一個人の 15歳時

と19歳時の体型の差を求め縦断的分析を行った。

結果と考察

1983年以降の男子および女子の年齢別経年推

移における体重およびBMIの平均値は，いずれの

年齢においても経年増加がみられた。また，平均

値の標準偏差も全ての年齢で経年摺加した。しか

し身長で、はいず‘れも噌加傾向がみられなかった。

また.95%値の経年増加に伴い 5%.95%値問の拡大

傾向も全ての年齢でみられたが，女子の体重およ

びBMIの95%値は男子に比べ培加の度合いが大き

かった(図J)。これらのことから，近年にかけて，

男女とも体型の多様化が起こり.BMI値24からお
の肥満傾向者の割合が経年増加していると考えら

れる。また，その増加の度合いは男子に比べ女子

が大きいことが示唆された。

次に. 15歳時と 19歳時の差の経年変化は，男

子の身長において若干の減少傾向がみられたが，

体重は変わらずBMIは若干の上界傾向がみられた。

女子では身長の平均値と 95%値では経年による培

減が認められず.5%値にわずかな減少傾向がみら

れた。体重では平均値と 95%値における培加が認

められ.BMI値の増加につながったと考えられる

(図 2)。さらに.BMI平均値の標準偏差の経年変

化は男子では増減がなかったが，女子は経年増加

した。これらのことから，男子の身長において 15

歳までの身長の早熟化が進んでいると考えられた。

また女子は.5年間で体重と BMIが大きく増加す

る者の割合が培えていることから，男子に比べよ

り体型のばらつき，すなわち体型の多様化が拡大

していることが示唆された。

30r 男子 30r 女工←一平均

;:日付火性 二 W

4 --Z21J吋苧
ト 20卜日~大"7

18ト¥明人/
1 c!1vfν尺

16' 8'8 9'1 94 97 000'3 0'6年 Jt>' 9
1
4 9
1
6 9
1
8 oo 0'2 0'4 0'6年

図1. 19歳男子女子の BMI経年変化

5 r 男子 5 r 女工__m~1
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3同m 円I{y - 3ト . 一→戸ア協

2 卜..._~ ^ 2卜_!¥l斗て7レ「
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国体選手の日常生活とドーピングに関する調査研究

O 近藤芳昭(西九州大学) 石橋千和(医療法人千烏会 石橋整形外科)
池上寿伸(佐賀大学)

キーワード;ドーピング国体サプリメント

目的

スポーツ選手の健全な心身の維持とフェアな競技

のためには、 ドーピングに関する正しい知識を持ち、

日常における基本的な食習慣や栄養補助食品(サプリ

メント)そして薬の適切な使用に注意を払うことが必

要である。国民体育大会(国体)においても、平成15

年度よりドーピング検査が実施されている。佐賀県体

育協会スポーツ医・科学委員会のアンチ・ドーピング

部会では、アンチ・ドーピングに関する研修会や啓発

活動とともに、国体選手を対象に日常生活とドーピン

グに関する調査を実施している。そこで今回、平成17

年度の調査からその実態を把握することを目的とする。

方法

平成 17年度国体の夏季およひ秋季の佐賀県選手を

対象に行われた研修会で本調査を実施し、 15種目 132

名(平均年齢21.7歳、男性96名、女性36名)から

回答を得た(県選手団総数420名)。調査内容は、日

常およひ戦合ヰ練習時の健康管理や食習慣、サプリメ

ント、薬についての調査とドーピングに関する質問で

ある。

結果

まず、対象者の健康状況については多くの選手が良

好な状態であるものの、朝起きた時にほぼ毎日および

時々疲れを感じる者が78.8%いた。その多くは、醐民

不足を感じている。日頃の練習は73.5%の者がほぼ予

宿直り達成できているものの、試合ではその成果がほ

とんど出せない選手が 6.0%、時々出せない選手が

57.6%いた。試合ヰ練習の日に、「運動中に空腹でフラ

フラする事があるJが19.7%、「運動中に胃のもたれ、

むかつき、胸高が起こった事があるJが 22.0%、「運

動中に多量発汗で具合が悪くなったJが24.2%いた。

食習慣では、朝食を食べない者が 9.1%、時々食べ

る者が 15.1%であった。また、「食品や食料を購入す

る時に栄養成分表示をみて選ぶJや「栄養のバランス

に気をつけているJ者が半数以上いるものの、摂取カ

ロリーを認識していない者やどのように食べれば栄養

バランスがよいかわからない者も多い。「日頃から体重

言騨産lこ気をつけているJ選手は、「摂取カロリーを認識

しているJ、「栄養成分表をみて食品購入するJ、「栄養

バランスに気をつけているj、「栄養バランスのよい食

べ方を瑚卒しているJ傾向が有意に認められた。また、

これらの栄養に関わる項目は相互に関連性があること

も認められた。

サプリメントは、 53.8%の選手が利用している。普

段は、プロテインアミノ酸、クレアチン類の使用が

多いが、試合や合宿時は栄養ドリンク剤やビタミン、

ミネラル斉tJが多い。 5名の選手は、その使用目的を知

らす主利用していた。購入方法は、「個人購入jが76.1%、

「チームで団体購入Jが 19.7%、「業者のす寸めJが

2.8%であった。薬局やスポーツ庖からの購入が多いが、

「知らないJ者も 21.7%いた。

薬局で購入したり病院処方の飲み薬や塗り薬につい

ては、「よく使用するJが 19.7%、「たまにあるJが

51.5%であったが、ドーピング熱k薬かどう村瞬、し

て使用する選手は47.7%であった。また、薬の作用を

理解せず使用している者が、 17.4%いた。

ドーピングに関する質問で、平均以上の得劇学と平

均以下の得点群において、健康管理、食習慣、サプリ

メント、薬についての比較をしたが、その関連性は認

められなかった。

考察

スポーツ選手として日頃の練習や試合で実力が充分

に発揮できることが大切であるが、約20%の選手が体

調不調を起こしている制兄であることから、日頃の健

康管理から見直す必要があるものと考えられる。特に

食事は、体力づくりや健康管理の上で重要であり、選

手自身が栄養に関心をもつことが大切である。また、

薬やサプリメントについても、その成分や作用の知識

をもち日頃から安心して使用できる薬やサプリメント

類の情報を入手しておくことも大切である。薬を使う

時にドーピング熱k薬かどう村勝する選手は、日常

の栄養バランス特勤前後の食事そして運動中の飲み

物の取り方に気をつけていることから、アンチ・ドー

ピングの啓発は今後重要と考えられる。
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「体力向上実践事業jの取組みの成果と課題について

0小原、達朗(長崎大学教育学部) 成瀬亮(横浜市立品濃小学校)

キーワード:子ども 体力向上事業 体力 心の適応力 学力 生活習慣 f~起集者の意識

目的

子どもの体力・運動能力の低下と並行して精神的

な能力も弱体化している. 文部科学省はこのような

状況を背景に体力向上実践事業を立ち上げた.

本研究は，本事業研究指定校の協力のもとに体

力，心の適応力を明らかにし，合わせて学力との関

係も比較検討した.さらに地域での子どもの活動や

家庭における生活習慣に関する意識との関わりから

本事業の成果及び子どもの体と心を育てる取組みに

関する研究の課題を明らかにすることを目的とした.

研究)j法

調査対象:平成 16，17， 18年度文部科学省子ど

もの体力向上実践事業研究指定校の西海市M小学

校児童(:平成 16年度 110名，平成 17年度 105名)

調査項目とん-法

(1)体力，学力:平成 16，17年度の新体力テスト，学

力テスト.

(2)心の適応力:平成 17年度の5月と2月に「心の適

応力調査(小原， 2003) J. 

(3)生活習慣の変イヒ:平成 16，17年度に保護者に対

しての生活実態調査.

(4)M 小学校の実.践分析:実践事業.の取組み分析.

結果と考察

(I)M小学校の実践分析

①児童の体力づくり活動…さわやかタイム，業間体

育，親子持久走大会，鍛錬遠足，スポーツクラブ，

体力づくり教室.

②保護者への啓蒙活動…親子持久走大会，千ども

の健康体力に関する講演会，食生活に関する講

座，保護者体力テスト，体力づくり教室.

③体育指導改善…授業研究，体力づくり教室.

④保健的活動…生活改善活動，食生活に関する講

座，交流給食会，肥満対策.

学校，家庭，地域において児童，保護者，教員に

対して多くの働きかけがなされた。直接的な児童へ

の働きかけでは持久力を高める活動が多い傾向にあ

った。

(2)体力(新体力テスト):発育発達に伴い大多数の

児童の合計点が平成 17年度を上回っていたが，停

滞気味の児童も見られた.長座体前屈は，ほとんど

の児童が低下傾向にあり，柔軟性に関する取り組み

がその低下速度に及ばなかったといえる.

(3)心の適応力:各学年同様な取組みに対して向上

した学年，低下した学年があり一定の傾向を示して

いないが，体力向上の直接的な刺激に対し，心的側

面への働きヵ、けと反応の複雑さがあるものと考えられ

た.

(4)生活実態調査:平成 17年度において「朝，起こす

jとL、う回答が低下し，児童が少しずつ自立している

のではなし、かと考えられる.また，体を動かすことに対

する保護者の意識は， H.17年度において低下傾向にある

が全体の 7割以上の親は体を動かすことが重要なこ

とだと認識している.これ以上の低下を防ぐためにも

今後さらに親への啓蒙活動が必要であると考えられる.

(5)r体力Jr心の適応力Jr学力jの関連性:すべての
組み合わせにおいて有意な関係は認められなかっ

た.体力，学力の向上，心の成長・発達には個人差

はもちろん，学校だけでなく，家庭生活や人間関係

などの影響もある.さらに運動・学習活動や運動・学

習環境がこれらの要因を作り出したり，改善したりす

ることも考えられる.その意味ではこのような取り組

みが体力，心の適応力，学力を育むことに包括的に

影響を及ぼすことも考えられる.

まとめ

体力向上実践事業の取組みの成果としては r体
の育ちjには効果的であり一次効果は認められた

が， r心の育ちjや「学力Jr生活習慣Jr親の意識の変
化Jなどの二次効果，及び波及効果を明確に示すま

でには至っていない.

このような事業を実践の成果の検証は，取り組み

の企画が多いほど多くの要因が鞠.模して困難である

が，小規模校の事例的な研究を深めることもひとつ

の研究の)j向であると考えられる.



2 一般研究発表 (ポスタ一発表)
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放映権料高騰問題からみるスポーツと TVの関係について

0甲斐1;)(典(福岡大学大学院)，山下手lIi多(福岡大学)

キワ ド放映権商業主義ビジネススポーツ競技団体 'l'V悶

[目的]

1984年に開催されたロサンゼルスオリンピッ

ク以降、スポーツイベン卜はビジネスとして注目

されるようになり、近年では英大な金がllVJくビッ

グビジネスとして成立している。しかし、その裏

側では綴々な問題も生じている。本側先では、そ

の中の一つであるスポーツイベン トのTV放映権

料高騰問題に注目し、それに至った経総や背景、

現在の状況などを制べ、今後のスポーツと TVの

関係について考察する。

[TV局にとってのスポーツとは]

O スポーツは現代社会のアップテンポなリスム
にフィッ卜しているため、 FJi例l聡率がJI~ れる。

O 中継ともなれば、ある程度長い11寺!日l番組を!ill

めてくれる。

O 健全性があり、年目指に関係なく放送できる。
O スポンサーを獲得しやすい仁に、 f持組制作に

それほど手間がかからない。etc

【オリ ンピックの商業主義化]

日本向けオリンピッヲ放映権料推移
{日経ビジネス2002年2月11日号より引用、一部加篭)
'00 

1001 .... 

[スポーツイベントのショービジネス化]

TV周は巨額な放映権料を支払っていることを

背反にJj!a響力を強め、スポーツイベン卜に直接介

入するようになった。オリンピックでアメリカの

TV 局のプライムタイムに合わせて続技日程や11寺

1:'，]を決めるというのは、その代表的なffllである。

その他にも、人気がなかったり、 TV映りの惑い

競伎のオリンピックからのlJI除やルール改正など

の動きも出てきている。

[バレーボール】

バレーボールは数あるスポーツ程臼の"1'でも、

最も TV 局のU~響を受けている競技である 。 1998

年、 FIVBはTV受けを目的に大帆なルール改正

を行った。また昨年、日本でIJfHUiされた世界選手

縦では日本ii止だけ放送に合わせて特別な休憩時間

を設けたり、大会のi¥1VPを強引に日本人選手に

するなど、 FIVBの臼本の TV応への両日伝は徹底

していた。

FIVBの収入の約 80%近くが、 1=12ドからのスポ

ンサー収入によるとみられ、 その多くを TV放映

権料が占める。さらに、世界選手権やワールドカ

ップは頻繁に日本で開催されている。それにも関

二二|わらず 1:1*バレーは、かつてお家芸として開
"'0 

"。且/
"，0 

'00・r

:~ Ij 
( {~円f~官官吉東京 1084ロス 2004ヲ'ヲ:..;守

[放映権料の高腿1

IOCやFIFAなどのスポーツi波紋団体が企業化

し、スポーツの普及、振興という本来の目的が持

つ公疏性よりも利益追求を沿優先させ、放映権市

J~の拡大を図るとともに涜'1' をあおり放映権料

を高騰させている。

を圧巻した面影はなく、競技人仁lも大怖に減少し

ている。

[考察]

今や、 TV放映権料収入はスポーツイベン卜の

i里治のために必要不可欠なものではあるが、スポ

ーツは TV で放送されるためだけの if~[Ji!rではない。

スポーツ競技団体制'1もTV局D!IIも、スポーツを過
皮の尚柴田的に利用しようとするのではなく、程

よい淡11¥で人々を魅了し、その普及や発展につな

げるようにしなければならない。
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薩摩落の郷中教育と武術に関する体育史的研究

0竹下幸佑(福岡教育大学大学院)

キーワード:郷中方限下荒田郷中武術

1.はじめに
本稿では、明治維新以前の郷中(ごじゅう)教育

の実態や武術について再考を試みる。そのために、

幕末すなわち郷中教育末期においてその内容を嘉永

五 (1852)年付けの史料である『下荒田郷中青年規

約書~ (以下、『規約書~)から探り、その後郷中にお

ける武術に注目して検討する。郷中教育とは、薩摩

藩独自の青少年教育であり、方限(ほうぎり)とい

う一定の区画を単位として行われた小集団教育であ

った。これまで郷中教育の優秀性及と刈耳究意義は、

薩摩藩土の明治維新期における活躍を前提として肯

定的に論じられてきた。例えば、北川銭三 (1972)

『薩摩の郷中教育』には、郷中教育の教育史的意義

について明治維新あるいは、その後の新日本の建

設・発展において郷中出身者が活躍したことを論じ

ている。しかし、安藤保(1992)r郷中教育の完成(上)J
『鹿児島大学教育学部研究紀要』が指摘しているよ

うに、元服した若者である二才(にせ)による度重

なる組暴なふるまいが明らかになっている。すなわ

ち土風の乱れは、郷中教育は長い年月を通して継続

されていたが、それだけに常にその教育が充実して

いたわけではなかったということを表している。し

たがって、明治維新期の薩摩藩土の活躍を郷中教育

の賜物とするならば、少なくとも時代区分をした上

で、明治維新期前後の教育内容の実態を検討しなけ

ればならない。

2. ~下荒田郷中青年規約書』にみる郷中教育と武術

嘉永五年 (1852)五月三目、第二十八代薩摩藩主

島津斉彬は鹿児島城下の全郷中の作法取調書・旋を

差し出すように命じた。この布達を受けて提出され

たものの一つが、嘉永五年十月、全十三条からなる

『規約書』である。『規約書』の文末には、「右凶比

節厚以思召士之風俗立直候様被仰渡趣有之組

頭衆より郷中取締人迄も被仰付候に付吟味之上郷

約之条目相定候条 無違背様堅固に可相守者也」と

記述されており、斉彬の厚い思いによって武士の風

榊原浩晃(福岡教育大学)

俗が立ち直るよう、仰せ渡された趣旨があるので、

吟味の上郷約の条目を定めたというのである。すな

わち、『規約書』は、土風矯正のために取り決められ

たものである。この中には、武術についての記述が

ある。第四条には、「一、士農工商之内士之儀は三民

之支配人にて不軽職分に候間第一義理不通武道不

鍛錬にては其取扱難相調事候付兼々文武之両道

致研究治乱共に御国家之御用相立候様其術業誠実

に可致修行事Jと記述されている。つまり、農工商

三民の支配者である武士は重職であるのでかねてか

ら文武の両道を研究し、国家の役に立つように誠実

に修業すべきであるというのである。また第七条に

は、武術不鍛錬では非常のとき役に立たないことは

もちろん、不慮のことが到来したときに後れを取る

こと、またこのような事態は千歳の汚名をこうむる

だけでなく、先祖をもはずかしめ、武士道が立たな

いことになるので、怠けることなく修行すべきで、

平日の廉直律儀を心がけて事に臨んで不覚のふるま

いがないように心得るべきであるという内容の記述

がある。さらに、第十三条には、「一、往々風俗宜敷

相成従成長文武二道之土多致生立御国家之大恩を

報奉り 祖宗之美名迄相あらはし候様銘心肝致勉

属忠孝之道相立候義趣向之根本に候条此と心

得違有之間敷候事Jと記述されており、風俗が良く

なるに従って、文武二道の武士が多く成長し、国家

の大思に報いることができるというのである。

3.まとめにかえて

士風矯正目的で作られた『規約書』には、武術に

ついても言及されていた。それは、日本古来の武術

の修行には、武士としてあるいは人として踏み行な

わなければならない要素が含まれており、士風矯正

に役立つという意識が斉彬や旋作成者にあったから

である。この時期の『規約書』を明治維新期の薩摩

藩土の活躍に直結させるのは安易ではあるが、『規約

書Jからは嘉永五年の時点で、文武両道は国家の為

に役立つものであるという意識が看取できる。
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長崎のペーロンに関する原典資料

0榊原浩晃(福岡教育大学) 田端真弓(福岡女学院中学校・高等学校)

キーワード:長崎ぺーロン 原典資料

1. はじめに

今日ではペーロンは 主として地理的に長崎を拠

点とした船競漕(船競渡)の名称として知られる。

ペーロンに関する研究や叙述は数多いが，本研究で

は欧米における日本紹介文献や江戸時代初期に貿易

のため来日した使節らの書き残している欧文の原典

史料からペーロンの記述を検討した。

2. RichardC∞:ks(1617)， Diary kept by the Head 01 the 

Eng/ish FactOlアinJapanにみる平戸でのピロ祭(Piro

or Pilo)の伝承

イギリス東インド会社の一行の船が日本との貿易

のため，長崎の平戸沖に錨を降ろしたのは， 1613年

6月II日のことであったの。幕府より通商許可の朱

印状を得て，開設されたのが平戸のイギリス商館で

ある。イギリス商館長であったりチヤード・コック

ス侭ichardC∞:ks )は， Diaり，kept by幼elた'adofthe 
EnglishFacωηin Japan(l617年刊) (以下『リチヤー

ド・コックス日記』と略す)に平戸での貿易の様子

や日常生活を時系列に記述している。1617年5月28

日付の日記には，平戸在住の中国人と日本人が海上

にて端午の節句に船競漕を催したことが記述されて

いる。

3. Amoldus Montanus(l671)， John Ogilby(English 

回nsla凶)， Atlas chinensis:にみるベールー(p白lou)の

祝祭

アーノルダス・スモンタヌス(AmoldusMon凶凶)

は，オランダ東インド会社に関係するカルヴァン派

の牧師であった。彼は，東インド会社から日本に使

わされたオランダ人使節や宣教師の報告・日記など

16--17世紀の膨大な資料をもとにカルヴァン派の

宣伝や日本を含めた世界誌関係の書物を著述してい

る。モンタヌスの著作と表記されている英訳本

Atlas chinensis:( 1671年刊)は，ジョン・オギルビー

Oohn Ogilby) による訳書で『中園地図帳~ (Atlas 

chinens釘:)と題する大部の著作である。オランダ東イ

ンド会社の使節は，日本や中国(清)を拠点にアジ

アにおける貿易の拡大を目指して活動していた。前

述の『リチヤード・コックス日記』からおよそ 50

年経過している時点でのペーロンに関する伝承とし

て研究上意味を持つであろう。それは， w中国地図帳』

の中では福州でも端午の節句に合わせて船競漕が実

施されていたからである。また，船競漕の名称、をベ

ールーと呼称しているように，ペーロンと類似した

音韻であったことも挙げられる。

4. EngelbぽtusKaempfer(1727)， The history of Japan 

にみるペイルーン王σeiruun)の伝承

EngelbぽtKaemp伽は長崎・出島のオランダ商館付

の医師として鎖国下の日本に関する情報を収集して

いた。彼の著書TheHistory 01 Japan， toge幼erwith a 

Description 01 the Kingdom 01 Siam(1727年刊)の中に
はペイルーンσeiruun)に関する伝承が記述されてい

る。エンゲンルベルト・ケンペル (Engelbert

Kaemp伽)はドイツの博物学者であり，長崎・出島

のオランダ商館付の医師として 1690年 9月26日に

日本を訪れ， 1692年 10月31日に帰国した。彼は鎖

国下の日本に関する情報を収集し，それらをヨーロ

ツパに紹介した人物であった。彼の大部の著書『日

本誌~ (The History 01 Japan. together with a D白cription

01 The Kingdom of Siam)の記事の中にはペイルーン
σeiruun)に関する伝承が記述されている。

5.まとめにかえて

『リチヤード・コックス日記~ (1617年刊)，モンタ

ヌスの『中園地図帳~ (1671年刊)，ケンペルの『日

本誌~ (1727年刊)の文献の記述をみる限り，

Piroσilo)， Peelou，及び Peiruunのペー(Pi-，P白・， Pei-) 

の音韻がこれらの伝示と関連していることが伺える

のである。なかでも，ケンペルの『日本誌』にみる

Peiruunはペーロンの音韻に最も類似している。この

ことは，ぺーロンの呼称や「ペーJという音韻の由

来が示されていない研究の現状から，その可能性を

示唆するものである。
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剣術家斎藤新太郎の諸国修行(弘化4年~嘉永2年〉

に関する体育史的研究

0田端真弓(福岡女学院中学校・高等学校) 榊原浩晃(福岡教育大学)

キーワード:剣術家 斎藤新太郎 諸国修行

1. はじめに

斎藤新太郎(以下，新太郎と略する。)は.幕末期

の三大道場「練兵館」の師範，斎藤弥九郎の長男で

あり，彼もまた幕末期の剣術家として名高い人物で

あった。新太郎は，弘化4年2月8日から 3月28

日まで江戸の 11道場との他流試合に参加し，その直

後の弘化4年4月から嘉永2年9月にかけて諸国修

行を行っていた。その足跡は『諸外|修行英名録~ (嘉

永2年，以下『英名録』と略する。)に記されてし必。

本研究は，これらの『英名録』の言暗から，修行経

路図を示し，この修行の規模やその性質を考察する

ものである。

2. r英名録』にみる諸国修行と若干の考察
『英名録』には弘化4年4月から嘉永2年3月ま

での修行が記録されており，北は松前(現北海道)

から西は豊後(現大分県)まで，訪れた場所は延べ

105ヶ所にのぼるor練兵館」が神道無念流を指南す
る道場であったため，神道無念流との剣術稽古が圧

倒的に多くみられる。しかし，神道無念流に限らず，

50以上の他の流派と稽古を行っていたこともわか

る。修行に関わった門人は合計1，611人それを率

いた師範106人を数えていた。その中には幕末期の

剣術を支えた著名な師範も含まれている。すなわち，

修行地・関わりのあった流派・門人数・師範の数か

ら考えて，斎藤新太郎の修行は流派や地区を特定せ

ず，広範囲にわたって行われたものであった。

表1.斎藤新太郎の諸国修行の訪問地(藩)・流派・

門人数(田端2∞7)
I.-毎年毎月 日
0(1)反4月間日以岡
1 (1) 4 13 
2 (1) 4 13 
3 (1) 4 15 
4 (1) 4 15 
5 (1) 4 16 
6α4  16 
7 (1) 4 23 
8 (1) 4 24 
9 (1) 4 28 
10 (1) 5 
11(1) 52  
12 (1) 5 3 
13 (1) 5 4 
14α5  10 
15(1) 511 
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「健康スポーツ実習Jでの運動・栄養・休養に関する情報提供が

学生の健康度・生活習慣に与える影響

O正野知基(九州保健福祉大学)

キーワード:健康スポーツ実習運動・栄養・休養の情報提供学生健康度・生活習慣

目的

本研究では， r健康スポーツ実習(水泳・水中運動)J
の授業で， r①水泳・水中運動の基礎的理論，運動方
法および、指導方法の習得J，r②健康の維持増進のた

めの運動・スポーツとしての水泳・水中運動の理解」

という授業科目本来の目的に，自分の健康について

客観的に把握し，考える能力を養成するために「③

健康度・生活習慣診断検査の実施による健康および

生活習慣に対する意識付けJを加え，さらに， r④運
動・栄養・休養に関する情報提供(介入)を行い，

より健康・生活習慣について意識させ，学生の健康

度・生活習慣を変容させるJことができるかどうか

を検討した.さらに，授業終了後の変化を検討する

ために追跡調査を実施した.

方法

1.対象

平成 18年度前期に開講された，社会福祉学部スポ

ーツ健康福祉学科 2年生対象の必修科目である「健

康スポーツ実習 1(水泳・水中運動)Jの受講者で，

3回の調査資料の完全な 52名(男子41名，女子 11

名)を分析の対象とした.

2.授業内容と介入

授業は，同一曜日にaクラスと bクラスに分けて

実施され，前半のaクラスを介入群(男子22名，女

子6名)，後半の bクラスを非介入群(男子 19名，

女子 5名)とした.同一教員が担当し，その内容は

介入プログラム以外は同一であった.

介入は， 4回目から 11回固まで合計8回の授業の

最初の約 15分間に，運動・栄養・休養に関する基礎

的な知識についての講義を健康の維持増進のための

情報提供として行った.

3.調査時期および調査内容

調査は平成 18年4月に介入前調査(1回目授業)， 

7月に介入後調査(15回目授業)，そして平成 19年

4月に追跡調査の計3回実施した.介入前，介入後，

そして追跡調査で「健康度・生活習慣診断検査

(DlHAL. 2) Jを実施し，授業に関する質問紙調査を

介入後に実施した.

結果と考察

群内での変化を繰り返しのあるー要因分散分析を

用いて検討したところ，介入群の生活習慣合計の項

目で，介入前，後 (pく0.05)，介入前，追跡 (pく0.0])

において有意な向上が認められた.生活習慣の下位

尺度である休養項目において，介入前，後(pく0.01)，

介入後，追跡 (pく0.05)，介入前，追跡 (pく0.001)

と有意な向上を示したことが影響していると考えら

れた.介入効果をみるために繰り返しのある二要因

分散分析を用いて検討したところ，生活習慣合計に

ついては有意な主効果および交互作用は認められな

かった.休養合計については介入前値に有意差が認

められたため，介入前値を共変量においた共分散分

析を行ったところ，有意な主効果 (pく0.01)が認め

られたが，交互作用は認められなかった.

8回の情報提供の有効性に対する質問で「役に立

った(かなり，少し)J という肯定的回答の平均は

80.8%であり，学生は概ね好意的に受け入れてくれた

と思われる.また，健康に対する考え方が変化した

かどうかについて「そう思う(とても，だいたい)J

という肯定的回答は介入群で 85.7%であった.

以上の結果は，情報提供を行うことによって，学

生の健康や生活習慣に対する考え方を変えることは

できるが，実践にまで結びつけるのは難しいことを

示唆しているものと考えられた.今後，行動変容技

法の指導も含めて検討していくことが課題である.
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集団競技における動機づけピデオが持つ心理的効果の検討

一高校野球部の事例報告一

O永尾雄一(九州大学大朝掲 杉山佳生(九州大学) 山崎将幸・河津慶太(九州大学大朝拘
キーワード:臨検ヨけビデオ、集団競技、心理糊謀、 vπ，チ}ムピルヂィング
【緒言】 16. 12:t0. 54歳，平均競技年数7.51:t1. 74年)であっ

近年、スポーツ競技場面における心甜湖面の重要 た。調査時期は2∞X年2月であり，ビデオ視聴前日と
性が高まりを見せ，様々な方法での介入や実践研究が 視聴直後にチーム心理診断テスト(伊甘;猪俣ら， 1992) 

行われている.そのなかで，ビデオ咲像を用し、て選手 を実施した.

やチームの郵麟づけそ効力感の向上，またパフォーマ 【結果】

ンスの向上を狙う試みも行われ始めている.このよう

な目的で作成されるビデオは唄磯づけビデオ(モチ

ベーションビデオ)Jと呼ばれており，ビデオを視聴す

る選手本人やチームの試合場面のプレイ映像で構成さ

れている.動機づけビデオを視臆することでの心離句

効果の検討については、山崎(笈脱)はバドミントン

選手を対象にした研究において，邸機づけや自己効力

感にポジティプな効果をもたらす可能性をノ官唆した.

集団競技に対しての研究泳尾， 2003; 2(脳)では，

パフォーマンスの向上や状態不安の減少を示唆した.

このような従来の酸機づけビデオは，主に試合場面で

のプレイ映像で構成され、視聴させる目的も視聴後の

試合においてのパフォーマンス向上である.しかし、

本事例では従来と異なり，チームピノレディング重視の

動機づけビデオを僧或したこのようなビデオからは

従来とは異なる心理的効果が考えられ，特に集団レベ

ルの心理的褒教への努燥が予期される.

そこで本研究では，高校野球部員に対して，チーム

としての過去の成果やスローガンなどの映像を用いて

チームピソレデ、イングを重視した鼓磯づけビデオを作成

し視聴させ，視聴前後での心離句変化について調査し

た結果を事伊蝦告する.本研究の目的は，集団競技選

手に対してチームピノレディングを重視した観織づけビ

デオを視聴させることでの，選手個々の特に集団レベ

ルでの心掛湖面の変容を調査し，集団競技に対する

鼓磯づけビデオが与える心踊効果の検討に加、ての

手がかりを得ることを目的とする.

【方法】

対象者はK県高等学校硬式野球部員47名(平均年齢

SPITの各因子の得点、を従属変数とし，慰磯づけビ

デオ視聴前後において 1要因分散分析を行った.その

結果，チーム有能2惑[F(l.46)=39. 319， pく.∞1]，コー
チ信頼[F(l.46)=9. 470， p<.01]，メンパ一関係

[F(I.46)=27.763， pく.∞1]であり，全ての因子におい
て有意な向上が示された.また，各因子を構成する項

目ごとに分析を行った結果，チーム有官包惑項目のうち，

m術面や心理面に関する12項目で有意な向上が見られ
た同様にコーチ信頼項目では指導者へのチームメン

ノ〈ーの態度に対する矧面の 2項目，メンノく一関係項目

では「友情を感じるJなどポジティプな内容の 4項目

では向上，逆に「メンバーが嫌いだJなどのネガティ

プな内容の3項目で有意な変化が見られた

【考察】

SPTIの各因子において有意な向上が見られたことは，

集団に対しての動機づけビデオが，各選手の所属チー

ムに対する認知のポジティブな変容をもたらす可能性

を示唆するものであると考えられる.また，各因子の

項目ごとの検討結果からは，視聴する選手本人だけで

なくチームメイトを含めたチームの映像を見ることで，

チームに対しての有官包惑が向上し，併せて集団の一体

感が向上する可能性が示された.以上のことより，集

団競技への動機づけビデオは，その編集方法によって

はチームビルディングという目的にも使用できる可能

性が考えられる.また，従来のような試合場面だけで

はなく，普段のトレーニング場面において使用しても

効果的であることが予想される.今後はさらにサンプ

凡教を噌やし検討していく必要があるであろう.
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帯域幅KRの提示方略が運動学習へ及ぼす効果

0坂本圭司 (NPO法人スポーツ福祉ながさき) 山内正毅(長崎大学)
キーワード :KR提供テクニック 百・a占tionalKR Reversed KR 

1.研究目的

KRを与える頻度やスケジュールに関する研究

が進む中で、KRを効率よく与えるテクニックと

して帯域幅 (BandWidth ;以下BW)KRが注目

されてきた。 BWKRとは，ある一定の範囲を設定

しその範囲を逸脱した場合にのみKRを与えると

いう方法である(Traditional KR)コBWは広い方

が学習に効果的であるという研究結果がある

(Sherwood， 1988)。また， Cauraugh et al. 

(1993)はBWを逆に利用し，範囲内の場合にの

みKRを与えた条件(ReversedKR) と比較して

いる。結果は， Reversed KRの方が学習に効果的

であったoしかし，その反対の報告もある (Chen，

2002)0これまでのBWKRの研究は，学習の初期

段階における学習効果の検討である。 Laiet al. 

(1999)の研究では，練習段階によって影響を与

える BWが異なることを示唆している。

そこで本研究では，学習がある程度進んだ段階

に効果的な BWKRの提供方法を検討することを

目的とした。

2.研究方法

課題:ポジショニング装置 (KST-180，九州心

理適性研究所)を用いた直線的左右運動によって，

スタート位置から 28cm移動する課題(目隠しで

行う)。

被験者:大学生男 23名，女 17名の計40人

条件(①2.5%ReversedBW KR条件

②5%Reversed BW KR条件

5%Reversed BW KR ql ③毎回問条件

3.結果と考察

練習条件×テストの2要因分散分析を行った結

果，テストには有意な差があったが，練習条件に

は有意な差が見られなかった。交互作用も有意で

はなかった。プレテストよりもミドルテスト，ポ

ストテスト，保持テストが有意に優れていたので

(pく0.01)前半の練習では学習が進んでいたのが

分かる 3 しかし，ミドルテストとポストテストに

は有意な差がなかったこと，後半の練習の最初の

20試行と最後の20試行を比較した結果，有意な

差がなかったことより，後半の練習ではどの条件

も学習は進んでいなかったことがわかる。

練習中のパフォーマンスを見てみると，毎回

KR条件のパフォーマンスはどの条件より有意に

優れており， 2.5%BWKR条件と 5%BWKR条件

は共に KRなし条件より有意に優れていた。ある

程度学習が進んだ、段階で、あっても KRを与えるこ

とで (mm) オーマンスに影響を与えていること

が分かる 3

KRの頻度について， KRの回数とテストパフ

ォーマンスとの相関を調べたが，有意な相関は見

られなかった。 Winstein& Schmidt (1990)は

KR頻度の減少が学習には効果的であると報告し

ているが，それは学習の初期段階の場合であって，

ある程度学習が進んだ段階では必ずしも KR頻度

の減少が効果的であるとはいえないであろう o 練

習中の毎回KR条件が他の条件よりも優れている

のでむしろ，より学習を精微なものに高めていく

には，より綿密なKRを提供してし、かなければな

④KRなし条件 らない可能性が高いa そうなると BWKRを利K

手続き:テスト試行は全て KRなしで 10試行と して運動をより精綾なものにしていくのには限界

し，練習は 100試行 (20X5) とした白 があるのかもしれない。

5%Reversed BW KRは前半の練習(学習初期段

階)とし， ミドルテスト後の各条件での練習を後

半の練習(ある程度学習が進んだ段階)とした。
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運動セルフ・エフィカシーとの関係

萩裕美子(鹿屋体育大学)O松原愛作(鹿屋体育大学大学院)，

身体活動状況，

体活動状況，運動セルフ・エフィカシーの違いを見る

ために，これまでのチャレンジデーの参加回数キ参加

パターンから対象者を5つの群に分類した〈表1).

5)解析方法

5群間の身体活動得点，運動セルフ・エフィカシ」

の比較には一元配置分散分析を用い，有意差が認めら

れた場合は加蜘m語の多重比較を行った.また，運

動・スポーツ実聡伏況の比較にはど検定を用いた.

【結果1
5群間で身体活動状況(身体活動得点，運動・スポー

ツ実施状況〉およて舟聾動セルフ・エフィカ、ンーを比較し

た結呆ほとんどの項目において， A群， B税 C群

は， E群よりも有意に高川直を示した俵2).

【まとめ】

今因。∞6僧のチャレンジデーに参加した叡A群，

B群， C鵡は，参臓識がない者(E粉よりも日常生

活の身体活動量が多く，運動セルフ・エフィカシーも

高かった.このことから，参加回数に関係なく，チャ

レンジデーに参加したことで，身体活動キ混動・スポ

ーツに対する意識が高まった可能性が考えられた.1. )Wa省@分・方注
前々園前回 今回
{.20例年)(2∞5重厚】 (2航路年}。 。 o (nz却の
o )( 0 cn= 5) 。 o (n= 62) 

o Cn=45ω 。 o )( cn= 28) 
o )( )( cn= 14) 
o)(  cn= 13) 

x cn= 467) 
。:.加 )(.不・加

.1..体Z置・WU~tI竃・セルフ.:c:u'bシー@位.

14.70 12.01 17.110 11m 14.04 11.32 13.23 8.94 - CIt云副

【目的】

本研究では， SSF(笹川スポーツ財団が推奨している

住民参加型スポーツイベント「チャレンジデーjの参

加撚舵身体活動拠兄の関係について樹すした.また，

運動・スポーツを継続して行える自信を意味する「運

動セルフ・エフィカシーjとの関係についても検討し

た.

【方法】

1)調査対象

鹿児島県S市の20歳以上の市民を調査対象とした

S市は， 2側年1月に3つの町制町， S町， A町が

合併して誕生した市である.また，合併前。似年，

2∞5~今に旧 A 町が実施していたチャレンジデーを継
続するような形で，合併1年目の2縦年にs市とし
ては初めてチャレンジデー(チャレンジデ~-2似ゆを実

施した.

2)調査方法

「チャレンジデー2側 Jの4ヶ月後に，調査対象の

中から単純無作為抽出法を用いて3刈加名を抽出し，

郵送法による質開場績を行った.回収数は1，399部，

回収率は46.6%であった.

3)調査内容

質問紙では，個人的属性，これまで@ω4年-..2蝋

惜のチャレンジデーの参力同対兄，身体活動パターン，

運動・スポーツ実権伏況，運動セルフ・エフィカシー

を尋ねた.身体活動パターンには，波多野ら(1993)の

日常生活活動チェックリスト住8項目)を用い，項目

ごとに点数換算した合計得点を「身体

活餅尋点jとして扱った.運動セルフ・

エフィカシーには， Marcus et al.(1992) 

の測定尺嵐全5項目)を用い，それぞ

れ f自信がないJ(1尉から「大しは自

信があるJ(5尉の5段階で評定した.

4)対象者の分類方法

チャレンジデーの参加状況による身

ー+A君事

今回街.10 → 01事

過去に・加したことはおるが、
吋 Do

今回は不，加

ー'加経殴なし

ー.B欝
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バレーボール競技における心理的状態とパフォーマンスの

変化について

O坂中美郷(鹿屋体育大学大学院)

志村正子、山中隆夫、演田幸二(鹿屋体育大学)

キーワード:ノ〈レーボール心理状態パフォーマンス PCI DIPCA3 

目的

競技場面において最高の成績や記録を残すため

には、技術や体力トレーニングとともに、競技前

の心理的コンディションを最適にしておくことが

必要不可欠であり、競技前、選手がどのような心

理状態にあるかを把握しておくことが目指す戦績

を残すための準備段階のーっとも考えられる。そ

こで本研究では実践的に観察を行った事例研究と

して、女子バレーボール部員を対象に、選手の特

性を予め把握した後、心理的状態とともにパフォ

ーマンスの変化を追跡することを目的とした。

方法

1 .対象及び期間

対象選手は K大学に所属する女子バレーボー

ル部員 10名である。調査期間は、 2007年4月 19

日--5月28日までであり、調査開始時にDIPCA.3

を用いて選手の個人特性を把握しておき、その後

PCIテストで心理状態の変化を追跡した。

2. PCIによる心理状態の追跡

心理的コンディションインベントリー(Pcnを
用いて5件法による 7尺度(一般的活気、技術効力

感、競技失敗不安、闘志、期待認、知、情緒的安定

感、疲労感)の評定を行った。

3.パフォーマンスの評価

個人のパフォーマンスレベルについては、著者

ら(コーチを含む)による総合的印象評点として

5段階(①最悪、②悪い、③まあまあ、④良い、⑤

最良)で評定した(パフォーマンスレベル=PL)。
4.心理変化に関連する要因

著者らが心理変化に関連し得ると認知した要因

を記録し、本人の自由記述から判明したことも併

用した。

結果と考察

1 )リーグ最終戦の前 (5月 25日)には、一般的

活気・技術効力感・闘志、・期待認知・情緒的安定

感が上昇し、競技失敗不安や疲労感などのネガテ

ィブな尺度が低下した。これは、それまでの試合

を全勝で終えていることから勢いと自信を持って

最終戦に臨んでいると考えられる。

2)技術効力感が低い(自信がなし、)時は、競技

失敗不安が高く、逆に高い(自信がある)時は、

競技失敗不安は低い傾向にあったD これは、一年

生に多くみられ、高校では通用していたプレーが

大学では通用しないというギャップから不安尺度

が高くなったと考えられる。

4)パフォーマンスにおいては、上昇したり低下

したりと個人によって経過は様々であったが、リ

ーグ最終戦に向けて全体的に上昇しており、安定

したプレーが見られた。これは、個人賞をK大学

が多く受賞していることからもわかり、怖いもの

知らずの一年生が思いきったプレーをすることで、

上級生も影響を受けて良いプレーができたと考え

られる。

50 rー…一一一一一一-一一--=:i~l
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昼休みの身体活動に対する小学校環境の影響
一昼休みの活動種類に注目して一

0藤原大樹(九州大学大学院)，橋本公雄(九州大学健康科学センター)

キーワード:小学校身体活動物理的環境

目的

これまでの児童を対象とした身体活動促進は、

学内外の運動部や体育授業などを通して行われ

ることが多かったが(竹中， 2002)、身体活動を

自発的に行うことができ、また児童全員に平等

にある機会として、近年、学校の休み時間の重

要性に注目が集まっている (Centersfor 

Disease Contro1 and Prevention， 1997;竹中，

2002)。

身体活動プロモーションを行う際に重要なこ

とは、身体活動の決定因を理解した上での効果

的な介入方法の構築である(Sa 11 i s e t a 1. ， 

1998; Spar 1 ing， 2000，上地ら， 2003)0大人数

へ同時に影響する物理的環境要因への介入は、

学校の昼休み時間における身体活動の増強にと

って大きな可能性を持っと考えられる。しかし、

小学校の物理的環境と身体活動の関係が検討さ

れた報告は非常に少なく、物理的環境のどのよ

うな特徴が身体活動へ影響するのかは明らかに

されていない (Wechs1eret a1.， 2000)0 

以上のことを踏まえ、本研究では「児童にお

ける昼休み時間の身体活動に対する物理的環境

の影響を検討することJを目的とした。

方法

1. 調査時期及び調査対象

対象者は、 K県の 3つの小学校の児童、 4年生

から 6年生、 231名(男 113名、女 118名)と

した。調査は、 2006年 12月上旬~中旬の期間

に行った。

2. 調査内容

調査内容は、基本的属性、主観的環境、身体

活動の 3つであった。基本的属性としては、性

別、学年、学内運動部所属、学外運動部所属に

ついて調査した。主観的環境の調査には、Schoo1

Environment for Physical Activity Scale 

(SEPAS)を用いた。身体活動の測度としては、昼

休みの活動歩数をオムロン社の Walkingsty1e 

で測定した。

結果と考察

昼休みの活動歩数を従属変数とした階層的重

回帰分析を行った(表1)0 第一ステップで基本

的属性を、第二ステップで物理的環境要因を投

入した。物理的環境要因の投入後、モデルは有

意であったことから、重回帰式の予測力が確認

された (AdjustedR 2=.168， Pく.01)0 r施設・設
備の整備Jから昼休みの活動歩数に有意な影響

がみられたが (s=.186， Pく.01)、「施設問のアク

セスJ、「施設・設備の利便性Jからの影響はみ

られなかった。

「施設・設備の整備jが昼休みの身体活動に

対して、弱い影響力しか持たないことについて

は、ウォーキングや身体活動の頻度を従属変数

として、重回帰分析を行った先行研究 <Salliset 

al.， 1997)において、同様の結果が見られること

から、物理的環境は、心理的、社会的要因と比

較すると弱し、影響しかない可能性が考えられた。

表 1.活動歩数を説明する重回帰分析の結果

独立譲激 81 82 
学年 aα却 aω8 

S1EPl i当捌 -0.347* -0.ぉ5*
222 争相観締罰属 -0.1ω -0.似
学外ス請手ーツクラ芳到濡 -0.卿 -0. 11 &+" 

~施設・諺繍崎繍 0.18か
ゐムd アクセス ーo.侃7
R剖飽 施設・設備繍胴生 -0.106 

*:pι白米p(.10
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視覚障害者のスポーツ参加要因に関する一考察
一特に S県を対象としてー

O 中山 正教(佐賀大学大学院医学系研究科)，木村靖夫(佐賀大学)， 
田中 沙織(広島大学大学院教育学研究科)，柿山 哲治(活水女子大学)， 

内田俊明，古津小百合，原部聖子(佐賀大学大学院教育学研究科)

キーワード:障害者スポーツ 視覚障害者 スポーツ参加要因

目的

今日における視覚障害者のスポーツは、年々ス

ポーツ参加人口が増加傾向にある。しかし、スポ

ーツへの参加は、健常者とは違い障害を抱えなが

ら参加するため、スポーツへの参加要因もさまざ

まであると考える。また同時に参加要因が、健常

者以上にその後の活動へ影響を及ぼすと考えら

れる。

そこで、本研究では、 S県在住の視覚障害者(全

盲者・弱視者)で、平成 19年 5月現在、スポー

ツを定期的に行っている人を対象とし、スポーツ

活動とスポーツ参加要因特に、運動参加の動機づ

けとの関連性を明らかにすることを目的とした。

方法

1、対象者

対象者は、スポーツを定期的に行っている 20

歳から 50歳までの視覚障害者 132名、平均年齢

38. 8:t6. 8歳(男性73名 女性 59名)を対象と
した。

2、調査項目
調査は、アンケート調査を行ったo 障害特性に

より、用紙に記入困難な場合は、聞きとり調査を

実施した。

参加要因の調査尺度として、 I運動継続のため

の動機づけ尺度 (2003 松本ら)J (全 18項目、

5因子)を用いた。スポーツ活動の内容について

は、独自に作成したものを用いて、練習場所、練

習時間、継続性、練習頻度、競技成績の聞き取り

調査を行った。

因子

第一因子

第二因子

第三因子

第四因子

第五因子

内容

取り入れ的調建

内発的動樺づけ

非動繊づけ

外的調盤

同一視的調盤

結果
(1)練習の頻度

取り入れ的掴霊 肉強的動橿づけ 非動橿づけ

1回/1w 14.37:t3.86 12.42土4.01 7.36土3.31

2......3回/lw 14.97:l:4.42 14.32:t6.21 6.96土2.22

4回以上/lw 16.飽土4.98 16.86:t3.94 3.47:t0.48 

(2)練習時間
取り入れ的園霊 肉発的動橿づけ ~動樋づけ

lh未満/1回 11.98土3.12

1-2h/l回 12.94土4.31

2-3h/l囲 12.26土4.98

(3)練習場所

1l.96:t4.13 

12.32:t3.91 

16.32土4.14

6.32:t2.98 

6.02土3.14

6.92土4.13

取り入れ的鋼箆 内発的勘樋づけ ~勘樋づけ

公的な施股 13.38土3.89 14.32:t3.40 6.91:t2.01 

スポーツクラブ 13.32土4.01 16.03:t4.Q4 6.03土1.76

どちらも 14.21土3.91 15.33:t4.69 5.24土2.13

(4)競技成績
取り入れ的掴聖 肉発的動樋づけ fI;勘復づけ

記録会のみ.加 13.35:l:4.02 14.98:t3.98 6.23:i:2.98 

九州大会での入賞 14.32:t 4.44 16.56:t6.46 6.9鮎2.66

全国大会での入賞 16.67:t4.32 13.43:t4.04 4.8祉2.03

まとめ

本調査において、視覚障害者におけるスポーツ

活動は、その活動内容や競技成績が、高いレベル

であるほど、運動継続に好ましい評価であること

が、明らかとなった。

しかし、障害特性や、独自のスポーツ競技方法

が存在するため調査においてこれらを十分に踏

まえて検討する必要があると考える。
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歩行形態の違いがもたらす快感情の差異に関する研究

OllJ添健陽(九州大学大学院)

キーワード:運動の継続化快適経験快適自己ベース

目的

近年はウォーキング行動が定着化しつつある. しか

しそれを継続するとなると，時間がない・場所がないな

どのバリアや動機づけの低下などの理由から継続が困

難であることもまた事実である.橋本司1998)は運動継

続化の4要因として，快適経験，目標設定，結果の知

識，成功体験をあげているが，なかでも快適経験は運

動実施頻度を高くすることが明らかになっている.快

適経験を促進する意味で、パートナーのいるウォーキ

ングでの「話しながらJとしづ要素の効果は期待でき

る可能性があるだろう.

そこで本研究でほ肉直経験を促すために，一人での

↑苅菌自己ベース歩行と，二人での同程度の↑苅薗自己ベ

ースを有する者同士の「話しながらJの歩行による心

理状態の変化を比較し頚胤腕における他者の存在

の重要性を検討する.

方法

l 対象およひ澗査時期・条件

調査対象は， K大学教育学部保健体育科の学生 15

名(男性 12名、女性3名)で，調査時期・条件は2∞6
年 11月--12月，気温 14.4:t3.6t 湿度 59.1:t 11.9% 
で、あった.

2.調査項目

被験者には一人での歩行を 4回実施してもらい，

個々人の大まかな肉直自己ベースを把握したところで，

5回目の実験として4回目のデータをもとにべアをつ

くり二人での歩行を実施してもらった.被怒渚には、

運動前・中・後に調査用鍬下記参照)のほかに RPE，

IL4白数も測定した.

<D惑情尺度(MCL-S.4)r快感情Jrリラックス感Jr不安
感J:各4項目計12項目，7段階評定尺度，1-7点に得点イヒ

②Borgの主脚]運翻鍍(腕)

③惑情尺度(FS)r良い悪し、J: 11段階評定尺度
④快感情尺度(CFS)r爽快・不快J: 11段階評定尺度

結果および考察

快感情・リラックス感・不安感・の項目それぞれに対

し，歩行種類(被験者内要図X時間(被験者内要町の二

要因分散分析を実施したところ民感情・リラックス感

において交互作用が認められ，さらに単純主効果の検

定で，快感情においては運動開始 15分後において二

人での歩行のほうが快感情の程度は大きかった.これ

は人は日々6時間以上雑談する(エムラー)としづ事実

からもわかるように， r他者と話すJとしづ行為が人間
にとって重要な行為で、あるがゆえに生じた結果である

と考えられる.一方， リラックス感においては運動開

始 10分後において一人での歩行のほうがリラックス

感の程度は大きく，これは二人でいることが覚醒水準

を高めたとしづ可能性を示唆するもで、あった快jと

感じる程度が二人での歩行において大きかったという

ことは，運重!踊搬のための他者の存在の重要性を示唆

するものと考えられる.

6.3 
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4.8 

6.25 

6 

5.75 

5.5 

5.25 

5 

ー←一人での歩行

4 ・二人での歩行

.... 

pre 5min. 10min. 

一+一一人での歩行

一・-ニ人での歩行

.. 

， 

*:Dく.05

15min. rec 

F 

*:p<.05 

pre 5min. 10min. 15min. rec 

図.快感情(上)・リラックス!華道下)の得点の経時的変化



39 

アスリートの貌製品摂取に関する栄養生理学的研究

屋代正範(福岡教育大学) 0渡部知博(福岡教育大学大学院)

キーワード:牛乳 血清グルコース 血清遊離脂肪酸 血中α

目的

本研究では，アスリートを対象とした実験で45日間

(IfJday)の牛乳摂取期及て月摂取期の，運動負荷時

における血清グルコースや血清遊自問旨肪酸などの血中

エネルギー基質レベル，および筋肉の損傷の程度を示

すマーカーとなる血中クレアチンキナーゼ (α明白隠

他国民以下CKと略す)活性の動態について検討し，

乳製品としての牛乳の持つ栄養生理学的効果を体力科

勃句視点から分析，考察することを目的とした.

方法

被験者は，福岡教育大学運動部に所属する健康な男

子学生6名とした.実験開始前の3日間はコントロー

ル食として同一食を摂取させ，その後45日間毎日牛乳

(M乳類践的を 1fJday摂取させた.

牛手l摂取前および45日間の牛現摂取後の，自転車エ
ルゴメータによる実験当日は，朝食後3時間結局した

時点から7似 IVU2max相当の運動負荷を70分間行った.

その場合，運動前後に前腕静脈より採血を行った.

測定項目は，血清グルコース，血清遊自問旨肪酸，血

中CKの各レベルとした.

以下の実験結果における値はすべて平均±標準偏

差で示し，それぞれぬ成目の下臨tを用いて統計処躍

を行った.

結果

l.血清グルコース

運動前の血清グルコースレベルは，牛剰摂取前と比

較し牛現摂取後に低下する傾向にあった.また，牛乳

摂取前は運動後の値が減少する様子にあったが，牛乳

摂取後は運動後の値が有意に上昇した(p<O.05). 

2.血清遊糊旨肪酸

血清遊詩創旨肪酸レベルは，牛手l摂取前，牛手l摂取後
ともに運動後で有意に上昇したが，牛乳摂取後におい

てより顕著に上昇することが認められた(牛乳摂取

前;p<O.05，牛現摂取後;p<O.OI). 

3.血中CK
牛現摂取前と此殺して牛現摂取後で，運動後の血中

CKレベルの上昇率が抑制される様子にあったが，有

意な差は認められなかった(牛乳摂取前;115.1土5.6%，

牛現摂取後;1093:i:8.aも1).

考察

45日間(IfJday)の牛剰摂取により，安静時の血清

グルコースレベルが低下する傾向がみられた.これま

で，牛乳と血糖値に関する研究で，牛乳・乳鮪ロの摂

取がグリセミックインデックス (GI)を低下させるこ

とが報告されている.実験期間中，普段の食生活に加

え牛乳を摂取したことで，低 GI食としての機能性を

発揮した結果，安静時の血清グルコースレベルが低下

したことも考えられる.

高タンパク質食を摂取させたマウスでは運動時のグ

リコーゲン分解が抑制される一方で，糖新生が活発化

し，運動時のエネルギー基質として脂肪酸の酸化利用

が充進されることが報告されており，摂取タンパク質

レベルが脂肪酸酸化の活性化に対して顕著に関与する

ことが示唆されている.本実験で，牛乳摂取前と比較

し牛現摂取後て活郵殺の血清遊醐旨肪酸レベルがより

顕著に上昇したことは，質・麗句に優れたタンパク質

を含む牛乳を恒常的に摂取したことで，エネルギーの

利用効率の視点から，筋肉の機能性が改善されたこと

も考えられる.また，エネルギ寸湖系に関わりを持

ゥ寸車の酵素はタンパク質で構成されており，この酵

素タンパク質の合成に対しても影響を及ぼし，運動時

のエネルギー生成の活性化に導いたことも推測される

が，この点に関しては詳細は不明である.

一般に，運動を負荷すると，血中CK活性が上昇す

ることはよく知られており，このことは筋細包の損傷

によるものと報告されている. 本実験では，牛現摂取

前と此鍛して牛手i摂取後で運動後の血中CKレベルの
上昇率が抑制される様子にあり，恒制句な牛現摂取に

より筋損傷の程度が抑制される可能性が示唆された.
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映像を通した動きのフィードパックについて

ーノミドミントンのパックハンド動作を対象として-

O家原光平・阿部健太郎(佐賀大学大学院教育学研究科)

キーワード:フィードノ《ック 映像パックハンド

目的

運動技術の発達において、フィードパッ

ク(結果を見て調整する)は不可欠である。

このフィードパックを円滑にするための方

法として、コーチによる口頭指導が古くか

ら用いられている。現在ではこれに加え、

ビデオ映像や写真により、「視覚jを利用し

た方法も非常に有効な手段として用いられ

ている。しかし、ビデオ映像や写真を用い

たフィードパックの方法は、ゲームの場面

を撮影している事がほとんどで、基礎的な

技術習得の場面においてはあまり利用され

ていない。

そこで本研究では、映像を利用したフィ

ードパックが運動学習においてどのような

影響を及ぼすかを考察したい。

方法

被験者は、教養体育を受講する学生24

名で、この中にバドミントンを専門にして

いる学生はおらず、全員が授業で、行ったこ

とがある程度であった。この 24名を2つ

のグループに分け、教官からの指導助言の

みをフィードバックの情報源とするグ、ルー

プを「コントロール群J、指導助言に加え自

己の動作を運動動作直後に確認できる機器

「スポレコj を使い、フィードパックの情

報源とするグループを「映像群j とした。

今回この2グループにパックハンドの試技

を行ってもらい腰の回旋角度について、検

証した。また、試技後に興味・関心に関す

るアンケート調査を行いこの2グループの

違いがあるのかどうかを検証した。

結果

実験の結果、踏み込み時の腰の角度にお

いて、映像群がコントロール群に比べ有意

な改善を示した (p<0.05)。腰の回旋につ

いては、有意な値は出なかったものの、こ

こでも映像群の方がコントロール群に比べ、

改善の傾向が見られた。アンケート調査に

おいて、自分のフォームに対しての意識が

高まったかという問いとバドミントンに関

する関心・意欲が高まったかという問いに

対して、映像群がコントロール群に比べて

「とてもそう恩う・そう思う j と答えた割

合が有意に高かった (p<0.01・pく0.05)。

考察

フィードパックを円滑に行うには、目標

とする動作に関する情報量が非常に重要と

なる。その時に、口頭指導においての問題

点は自己の動作がどのようなものかを唆味

にしか把握できない点であった。しかし、

自己の動作を即座に見ることができる今回

のような映像を利用した指導では、自分が

どのような動作を行っているかを正確に把

握できる利点がある。したがって、基礎的

な技術習得の場面から映像を利用した指導

法を行う事が望ましいと言えるであろう。
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健康づくり運動の指導現場におけるニコニコペース運動の効用(第1報)

ーニコニコペース心拍数の逸脱率とトレーニング効果との関係ー

0演泰之・江口慎一・松原建史(株式会社健康科学研究所)

キーワード:ニコニコペース心拍数 慢性運動適応機構 効果的な指導プログラム

目的

健康づくり運動の指導現場では，ニコニコペー

スに相当する心拍数:運動時 1分間値=138一年

齢-=-2(以下.NHR; Niconico Pace Heart Rate)を

目安にして，運動強度の管理が行われており，そ

の有効性は福岡大学運動生理学研究室より既に

報告されているが，指導現場レベルから報告した

例はまだまだ少ない.

また，我々が NHRを用いて実施してきた健康

教室では，教室の成果として血圧が教室前後の平

均値では統計学上有意に改善しているものの，

個々人のトレーニング適応(降圧効果の有無)に

は差があることも分かつている.このトレーニン

グ適応の違いは，遺伝的要因や教室開始前の初期

状態など様々な因子が影響していると推察され

るものの，我々は日々のトレーニングを NHR基

準で正確に実施できれば，より血圧正常化のトレ

ーニング適応を引き起こすことが可能になると

の仮説を立てた.

そこで本研究の目的は.NHRを指標とした運

動介入の有効性を，公的地域総合保健福祉センタ

ーにおける健康教室において検証するとともに，

集団対象に個人対応の効果的な指導プログラム

をより確実化するために，トレーニング時のニコ

ニコペース逸脱率(以下.DN: The Deviation Rate 

from Niconico Pace)と教室前後の降圧効果との関

係を解析することとした.

方法

対象は，福岡県京都郡苅田町パンジープラザで

の生活習慣病予防を目的に週3回，約半年間実施

する健康運動教室参加者で，降圧薬服用者と正常

血圧以下の者を除いた 185名(男性35名，女性

150名，平均年齢60:i:9歳)とした.
DNの算出方法は，個人毎に NHRに対する 30

回分のトレーニング時 HRのNHR偏差率(逸脱

率)を求め，それを平均し，低い値を示した者か

ら低逸脱率群とした.

降圧効果の判定は，教室前後で安静時血圧が

3%以上降圧した者を改善，それ以外の者を非改

善とした.そして.DNを25パーセントタイルで
4分位にカテゴリー化し (1:超低逸脱率群.II : 

低逸脱率群， ill:高逸脱率群，N:超高逸脱率群)， 
年齢，性別，トレーニング前の安静時血圧の影響

を補正したロジスティック回帰分析より，改善状

態のオッズ比と95%信頼区間を算出した.p値5%
未満をもって統計学的に有意と判定した.

結果および考察

SBPにおいて，超低逸脱率群の降圧効果をオッ

ズ比1とした場合，その他の群は全て0.2と有意

に低かった (p<0.05)(図・1).超低逸脱率群の DN

が2.6%--4.6%であったことから，NHRを4.6%未
満に正確にコントロールできれば，効果的な降圧

効果を望めることが示唆された.

現場レベルでも正常血圧でない者を対象に、

NHRを基準にした運動トレーニングを安全に継

続させられたとともに， トレーニングを NHR基

準で正確に実施することで，血圧正常化のトレー

ニング適応(慢性運動適応機構)を導出可能であ

ることが示唆された.

オッズ比

効1.2
県

~ 
jω 
0.6 

鎗 0.4

: 0.2 

し 。
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* :p<D.05 

事 $ $ 

鐙低逸脱率If低逸脱寧If 高逸脱率If館高逸脱率If

Nin. Nax.(~2.6 -4.6 4.6 -5.7 5.7 -7.1 7.1 -20.6 

Aver.土 SD.(~ 4.0:i: 0.5 5.2:i: 0.3 6.3土0.4 9.7土2.9

図ー1収縮期血圧の改善状態のオッズ比
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媒質の表面筋電位への影響に関する有限要素法による検討

0斎藤健治(佐賀大学)

キーワード:表面筋電位，有限要素法，不均質性，皮下組織，皮膚

目的

表面筋電図法の適用は主にバイオメカニクス

や運動生理学に見られる.運動生理学あるいは生

理学における筋神経系に関する研究では，筋肉電

極法，電気・磁気刺激法等との併用で，有効な計

測法となっている.しかしながら，一般的に表面

筋電図は筋肉の三次元的活動が二次元に投影さ

れたもので，筋横断面方向の情報が欠落している.

筋内の情報を得るためには筋内電極を用いるの

が常套手段であるが，この手法は侵襲的で，部位

が限局されるという欠点がある.そこで，表面筋

電位分布(任意の時刻における筋電位の皮膚表面

上での分布)からその活動源の情報を探る逆解析

手法が提案されている.この手法はモデル解析と

パラメータ推定の最適化手法からなっており，そ

のためモデ、ルへの依存度は高い.モデルは一般的

には簡単なものほど良いとされるが，とくに生体

をモデル化するのに簡単なもので済むことはあ

まりない.一見簡単なように思われる筋活動電場

においてさえも 皮膚や皮下組織などによる不均

質性や筋組織の異方性 あるいは電流源を忠実に

モデル化しようとするとかなり困難を伴う.この

ような問題の解決に妥当な手法は，有限要素法

(FEM)であるといえる.一般に電位，電場計算

に FEMは不向きであるといわれるが，複雑な条

件を満足する手法は FEMに限られる.そこで，

本研究では上肢や下肢における表面筋電図計測

を念頭に置き，それらセグメントを円筒でモデル

化し，同M による電位計算を試みた.

方法

生体における，電気生理現象は静電場とみなせ

ることから，二階の楕円型偏微分方程式で記述で

きる.本研究では，変分原理に基づいて汎関数を

停留させる関数(電位)を求める問題として，回M

により解いた.連立一次方程式の解法には ICCG

法(前処理付き共役勾配法)を用いた.

陀 Mに際して，ヒトの上腕を半径40mm，長さ

140 mmの円筒で模擬し 六面体メッシュ分割し

た.皮膚厚は1.0mm，皮下組織厚は 2，4および6

mmとした.最小分割サイズは0.05mmで，総節

点数は 2，638，524点，総要素数は2，556，000個であ

った.導電率は，皮膚が0.5および1.0S/m，皮下

組織は0.1および0.2S/m，筋は線維方向に 0.5S/m， 

断面方向に0.1S/mとした.電流源の深さは10mm

であった.その結果モデルのパターンは 12種

類となった.計算は， Linux OS上でCコンパイラ

を用いて行った.一回の計算に要する時間は約 15

........20分で，必要な記憶サイズは約3.3G byteであ

った.

結果および考察

表面電位の振幅は皮膚および皮下組織の導電

率の影響を有意に受け導電率が高くなると振幅

が小さくなった.一方，振幅最大値の位置も皮膚

および皮下組織の導電率の影響を有意に受け，導

電率が高くなると，その位置が遠くなった.つま

り，波形が滑らかになり，周波数が低下した.皮

下組織層の厚さは上記のパラメータに有意な影

響を及ぼさなかった.

表面電位の波形(振幅，周波数成分)は，活動

源である運動単位の深さの影響を顕著に受ける

が，導電率の異なる皮膚や皮下組織等の不均質層

の影響も大きい.それらの影響の詳細については，

さらに多様なパラメータのもとに計算を繰り返

すことにより，明らかにできる.しかし，逆解析

を行う際には，それぞれの導電率をできるだけ正

確に知る必要があり この点が最も大きな課題と

いえる.

参考文献

1)斎藤健治，培田 正，岡田守彦(1997)表面筋

電位順・逆解析における影像法の妥当性ー境界

の影響の観点からー，バイオメカニズム学会誌，

21(2): 92・97.

2) Lowery MM， Stoykov NS， Taftove A and Kuiken 

TA (2002) A multiple-layer finite-element model of 

the surface EMG signal. IEEE Trans Biomed Eng， 

49(5): 446・454.
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女性大学院生のキャンパスライフと身体部位毎骨塩量について
~アロメトリー解析によって標準化した数値聞の検討~

0進藤宗洋、樋口慶亮，清永明，田中宏暁(福岡大学スポーツ科学部)、
神宮純江(福岡市健康づくりセンター)、早淵仁美(福岡女子大学)

キーワード:アロメトリー理論標準主軸回帰式骨塩量標準値骨密度 DEXA 有経女性坂道・階段歩行

緒言および目的

動物人間の身体の態様は日常生活活動の身体

運動の結果である。身体の態様の動態を調べれば、

日常生活がどのような運動で構成されているの

かを理解できる筈である。「作業筋付着部位毎の

骨塩量Jは、このような身体の態様を評価するた

めの有効な「ツール」になると考えられる。しか

し、運動と肝心な骨塩量の相互関係については、

①圧電位発生による骨塩沈着の促進、②骨内血流

量による増加、③骨芽細胞の活性化、④骨溶解の

抑制などが指摘されてはいるものの、骨塩量の動

態に影響する運動条件が未だ明らかでない。そこ

で、われわれは(財)福岡市健康づくりセンター

の健康教室に参加した健常で特別な運動習慣の

無い有経女性の「身体部位毎の骨塩量と面積の関

係」から『標準値』を、アロメトリー理論と標準

主軸回帰式を用いた解析法を導入し創生した(本

学会大会 P-35で柳川が発表)。本研究の目的は、

この標準値がr(l)重力作用の大きな坂道や階段移

動の多い日常生活活動が身体部位毎骨塩量に影

響を及ぼす運動条件であるのかどうか、また、 (2)

どの部位に影響があるのかJを解析するツールと

しての有効性を検証することである。

方法

被検者は 23--48歳の健常有経栄養健康科学専

攻大学院生 7名である。その内、 6名 (E群)は

先述したキャンパスライフを 5年間以上、 l名は

1年間経験している。身体組成は DEXA法にて

測定し、骨塩量は腕、肋骨、頚椎、腰椎、骨盤、

脚、頭部に分割して計測し、その全てを統合した

全身および、頭部を除いて統合した全身(頭除全

身)を評価した。標準式を算出した健常で特別な

運動習慣の無い有経女性を対照群(C群)とした。

結果および考察

平均値の比較ではE群の骨盤部を除き、全身、

頭除全身、腕、脚、脊柱部、肋骨部、駆幹部の標

準値がC群より有意に高値を示した(全てp<O.05)。

特に全身、頭除全身、脚、肋骨部は全員が正の値

であった。 4年間日常化した重力作用の大きな坂

道や階段移動の多いキャンパスライフは、若年女

性の脚や肋骨の骨塩量増加に有効であることを

示唆している。 E群内順位は、骨塩量と骨面積の

関係をアロメトリー理論と標準主軸回帰式を用

いた解析法を導入し創生した標準値では、 1次関

係の比で算出された値、いわゆる骨密度(BMD)

と異なることがあることを確認した。例えば、全

身BMDが1番大きい被検者Cの標準値は3番目

である。運動適応機構の解析ツールとしては、わ

れわれが創出した標準値の有効性が支持される。

Log頭除全身BMC

3.40 

3.10 f j垂線距離=標準値
3.25 

lOi鼠鎗全身Area

E群における頭除全身の骨面積の対数と、骨塩量の対数との関係
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小児晴息患者におけるLTHRと運動様式の関係

0丸山悠司，森村和浩，平野雅巳(福岡大学大学院スポーツ健康科学研究科)， 嶋田清美
(医療法人唱和会 明野中央病院)，荒木聡ー(福岡大学スポーツ科学部健康運動科学科)， 

小田嶋博，西間三馨(独立行政法人 国立病院機構 福岡病院)，槍垣靖樹(佐賀大学)， 

中村有希子，田中守，田中宏暁，清永明，進藤宗洋(福岡大学スポーツ科学部)

キーワード:EIA{運動誘発性崎息)、 LTHR{乳酸閥値強度相当の心拍数)

緒言および目的

気管支輸息児の多くは、激しい運動を行なうと、

運動誘発性鴫息(Exercise-induceasthma: EWを起

こす。我々 は、 EIAの運動療法として 100--125%

乳酸閥値(LT)強度の定量的な有酸素性運動がEIA

改善に有効であること、 EIAが運動強度依存的に

生起することを確認している。そこで、日常生活

活動や運動療法の現場でも EIAを生起せず、安全

で効果的な運動処方に活用できるように個人、運

動様式毎の「心拍数(HR)Jを指標とする運動条件

プログラムの開発が必要となる。このことから、

輸息児へのHRを指標とした、安全かつ効果的な

運動指導を行なうためには運動様式の違いに注

目する必要がある。

そこで本研究では、時息児における LT強度の

自転車エルゴメーター運動(LTHRc)とクロール

泳運動(LTHRs)について比較・検討した。

方法

2000・2007年の 4-7月または 9-12月期間に入

院中の端息児 18名(男子:11名，女子:7名)，年齢:12

土2歳，身長:147.4:f:10.2cm，体重:42.4土12.1kg

を対象とした。自転車エルゴメーターを用いて多

段階漸増運動負荷試験を行い、仕事率と血中乳酸

値の関係から目視により LTcを算出した。水底ペ

ースメーカーを用いて1分間欠式多段階漸増運動

負荷試験を行い、泳スピードと血中乳酸値の関係

から目視により LTsを算出した。それぞれLTHR

確認のために求められたLTで6分間の固定運動

負荷試験を行い、3"""6分自の平均HRをLTHRc、

LTHRsとした。

結果および考察

本研究結果では LTHRsの方が高い者が16名、

LTHRcの方が高い者が 2名であった。平均値の

比較ではLTHRsは145.5土13.0拍/分、 LTHRc 

は128.5:f::10.4拍/分で、 LTHRsがLTHRcに比

べて有意に高かった (p<O.OI)。

水泳運動は、技術要素が大きく寄与しているた

め、個人差が大きく反映される運動だといえる。

運動パフォーマンスは、エネルギー要素と技術要

素の積から成り立つ。自転車エルゴメーター運動

での LT時の単位体重当り仕事率で水泳の LTス

ピードを除した値は、水泳の技術の指標になると

考えられる(水泳技術点)。水泳技術点と rLTHRs

とLTHRcの差Jの関係を確認したところ有意な

正の相関関係 (p<O.oI)を示した。このことから、

水泳技術の成熟している者ほど LTHRsが高いこ

とが考えられる。 LTHRsとLTHRcの関係は、泳

技術の未熟なものほど下肢のキック中心の泳法

となり LTHRsはLTHRcよりも低く、泳技術の

習熟に伴い、上肢中心の泳法となり、 LTHRsが

高くなると考えられる。 LTHRを中心にした持続

泳を習慣化している中高年女性を対象にした演

ら(2002)の先行研究では、 rLTHRs ILTHRcJの

比と水泳歴とに負の相関関係を認めた。これは泳

技術の個体聞の差というよりも、慢性運動適応機

構によると考えられる。すなわち、水泳歴ととも

に泳技術の習熟が頭打ちになり、 LTHRを中心に

した持続泳の習慣化が、上肢の毛細血管数の増加

を生起し、それに伴って LTHRsが低くなること

が考えられる。本研究においては、自転車エルゴ

メーターの主働筋と水泳の主働筋の毛細血管数

の聞には同様の関係があるのかもしれない。

まとめ

本研究結果から LTHRは陸上運動と水中運動

では異なることが追認された。 EIA改善に有効な

LTHRは高すぎても、低すぎても効果が得られな

いことから、運動処方を行う際には、個人および

運動様式にあったLTHRを測定する必要がある。
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真美健康体操有経インストラクターにおける

身体部位毎骨塩量と最大酸素摂取量との関係

ーアロメトリー解析によって標準化した数値聞の検討ー

0前田龍・吉田規和・柳川真美((株)健康科学研究所)

神宮純江((財)健康づくり財団)

清永明・田中宏暁・進藤宗洋(福岡大学 スポーツ科学部)

キーワード:アロメトリー解析 骨塩量 最大酸素摂取量

目的

本学会発表(P-35柳川ら)の運動習慣がない有経

女性からなるコントロール群 (c群)の「身体部位毎
骨塩量と骨面積の関係Jに、アロメトリー理論と標準

主軸回帰分析を用い創生した部位毎骨塩量標準値算出

式を長期運動継続者に適用し、次のツールとしての妥

当性を検討する，すなわち、①部位毎骨塩量標準値の

相互関係と、健康・体力評価値との関係解析からの骨

塩量標準値適用による至適運動条件(急性運動適応機

構)判別法.@Dの作業仮設が妥当であるならば，推

定最大酸素摂取量/wtに寄与している介入運動の特徴

を身体部位から特定すること.

方法

対象者は真美健康体操有経女性インストラクター22

名 (S群)である。身体組成・骨塩量を D医 A法に

て測定し、骨塩量は腕，肋骨，脊柱，骨盤，脚，躯幹，

全身から頭部を除いた全身(頭除全身)に分割し、計

測した.自転車エルゴメーターを用いて運動負荷試験

を行い，推定最大酸素摂取量を測定した.統計的有意

水準を危険率5%以下とした.

結果・考察

被検者特性をTable1に示した.

アロメトリー解析法により算出された S群と C群

との部位毎骨塩量標準値の平均値の差の検定をしたと

ころ，骨盤を除く全ての部位で S群が C群よりも有

意に高値を示していた.

推定最大酸素摂取量/wtを従属変数，腕・肋骨・脊

柱・骨盤・脚・躯幹・頭除全身の7項目の各部位骨塩

量標準値を独立変数として，その関係をステップワイ

ズ回帰分析にて寄与因子を検討したところ，頭除全身

骨塩量標準値方採用された.同様に重複している部位

有経女性

(頭除全身，躯幹)を除いた5項目の各部位骨塩量標

準値でステップワイズ回帰分析したところ脚骨塩量標

準値が採用された.

本研究の対象者は，真美健康体操を週 295:t145分，

11:t6年間継続しており，真美健康体操の介入により
骨塩量が迦忘する時間は十分であったと考えられる.

S群と C群の部位毎骨塩量標準値と健康関連体力

として受け入れられている推定最大酸素摂取量川崎を

比較すると，骨盤を除く他の全ての部位および頭除全

身骨塩量標準値，推定最大酸素摂取量仰tでS群はC

群より有意に高値であった.

ステップワイズ回帰分析によると推定最大酸素摂取

量/wtへの寄与因子は頭除全身骨塩量標準値，及び脚

骨塩量標準値聞であった.これらは，真美健康体操が

リズムをとったり，移動したりするステッフ。なと、の脚

部を主動作とし，またエアロピックダンス・ジャズダ

ンス・手具体操などの全身を使った運動を取り入れて

おり，その急性運動適応機構が推定最大酸素摂取量

/wtと頭除全身骨塩量，脚骨塩量のいずれの慢性運動

適応機構を導出できる運動条件を充足していること示

唆している.以上の結果は， DEXA法によって測

定・算出できる部位毎骨塩量標準値(本学会 P-35柳

川ら発表)が，真美健康体操有経インストラクターの

慢性運動適応機構に認められる特徴と，それを導出し

た急性運動適応機構の作業筋の部位を特定するために，

有効であるとする作業仮説の信惣性を証明している.

T此1.卦I象者特性 Ta肱 2sIJ綜園刷局
51草{白..22) C聾(n..¥45)

年It(飽} 43土a・・ 37土a 健11体像眉
RA(cm) 157.9士4.9 157.5土5.0 U土6

体置{匂} S2.4土5.2
0

s6.世土9.2 温働時間I週

BM¥(t&tni2) 21.5土1.5
00

22.侯土3.4 29S:t 14 

体S麟.(~) 15.0土5.3
00
お3土6.2
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高齢者対象のレジスタンス運動による短期運動プログラムの効果

井出幸二郎・槙本真由美・山元理恵・土井由紀子・清永明、進藤宗洋、田中守、田中宏暁

(福岡大学スポーツ科学部運動生理学研究室)中野正側・杉村美佳・山田達夫(福岡大医

学部内科学第五教室)・桑原康雄(福岡大学医学部放射線科)

キーワード 有酸素性運動、血清脂質、血箱、

緒言・目的

健康づくりを目的とした運動には、歩行を中心と

した有酸素性運動が広く行われてきた。近年、ウェ

イトマシーンやダンベルを用いたレジスタンス運動

を主体とした運動プログラムが、転倒予防を目的と

して高齢者にも普及し始めている。しかし、そのよ

うなレジスタンス運動を用いた短期トレーニングプ

ログラムが高齢者の身体に対してどのような効果を

もたらすのか、包括的な検討はなされていない。本

研究の目的は、レジスタンス運動による短期運動プ

ログラムが高齢者の身体機能や糖脂質代謝関連物質

に対してどのような効果をもたらすか明らかにする

ことと、その効果を有酸素性運動によるトレーニン

グ効果と比較することであった。

方法

対象者は65歳以上の男女30名であり、無作為に

有酸素トレーニング群(有酸素群)、筋力トレーニン

グ群(筋トレ群)、コントロール群に分けた。 10週間

のトレーニング前後に身体機能検査、形態測定及び

採血を行った。身体的特性として、身長、体重、体

脂肪率、皮下脂肪厚、ウエスト及びヒップ周囲径を

計測した。身体機能検査として、有酸素性作業能力

(乳酸閥値)、下肢筋力及び筋パワー、平衡能力、柔

軟性を測定した。 8時間以上の絶食後、肘静脈から

採血を行い、血糖、インスリン、 HDL一、 LDL一、総コ

レステロールを測定し、動脈硬化指数及びインスリ

ン抵抗性佃OMA指数)1を算出した。運動プログラム

は、指導者の監理下に行われる週3回のトレーニン

グと自宅での週3回の自主トレーニングで構成され

た。レジスタンス運動のプログラムとして、ウェイ

トマシーンを用いて l回挙上筋力の 75%の重さで、

8--12回の頻度で2セット行った。また、自主トレ

ーニングには、自体重負荷とダンベルもしくはペット

ボトルを用いたトレーニングメニューを課し、 1日6

--7種目を数セット行うように指導した。有酸素性運

動は、計1時間の踏み台昇降運動および、歩行であっ

た。コントロール群はストレッチ体操やレクリエー

ションゲームを行った。各群とも、これらのトレー

ニング以外はこのトレーニングに参加する前と生活

習慣に違いが生じさせないように指導した。

結果と考察

有酸素群の 1名はトレーニング開始日直前に捻挫

により、コントロール群の2名とその配偶者、計3

名は健康上の理由から参加を取りやめたが、どの群

においてもトレーニング中の事故は、皆無であった。

身体的特性においてどの群も有意な変化は認められ

なかった。筋トレ群において、脚筋力、脚伸展筋パ

ワー、 HOMA-R及び勤脈硬化指数が有意に改善した。

有酸素群において、乳酸閥値とHOMA-s、HOMA-R及
び勤脈硬化指数が有意に改善した。コントロール群

において、これらの変数に変化は認、められなかった。

身体機能に関して、筋トレ群では脚筋力およびパ

ワーの向上、有酸素群では有酸素性作業能改善が認

められ、トレーニング様式の特徴が顕著に現れたが、

糠脂質代謝関連物質は、有酸素群だけではなく筋ト

レ群においても改善が認められた。したがって、有

酸素性のトレーニングだけではなく、高強度の筋力

トレーニングは、 トレーナーの監視の下であれば高

齢者にも安全に実施でき、健康づくりのために、ま

た転倒予防の観点からもその有効性は高いことが示

唆された。

1. Matthews DR， et al. Homeostasis model 

assessment: insu1in resistanωandβ・ω11function 

企omfasting plasma glucose and insu1in 

concentrations in man. Diabetologia. 1985;28:412 

-419 
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自転車脚運動における無酸素性最大パワー発揮時踏み力と作業筋虚

血閥値との関係について

0平野雅巳，森村和浩(福岡大学大学院スポーツ健康科学研究科)，松原建史，大瀬雄也((掬健
康科学研究所)，小原史朗(愛知工業大学)，久保晃信(社会福祉法人旭川荘旭川敬老園)，樋口慶

亮，中村有希子，田中守，田中宏暁，清永明，進藤宗洋(福岡大学)

キーワード:作業筋虚血閥値(WMIT)，無酸素性最大パワー(Pmax)

緒言

A.Y.日11(1938)は，摘出筋の単収縮運動で筋収縮速

度が速くなるに従って発揮筋力は双曲線を描いて小さ

くなる「力一速度」関係を発見した.

動的自転車運動における無酸素性最大パワーの「速

度一緒力J関係は，単収縮運動のそれとはややおもむき

が異なる.ここで注目したいのは上に凸型の放物線を

描く「仕事率一緒力J関係である.この放物線の頂点は，

最大パワーを発揮できる「速度と踏力Jの組み合わせ

であり，導出できる無酸素性最大パワーσmax)である.

Monod (1965)は、同一人の同一作業筋の等尺性筋

収縮における%最大随意筋力と最大持続時間との関係

が指数関数的関係であること証明した.この成果は，筋

力発揮を持続するために動員されるエネルギー供給過

程について重要な示唆である.大瀬ら (2∞12)はこの指
数関数は，有酸素性と無酸素性エネルギー供給過程が

主となる2直線に分けられ，それらの充去が有酸素性運

動と無酸素性運動との閥値であり，最大筋収縮持続時

間の閥値¢ロ〉と定義したそして，本研究室が定義して

いる発揮筋力増すなわち収縮筋鰍聞に伴う筋肉圧摘

によって，作業筋の筋線維周囲毛細血管が圧迫され供

給されるHbとMbのO2量が減少し虚血状態になる作

業筋虚血閥値仰M町と一致することを立証した.

有酸素性運動トレーニングと WMITに関する研究

については2∞5年進藤，松原，樋口らは週 5回の口、.
OBIA強度を泊pmの自転車運動で，相対的WMlT(%
WM町で表現したペダル踏力と外側広筋のIIa，llx，II型

筋鱗佐周囲毛細血管数変化量との聞に有意な正相関関

係を報告している.急性適応機構の知見では，自転車工

ルゴメーターの5伽pmで最大酸素摂取量の50%強度で

の%WM1Tで表した踏力は，酸素摂取率(井上ら，2006)

および分時心拍出量働静脈酸素較差(平野ら，2悩)と

の聞に有意な正相関を報告している.しかし，無酸素性

運動とWMlTとの研究はされていない.

目的

動的運動における最大パワー発揮踏力と静的等尺

性運動における WMIT相当の踏カとの関係を検討す

ることを目的とした.

方法

動的運動における無酸素性最大パワーは，竹井機器

製ハイパワー自転車エルゴメーターを用い，一定踏力

を負荷して 10秒間の全力ペダリンク運動を行った.十

分な休息を挟み踏力を漸増させ，漕げなくなる負荷ま

で行った.各負荷のピーク仕事率と踏力との回帰曲線

を求め，最大仕事率(pmax)踏力を求めた.

WMπ の同定は，三菱エンジニアリング製セミリカ

ンベント型自転車エルコメーターを用いて，半仰臥位

で足関節・膝関節を90度に規定し，2.0NmI鉱漸増させ

る静的踏力発揮試験を行った.踏力発揮中の右脚外側

広筋の近位 75%相当の部位における酸化と還元酸化

Hb，Mbの安静時からの変化量により血流動態を評価

し，発揮筋力に対して主働筋が虚血した踏力の閥値を

WMπとした.

結果

WMπ相当のペダル踏力とPmax相当のペダル踏力

との聞に差は認められなかった.WMITに相当ペダル

踏力と Pmaxに相当するペダル踏力との聞に有意な正

の相関関係(y=054x+O.06r=052)が認められた.

考察

静的運動における WMIT相当のペダル踏力は，動的

最大ペダリング運動において最大パワーを発揮する踏

力であることを示唆した.大瀬らは，静的な筋収縮にお

いてWM口、と Eπが正の相関関係にあることを報告

しており，WMITが有酸素性収縮から無酸素性筋収縮

に移行する闇値であることを示唆した.本研究で

はPmax相当のペダル踏力が遅筋榔佐と速筋鰍校総

動員した最大仕事率発揮条件である可能性を示唆し

た.
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肺気腫患者のDPBP-HRによる運動療法の

改善機序解明の試み

O菱井修平(福岡大学大学院スポーツ健康科学研究科)、嶋田清隆(国立病院機構
福岡病院)、董琳(福岡大学スポーツ科学部)、中野博(国立病院機構福岡病院)、

平井正志(福岡空港検疫所支所)、西間三馨(国立病院機構福岡病院)、進藤宗洋

(福岡大学スポーツ科学部)

キーワード:肺気腫、酸素利用系、酸素運搬系、過負荷

【目的】

肺気腫患者を対象とした DPBP強度の心拍

数を用いた運動療法による改善機序を有酸

素性作業能力や換気効率面から検討した。

【方法】

入院または外来として運動負荷検査ならび

に運動療法を実施した 6名の男性患者(年

齢 :67:1:6.7歳、身長 168:1:3. 9cm、体重 63

:1: 12. 1 kg、l秒率44:1:23.8%)を対象とした。

運動負荷試験は、自転車エルゴメーターを

用いて初期負荷 0--10wattsで、 1分間に 5

--1 Owa t t s漸増の多段階漸増運動負荷試験

を行った。測定項目は、呼気ガス、血圧、

心拍数、酸素飽和度 (Sp02)、主観的運動強

度(RPE)とした。運動負荷試験の結果より、

自転車エルゴメーターやトレッドミル歩行、

平地歩行を運動負荷試験により求められた

DP即時の心拍数を目標運動強度として運動

療法を行った。2--8週間のトレーニング後、

同様の運動負荷試験を行った。

【結果および考察】

2-8週間のトレーニングにより、V02peak/刷、

Mets@DPBP、酸素摂取率@DPBPに有意な向上

(pく0.05)、DPBPと最大仕事率に向上の傾向

が認められ(pく0.1)運動耐容能が向上した

が、肺機能には有意な改善は認められなか

った。肺機能検査をトレーニング前後で行

っていた 4名に関して重症度の変化率と

V02peak時のHRに有意な正相関関係が認め

られた(pく0.05)0V02peak時の HRと DP即

時の V02の変化率に有意な正相関関係が認

められた(pく0.05)。運動療法前後の DPBP時

酸素摂取量における外呼吸機構での酸素利

用系と酸素運搬系の貢献度の変化率に有意

な関係は認められず、個人によって異なる

結果を示した。 DPBP時の VEBTPS変化率と

運動療法中の平均 Sp02に有意な相関関係

が認められ(pく0.05)、92.7%を境に DPBP時

のVEBTPSの変化率の増減の分布を示した。

HR@V02peak、V02peak/wtが有意に向上した

ことから、呼吸器から循環器へと運動制限

因子が変化した可能性が考えられる。しか

し、肺機能が低下しているにも関わらず、

DPBP時の酸素摂取率が向上していた結果は、

先行研究の井上ら (2005)の r%WMITと酸素

摂取率の関係」より、運動療法による慢性

運動適応ではなく、運動負荷試験による一

過性の急性運動適応の結果ではないかと考

えられる。運動が導出する慢性運動適応機

構を精密に解明するためには、血液・筋・

毛細血管のどこを過負荷にした適応かを解

析する必要があると考えられる。
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閉経女性における身体部位毎骨塩量に対する重量靴装着歩行の影響
ーアロメトリー解析によって標準化した数値による検討ー

O 千葉匠(福岡大学大学院)村上卓也山下信太郎(健康科学研究所)，江西浩一郎(アサヒコー

ポレーション) 森村和浩(福岡大学大学院)平嶋陽子(筑紫野市健康福祉部)，荒木晋之，

樋口慶亮，清永明，田中宏暁，進藤宗洋(福岡大学スポーツ科学部)

キーワード:アロメトリー，DEXA，骨塩量，DPBP

目的

女性は閉経後エストロゲンが低下し骨粗菜食症を起

こしやすい.運動習慣は骨塩量の増減に関係し，運動

によって過負荷となった部位の骨吸収抑制と骨形成

促進が起こり骨量増加を促す可能性がある.骨のよう

な生物学的数量を評価する際，体格による影響を考

慮してアロメトリックに整理する必要がある.

そこで本研究では，本大会報告(P・35柳川|ら発表)

の運動習慣のない健常有経女性群(C群，平均年齢

37:!:8歳， n=145)の測定値を基準にして作成された

標準式に，運動群(Tr群)の測定値を適用して標準値

に換算(標準化)し，閉経の影響と介入運動の影響を

解析することを目的とした.

方法

1.対象者

筑紫野ヘルシー教室に参加した閉経女性(平均年

齢 66:t8，n=64名)を対象とした.DEXA法により体組

成及び骨塩量を仰臥位で測定した.運動介入は乳酸

関値強度に近似するといわれる 2重積屈曲点

(Double Product Breaking Point;DPBP)強度に相当

する心拍数で140分/週以上，40週間の歩行を施行し

た.尚，介入20週目から体重の約1.0%の重量靴(アサ

ヒコーポレーション社製)を装着させた.

2.各種測定

骨塩量はDEXA法にてQDR・2000(HOLOGIC社

製)を用いて，頭部・腕・肋骨・頚椎・腰椎・骨盤・脚

の骨塩量測定値を得た.

健康関連体力は8""'lOwatts/分漸増の運動負荷試

験により DPBP測定を最大下で行った.推定最大酸

素摂取量測定は 4分間X4負荷により得られた仕事

率と心拍数から Astrandの推定値の福岡大学修正

法を用いて算出した.

3.統計処理

18歳以上の有径女性の各部位毎骨面積を独立変

数，各部位毎骨塩量を従属変数とし，アロメトリー解析

によって標準主軸回帰式が作成された.その標準主

軸回帰式と閉経女性の骨面積・骨塩量の垂線距離

を骨塩量標準値と定義した.

また，運動介入前後で単位体重当りの DPBP仕事

率の変化率を従属変数，腕，脚部，肋骨，脊柱，骨盤，躯

幹，頭除全身の7項目の骨塩量標準値の変化量を独

立変数とし，統計処理ソフト StatViewを用いてステ

ップワイズ回帰分析を行なった.

結果と考察

有径群の基準値に対する介入前後の部位毎骨極

量標準値は頭除・全身を除き正の値を示した.

運動介入前後の単位体重当りの DPBP仕事率の

変化率と骨塩量標準値の変化量でステップワイズ回

帰分析を行なった結果，肋骨骨塩量標準値変化量が

採用された.

これらはウォーキング、が脚部と腕を推進主動作とし，

捻転動作のそれらが骨盤を起始または介して付着す

る筋群であることで，その急性運動適応機構が腕・肋

骨・脊柱・骨盤・脚の骨塩量および DPBP/wtと脊柱

骨塩量のいずれの慢性運動適応機構を導出できる

運動条件を充足していることを示唆している.
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長期水泳継続鍛錬中高年女性における身体部位毎骨塩量の

アロメトリー解析による特性

0田中英幸，前田龍大瀬雄也，江口慎一，演泰之，松原建史，柳川真美

(株式会社健康科学研究所)、矢野未子延，中原 修，山住哲生(早良スイミ

ングスクール)、神宮純江(福岡市健康づくりセンター)、森村和浩，清永 明，

田中宏暁，進藤宗洋(福岡大学スポーツ科学部)

キーワード:アロメトリー理論標準主軸回帰式骨塩量標準値骨密度 DEXA 有経女性水泳

目的

(財)福岡市健康づくりセンターの健康教室に参加

した健常で特別な運動習慣の無い有経女性 (c群)の

「身体部位毎の骨塩量と面積の関係Jから『標準値』

を、アロメトリー理論と標準主軸回帰式を用いた解析

法を導入し創生した(本学会大会P-35で柳川が発表).

身体部位毎骨塩量標準値算出式を，長期水泳鍛錬継続

中高年女性 (s群)に適用し，①部位毎骨塩量標準値

の相互関係と健康・体力評価との関係を解析し，骨塩

量標準値適用による有効な運動条件(急性運動適応機

構)半切リ法の妥当性を検討すること.@J)の作業仮説

が妥当であるならば，推定最大酸素摂取量/wtに寄与

している介入運動の特徴を身体部位から特定するこ

と.

方法

対象者をS群とした.身体組成・骨塩量をD以 A法

にて測定した.骨塩量の測定は腕，肋骨，脊柱，骨盤，

脚，躯幹，全身から頭部を除いた全身(頭除全身)に

分別された.c群のそれぞれ対数値にした骨塩量，骨
面積の関係式(標準主軸回帰式)とS群の各対象者と

の垂直方向の差を算出し，標準値とした.自転車エル

ゴメーターを用いて運動負荷試験を行ない，推定最大

酸素摂取量を測定した.統計的有意水準を危険率 5%

以下とした.

結果およ之氏考察

対象者特性を表1に示した.r身体部位毎の骨塩量と
面積を両対数にとり導いた標準主軸回帰式Jより S群

の部位毎骨塩量の標準値上に位置する者と下に位置す

る者の比率をχ2乗検定したところ，腕骨盤(p<O.oI)，

腕(p<0.05)は有意に上に位置する者の比率が高かった.

頭除全身(p<0.05)，躯幹と肋骨(いずれもド0.01)は有意

に低値であった.推定最大酸素摂取量/wtを従属変数，

腕，肋骨，脊柱骨盤，脚，躯幹，頭除全身，上半身，下半身，

四肢，腕+骨盤の 11項目の各部位骨塩量標準値を独立

変数にとって，その関係をステップワイズ回帰分析に

て寄与因子を検討したところ，脊柱骨塩量標準値が採

用された(p<0.05)・ 本研究の対象者は，ニコニコペー

スのクロール泳を週180土99分， 9土3年間継続してい

る.水泳鍛錬の介入により慢性運動迦機構が導出さ

れる時間は十分で、あったと考えられる.

したがって，水泳鍛錬が腕部を推進主動作とし，長距

離泳での浮主動作を脚部で賄っていることと捻転動作

のそれらが骨盤を起始または介して付着する筋群であ

ることで，その急性運動適応機構が腕と骨盤の骨塩量

および推定最大酸素摂取量Iwtと脊柱骨塩量のいずれ
の慢性運動適尻、機構を導出できる運動条件を充足して

いることを示唆している.以上の結果は， DEXAによっ

て測定・算出できる部位毎骨塩量標準値が，長期水泳

継続鍛錬中高年女性の慢性運動蹴磯構に認められる

特徴と，それを導出した急性運動適応機構の作業筋の

部位を特定するために，有効であるとする作業仮説の

信懇性を証明している.

τablel.対象者特性 1ab1c2. Sm四IJ制民

S聾(n=6) C霊(n=145) 健康水泳暦(年)
年飴{鐙) 47土2.. 37土8 9土3
身長(cm) 154.1土6.1 157.5土5.0 運動時間/週{分)
体m(kg) 57.8土6.9 56.9土9.2 180土99
B閥 (kglni2) 24.5土2.3 22.9土3.4 水泳mlll週(m)
体脂肪率(~) 35.9土4.0 35.3土6.2 2.336土8仙

縫定短大酸来復取畳/wt 27.2土5.2 27.3土4.3
(mllmin/kg) 

-・p<O.OI 平絢u土標準偏差
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隻流館道場柔道千本取りに関する運動方法学的研究

0池田光功(福岡教育大学大学院)

榊原浩晃(福岡教育大学)

キーワード:千本取り 試錬者寄せ子大外刈体活

目的

明治初期に始まる「千本取り」とは，立ちきり

の「試錬者」が「寄せ子」と呼ばれる対戦相手と

柔道， 1，000本の乱取りを行うものである.本研究

は，人間の身体の極限をテーマとする千本取りを

対象とし，試錬者I.Tの全勝敗と決まり技に着目し

た.また，意識藤騰となりながらも，投技を可能

にした理由を運動方法学的に考察する.

方法

対象とする千本取りは，平成 19年3月18日，

午前10時より福岡市博多区の隻流館道場で実施さ

れた.試錬者と寄せ子の身体特性は以下の通り.

試錬者 I.T(男性，年齢:35歳，身長:176cm，体重:81kg，

段位:3段，柔道歴:10年，組手:右)，寄せ子48名(全

て男性，年齢:37.5:t17.91歳，身長:170.28:t5.98cm，体
重:78.08:t15.27kg，段位:2.96+1.91段，柔道歴:18.94
:t16.66年，組手:左8名.右38名.両2名).決まり技
の記録方法は，審判の「一本」の宣告後，柔道に

熟知した調査員が記録用紙に記入した.統計的検

討として，データの解析方法はx2検定を用いた.
さらに，その進法でもある調整化残差を求めた.

結果及び考察

千本取りに要した時間は 8時間 53分であった.

表 1より，勝敗は 642勝 358敗.投技が多数を占

め，足技と手技に技が集中した.足技では，特に

「大外刈 (353本:253勝 100敗)Jを試錬者，寄せ

子とも多く用いた.手技では，試錬者は「体落 (279

本:241勝 38敗)Jを多用したが，大外刈に比べ，

負数が少なかった.図 1より，大外刈と体落を比

較すると，負数が少ない体落に極めて特徴的な数

値を示した.これは体落の特性によるもので，試

錬者が疲労困態した状態にあっても体さばきを可
10 
8 

市丸直人(福岡教育大学)

平田哲史(福岡教育大学)

車 1.千本取りの挟まり技一覧と腺取設{却仰.油田}

投技・国技 分類 技名称 勝 負
背負投 1 17 
一本背負 35 14 

手技 体落 241 38 
355 肩車 。 ヲ

278勝 77敗 すくい投 。 2 
すみ落 1 3 

もろ手刈 。 1 
腰技 大腰 16 2 

43勝8037敗
拍釣込堕 3 
払腰 26 32 

投技 出足払 。 9 
992 ひざ車 o 2 

640勝352敗 支釣込足 8 40 
大外刈 253 100 

大内刈 27 25 

足技 小外刈 3 18 

528 小内刈 6 16 

303勝 225敗 送足払 。 2 
内股 4 11 
大外返 o 2 
大内返 2 o 

捨身技 巴投 3 2 

23 裏投 1 1 

15勝8敗 大外巻込 9 1 
小内巻込 2 4 

他の返技 1 5 
国技 抑込技 2 1 

2勝86敗
絞技 。 5 
関節技 。。

千本取りの全勝敗 642 358 

言十

18 

49 

279 
ヲ

2 
4 

18 
4 

58 

9 

2 
48 

353 

52 

21 

22 
2 

15 
2 

2 
5 

2 

10 

6 
6 

3 

5 
o 
10ω 

能にする技であると推測した.その理由として，

一本背負のように釣り手を離すことなく，二本の

腕で寄せ子の襟と袖を掴み，コントロールできた

こと.次に，背負うこともないため，足腰の負担

が少なかったこと.また，軸足，刈り足とも片足

のみになる技ではなく，ほぽ，両足が接地した状

態は試錬者のボディーバランスを保つことができ

たと言える.なお，試錬者の得意技に関する自己

報告では体落は含まれていなかった.これらのこ

とから，千本取りにおいて，体落は運動方法学的

に有効な技の一つであると考察した.さらに，今

後は，対象とする千本取りから，体落以外の技に

ついても分析し，研究報告を行いたい.

~ r 脇瀦~
4 

3.64 

2 。
-2 
-4 
a 匹“出副白a

一本背負 体車 肩車 す投いく すみ落 月ろ手もj 腰大 袖釣腰込 払腰 払IZHひ車Z隆釣支込毘盛盟井刈大 出大内l4外舟、¥ 1内泊l、j 送足払 股内 k外返 返大内 投巴 裏投 外大春込 巻小内込 他の返援 拘込技 絞技

図 L 千本取りの決まり技と χ2検定調整化残差(2007.池田) 因調盤化残差
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/上手校高争守期のサッカーiとおける渇キーノレリフティングとキック飛距灘の関係

0内田俊明(佐賀大学大学院教育学研究科)，原田奈名子(佐賀大学)

中山正教(佐賀大学大朝涜医学系研究科)原部聖子，古津小百合(佐賀大学大学院教育学研究科)

キーワード:小学校高学年ポールりフティング キック飛距離

{目的】

小学校期におけるサッカーの指導現場において多く

がボールリフティング練習を取り入れている。神経系

の発達が著しし"J、学校期の選手達がボールリフティン

グ練習を行うことの必要性を現場の指導者は感じてい

るからだろう。ちなみに、ボールリフティングのコン

テストも中高生対象には行われていないが、小学生対

象で各地で行われている。しかしながら、小学校期を

対象にしたキックの研究が多いtこもかかわらず、ボー

ルリフティングの研究は見当たらない。

そこで本研究は、以下の仮説を検証することを目的

とする。

仮説①インステップキックによるボールリフティ

ングの回数が多い選手はインステップキックの飛距離

が長い。さらに、仮説②身長が類似してしも選手間の

ほうがサ長に差のある全体の選手間より一層インステ

ップによるボールリフティングの回数が多い選手ほど

インステップキックの飛距離が長し、。

【方法】

1.対象及び調査期間

調査対象は、佐賀県内少年サッカーチーム在籍選手

115名 (6年生59名， 5年生56名)であり，調査期間

は2007年7/18---8/4であったD

2.調査頑固

1)ボールリフティング:利き足インステップキッ

クのみによるボールリフティング回数を測定した。

2)キック飛距離:利き足インステップキックによ

るボール飛距離を測定した。

3)身長(cm)、体重 (kg)を測定した。

なお、ボールリフティング、キック飛距離ともに試

技を3回行い、その平均を記録とした。

【結果と考察】

ボールリフティング回数の平均値は 34:t41回、キ

ック飛蹴住の平均値は21.28:t5.仙であり、ボールリ

フティング回数の平均値とキック飛E鴎佐の平糊直との

聞に有意な正の相関関係がみられた(表1)。また、身

長の平均直 143.25:i::7.08(cm)を元に、 3群(高身長

群、中身長群、低身長群)に分け、ボールリフティン

グの回数とキック飛闘世の関係を分析した結果、低身

長群でより強い正の相関関係がみられた(表1)。

以上の結果より、インステップキックによるボール

リフティングの回数が多い選手は、インステップキッ

クの飛E鴎住が長くなり、それは低身長になるほど顕著

に現れることが分かった。

低身長群での相関関係、がより強くなった要因とし

て、身長とキック飛距離の関係が考えられるo でこで

対象者の身長とキック飛距離の平均直の関係を分析し

た。その結呆、有意な正の相関関係炉O.412， pく0.01)

がみられた。これは、高身長の選手ほどリフティング

の回数に関わらず、キック飛距離が長いことを示して

いる。これより、低身長の選手ほどリフティングの回

数とキックの飛距離の関係がより顕著に現れたと考え

られるo

表l リフティング回数とキック飛距離の関係

全体 r=O.440， pく0.01，n=1l5 

高身長群r=O.357，pく0.05，n=34 

中身長群 r=O.452， pく0.01，nヰO

低身長群r=O.592，pく0.01， n=41 
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スポーツ漫画を学校教育に取り入れることに関わる調査研究

O原部聖子(佐賀大学大学院教育学研究科) 原田奈名子(佐賀大学)，中山正教
(佐賀大学大朝涜医学系研究科)内田俊明・古津小百合(佐賀大切に制涜教育学研究科)

キーワード:九十ヅ漉菌学校叡育連防頭株・関心運蜘

目的

本研究は、スポーツ漫画の単行本・漫画雑誌の影響

力を利用し、運動への興味・関心を動機づけることを

期待するスポーツ漫画を選定したプ.ックレッ卜を作滅

することを遠くに見据え、以下の二点を目的とした.

漫画および、漫画教材の功罪について先行研究をレビ

ューし、スポーツ漫画の研究の可能性を探る.また、

ブックレットを作成する際の取り上げるスポーツ漫画

や内容につして検討する.

方法

1.漫画又は漫画初オの功罪について先行研究をレビ

ューするo

2.スポーツ漫町選定プ、ツクレットを作成するため、
S大学運郵断属学生193名を対象に質問紙法によ

るアンケート調査を行う.以下、 S大学運搬断属
学生を対象に行った調査を、ブ‘ックレット僧戎調査

とする.

(1 )調査内容

調査内容は以下に示す.尚、一つの質問に対する回

答数は、上限を3とする複数回答可とする.
①自分のしてしもスポーツでお薦めできる甑面

②そのスポーツ溜菌を読んでもらし、たい対象

③どうして読んでもらいたし、か

④全スポーツを通してお薦めできる漫画〈スト3

(2)分析方法

アンケート結果を「秀吉 pro伽 WmdowsJと
rMiぽOEnftE京氾IJを用いて分析を行った.

結果と考察

1.漫画または漫画耕才の功罪とスポーツ漫画研究

1930年年代から、漫画を読むことへの教育的社俳リ、

また、漫画を規制しようとしづ動きがでてきた同様

の問題意識と運動は、たびたび起こったが、最も大き

いものとして、 1955年に悪書追放運動が起こった.ま
た、その後も暴力・戦争・性などのテーマの扱いをめ

くeってたびたて湾機されている(黒海他 2004).漫画
は、表現の誇張と絵の変イヒから、子どもの輔特助け

る為に役立つ道具である.しかし、調擦には誇張やユ

ーモアが極度に濫用され、超人的な英雄主義善悪の

露骨な表現となってしも(花見1955)と指摘されてい

る.高井 (1962)は、劃暴な言葉の影響を受けること

や、物事をじっくり考えなくなる等の罪があると述べ

ている.また、大人達はこのような漫画の罪の影響だ

けを指摘し、子ども達に何の教育もしないまま、漫画

を表面的に否定していることを指摘している.三木

(21∞4)は、漫画を読むことの罪として活調針L、外
で遊ばなくなる、家族の団幾が奪われる、幽句表現や

暴力シーンの四つを挙げている.しかし、必ずしも漫

画だけの影響ではないことを検討している.このよう

に、し吋苛Lの研究も子ども達に与える罪の影響を念倶

しており、漫画に対する教育をする必妻性を述べてい

る.また、穆繭樹オの学習効果についての研究として、

「漫画を読む力と国語の評価や偏差値に正の相関があ

る(中津1993)Jや、「漫画耕;1は児童の興味関心を引
き、勉強の鼓機付けになる(村田 1993)J等の研究が
みられる.

斉藤 (2∞4)は、スポーツ漫画というジャンルは、
日本においてとりわけ隆盛したと言えるだろうと述べ

ている.しかし、スポーツ漫画についての研究は、社

会学的研究が大半を占め、スポーツ漫画の教育的可能

性についての研究はほとんど見られない.先行研究の

中には、スポーツの教育・普及に漫画を情報発信とし

て活用可能 C松本2004)であるとか、スポーツ漫画が
スポーツ参与を促す可能性がある(間野2004)等の研

究がある.

以上、スポーツ漫画の教育的可能性については樹サ

の余地があると考えられる.

2.ブ‘ックレット作成調査について

ブ‘ックレット作成周査から、次の特徴が見出された.

各運動部に所属する学生は男女とも選んだ漫画にほと

んど差は見られなかった.スポーツ漫画を読むと、各

スポーツの f楽しさそも、もしろさがわかるjため、{運

動に興味がない、又は未経験者Jに読んでもらいたい

と考えている人が多いといえる.更には、スポーツ漫

画を読むことで、スポーツへの興味を湧かせ、そのス

ポーツの楽しさや面白さがわかった人が多いとし、うこ

とがいえる.今回の調査によって、スポーツ漫画を選

定したブ.ックレットを作成するための資料を得ること

ができた.

日開支諸問砂田弘・佐藤宗子・黒津浩・中多康子・

広瀬恒子・宮}II憾 B編 (21∞4): r新・子どもの本と読
書の事典J，ポプラ社 P.39 等
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内股歩行の出現頻度研究
~小学生及び大学生を対象として~

0古津 小百合(佐賀大学大学院)・原因奈名子(佐賀大学)

中山正毅佐賀神大学事完医学系研究科)・内田俊明・原部聖子(佐賀大学大学幌教育学研婿戦

キーワード:内股歩行自然樹T女子大学生女子児童股関節

目的

近年、おかしな歩き方をする若者を目にする機会が

多い。特に、女子学生に、つま先が内を向いた歩き方

が大変多い印象を受ける。そこで、女子児童の歩き方

を観察したところ、大学生とは違う印象をもった。こ

のことから、女性の内股併すの出現頻度を明らかにす

ること、また、そのために内H銀関子の定義を行うこと

を本研究の目的とする。

(内股について)x脚・ O脚は、両下肢を揃えた立位
姿勢をさし、骨格形状の異常であるため医学キ哩学の

用語として、明解な定義があり、数多くの研究がなさ

れている。これらに対し、内股と外股は立位姿勢、歩

行時のどちらにも用いられる表現である。立位時は、

自己の意識により内股・外股を自由に選択することが

出来る。そのため、あくまで俗称としての働きしカ特

たず、この観点で記された論文を見出すことは出来な

川 しかしながら、内股としづ表現は、整体除カ

イロプラクティッ夕、また、テレビ持続等で、頻繁

に使われており、カイロプラクティクス協会によると、

内目録針?により、股関節が大きく内旋し、膝関節、骨

盤が歪む可能性があり、この習慣を長く続けることで、

関節と筋肉は歪んだ位置で安定し関節の可動域が固定

されてもとに戻らなくなるといわれている。

(内股歩行の定器股関節の内旋と外旋の司勤域

を運動機能判句に見ると、股関節の内旋は、外旋に

比べて制限があり、可動範囲も小さい(足立 2∞1)。

そこで、通常歩行での股関節の動きを見ていく。

通常歩行では、遊脚の始まりよりすべての回旋は内

旋であり、それは中期まで続き、さらに立脚のせり

出しから外旋をする。仮ene2∞0)これより、着地
時のつま先の位置(向き)を元に内股歩行について、

評価することが出来るものと判断できる。

そこで、内股折予を以下のような方法で制面する

ことにした。まず、内媒と外媒の中間点を測定する。

次に、第1指中骨指足関節と第5指中骨指足関節の

中間点を測定する。測定した中間点と中間点を結び、

直線を引く。右脚と左脚の交点の位置が1歩目のつ

ま先より前方であれば内目慰財予、後方であれば外

股樹子と判定する。

方法

1.対象およひ胃程野務調

調査対象は、小学校の女子児童 60名、大学女子

学生60名である。調査はH小学校にて平成18年4

月下旬、S大学にて平成18年7月下旬にそれぞれ3

日間行った。すべての日程で天候l割前Lており、毎

日30分間ずつのVTR撮影を行った。

2.データ収集方法と分析方法

調査の方法は、まず、被験者に告知しない民態、

つまり「観察されない自然歩行JをVTRに撮影し丸

収録映像から、①胸郭の進行方向がカメラに向かつ

て直向であること、②両脚とも明確な画像であるこ

と③走っていないことの3条件を満たす対象者を収

鰯|慎に30人を静止画に起こし、作成した定義を基に

映像を処還し、内股であるカ活かを評価した。

結果と考察

調査の結果、大学生の内目録針子は60人中44人、す

なわち全体の73パーセント、小学生は同じく 60人

中15人で25パーセントであった(P>O.oI)。小学生
の25パーセントを多い、あるいは少ないと評価す
るのかについては、評価の基準を見出せない。ただ

し、大学生は、小学生の3イ似上、内股掛子が見ら

れた。 r7歳以降の年齢になると、すべての筋放静《
ターンは樹子速度を高めても成人のものと差異が見

られなくなり、歩行動作は完成するJ(後藤 1999)

と指摘されることから、両者間差には何らかの要因

があると考えられる。大学生の時期に内股が士訪日す

る要因として、高いヒールの靴を着用することや、

大衆文化などの影響が考えられるがこれは、あくま

で推察の域を出ない。したがって、内目録針子の出現

要因を探ることが今後の課題である。

引用文献:足立和隆 (2∞1): rよくわかる筋の機能解剖書
いて覚える筋の名称とはたらきJメデイカル・サイエンス・イ

ンターナショナル/後藤幸弘 (1999) r子どもの歩行動
作0苅轍J.体育の科学 Vol.49 2月号
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就学前幼児期の生活態度と児童期の体育授業に対する
意識に関する研究

~幼児期の生活状況を中心に~

0田中 沙織 (広島大学大学院教育学研究科) 福本敏雄 (佐賀大学)

中山 正教 (佐賀大学大学院医学系研究科)

key word 幼児期、児童期、生活リズム、体育における学習意欲、

について、エレベーターを使用して幼児期を過ご

1、背景と目的 した児童は「困難の克服Jr学習の規範的態度Jに
幼児期から身体の活動を行うことは、運動能力

や体力を向上させるだけでなく、運動神経の発達

に重要な意義を持っている。また、脳の発達や精

神・心理面での発達にも深く関係しており、現在

問題となっている子どもの体力低下も、その元を

たどれば幼児期からの生活習慣や運動習慣が学齢

期の心身に重大な影響を持っているとされる。

そこで本研究では、小学生を対象とし、児童期

における体育授業に対する意識・意欲を調査した。

あわせて、その小学生の保護者を対象とし、幼児

期における生活状況を調査し、両者の関連性を明

らかにすることを目的とした。

2、研究方法

( 1 )対象者

佐賀市内の小学校に通う 5・6年生、 304名

(男子 136名女子 168名)とその保護者

(2 )実施期間

質問紙による聞き取り調査を実施 (H19.6.20

--H19. 7 .20) 

( 3)調査内容

0幼児期の生活環境調査

・保護者に対しての調査を実施

。児童の体育授業意識調査

・児童に対しての調査を実施

-質問紙については「体育における学習意

欲検査(西田、 1989年)Jを用い、評価

基準表に従って分類し得点化する。

3、結果

児童期の体育における学習意欲と、幼児期の生

活環境との関連性を分析した結果、住環境の項目

おいて低い得点を得た。遊び相手の人数について

は、幼児期に一人で遊んでいた児童は「学習スト

ラテジーJr困難の克服Jr学習の規範的態度Jr学
習の価値Jについて低い価を示し、 4人以上で遊

んでいた児童は「運動の有能性Jr失敗不安jにお
いてよい成績を示した。大使について、幼児期に

毎日決まった時間に便をしていた児童は「困難の

克服Jr学習の規範的態度Jにおいて高い値を示し、
2・3日使が出なかった児童は「運動の有能性Jr学
習の価値Jにおいて低い値を示している。テレビ・

ゲームの視聴時間に関して、幼児期に 1日平均 1

時間以下しかメディア接触時聞がなかった児童は、

「学習ストラテジーJr困難の克服Jr運動の有能
性Jに関して高い値を示し、 3時間以上メディア

接触時間があった児童は「学習の規範的態度Jr学
習の価値j において低い値を示した。

表 1、体育おける学習意欲検査の下位項目

(1) 学習ストラテジー (5) 学習の価値

(2) 困難の克服 (6) 緊張政府不安

(3) 学習の規範的態度 (7) 失敗不安

(4) 運動の有能性

4、考察・まとめ

本研究では、幼児期の「住環境Jr遊び場Jr遊
び相手Jr大使Jr睡眠Jrテレビ・ゲームJr親の
健康に対する意識」と、児童期の体育における学

習意欲との関係性が示唆された。

このことから、心身の健全な発育を促すために

も、幼児期からよい生活習慣のリズムを定着する

ことは体育に対する学習意欲の向上に重要な役割

を果たす。
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ミドルブロッカーに関する研究

一移動動作がパフォーマンスに及ぼす影響一

0小城武彦(鹿屋体育大学大学院) 井上尚武・西薗秀嗣・演田幸二(鹿屋体育大学)
キーワード:ゲーム分析ノ〈レーボールプロック 移動速度マットスイッチ

目的

バレーボール競技のプロックは，ラリーを有利に展

関するために重要な技術である.複雑なコンビネーシ

ョン攻撃に対して，スピードと高さを求める現底プ

ロック後に適切なステップを行ない，効果的に攻撃を

展開することは重要である.コーチングではプロック

鋭的確な側兄判断と素早い移動を行うために両足で

着地することが指導されることが多い.試合では両足

以外の着地馴乍が行われているが，試合中のミドルプ

ロッカーに着目して，ブロック後の着会館訪作の使用割

合について明らかにすることは重要だと思われる.ま

た，様々なステップを用いた場合，プロック後の着地

動作から次のスノミイク動作への移動時間にどのように

影響を及ぼすかを知る上での資料になると考えられる.

そこで，本研究ではより有効なステップワークからの

ブ、ロック戦術の基礎資料及び，今後の指導上へのコー

チングへ繋げていくことを目的とした.

方法 1

対象者はK大学男子バレーボーノレ部のミドルブロツ

カ寸墾手2名であった.平成19年度九州大学春季ノ〈

レーボール男子1部リーグにて(相手スノ《イクのサー

ドテンポに対しての2-..3枚ブロック時)プロック後

の着地馴乍の割合について検討した.

方法 2

対象者はK大学男子バレーボーノL部員11名(レギ

ュラー5名，非レギュラー6名)とした.分析獣技はセ
ンターボジ、ンョンから相手スノ《イクのサードテンポ状

況で，プロックに慰K尺ネット上より 2~m高い位置に
ボールを置き)， 3種類の着地動作(両足左右，両足前

後，片足)を行わせ，着地動作からスノミイク(ファー

ストテンポ〉動作への新子を行い，マット計測システ

ムにて，接地同欄と移動時間を測定した.

結果と考察1

着地局面で両足着地が約 75%あり，片足着地が約

20%の着地が行われていた.さらに，両足着地を分類

すると，両足着地がA選手27.1%・B選手45.6%で

行われており，両足前後着地はA選手47.3%・B選手

31.4%の曾j合で行われていた.選手によって両足の着

地蜘乍が異なることが明らかになった.

結果と考察2

3種類の着地動作による，プロック後の接地端占及

。移動時苛，ブロック着地からアプローチまでの時間

(総時f却に違いが見られるか検討したところ，有意な
差は見られなかった.

更に，着地の種類とグループ間(レギュラー・非レ

ギュラー)にパフォーマンスの違いが見られるか 2

頑己置分散分析を用いて検討した.交互作用は見られ

ず，グループ間に有意な主効果が総常高とプロック着

地後の接地時間において見られた.両足着地と片足着

地では，レギュラーが非レギュラーよりも総時掲が短

く，片足着地の接地時間はレギュラーが短かった.

効果的にファーストテンポで攻撃を行うために，ど

の局面の移動時間が影響しているか，総時間との関車

性について検討した. 3種類の着地動作をまとめて検

討すると，ブロック後の併す時間と総時間，アプロー

チまでの時間と総時間に有意な正の相関関係が見られ

た.さらに，着地動作ごとに検討すると，両足着地と

片足着地の両方において同様の結果が見られた.この

ことから，効果的にファーストテンポで攻撃を行うた

めには，アプローチまでの時間を短くするだけではな

く，ブロック後の移行時間を短縮することが重要であ

ることが/刊凌された.

2.800 

2.600 • 
4‘ s 2.400 

2.200 

2.000 

1.800 
0.750 0.850 0.950 1.050 

図 1プロック着地後の移動時間と総時間の関係(sec)
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ネパール人小児における体脂肪分布に関する性差

0中尾武平(九州大学大学院)，斎藤篤司・大柿哲朗(九州大学)

鍋谷照(静岡英和学院大学)

キーワード:途上国小児身体組成体脂肪分布

目的

都市化したわが国における子どもの生活環境や健

康問題の原因を特定し改善していくためには、都市

化する以前の環境において、子どもの身体に関する

科学的な情報を得る必要がある。

そこで本研究では， 6・15歳ネノミール人小児を対

象に，体格および体脂肪分布の性差を明らかにし，

ネパール小児の基礎的なデータを得ることを目的と

した.

方法

1.対象およひ調査時期

調査対象は，ネノミール国コテン村の男女275名(男

子 131名，女子 144名)であり，調査は平成 19年

3月中旬に実施した.

2.調査項目

1)人体計測:身長は，一般的な測定機器を用い

て O.lcm単位で測定し，体重は精密体重計を用いて

0.02kg単位で測定した.

2)皮下脂肪厚:栄研式キャリバーを用いて身体

7部位(上腕背側部，肩甲骨下部，腰部，腹部，背

中下部，大腿前部，下腿)を測定した.

3)身体組成の分析:上腕背側部と肩甲骨下部の

皮下脂肪厚から成る Slaughterら(1988)の体脂肪率

(%Fat)推定式を用いて%Fatを算出した後，体脂

肪量 (Fatmass;FM)を算出した.また，除脂肪量

(Fat-自宅emぉs;FFM)は体重と FMとの差とした.

4)身体組成指数:除脂肪量指数 (Fat-fi四 mass

index;FFMI )および体脂肪量指数(Fat-fee 

mass ;FMI)は， Van I包llieら(1990)の式によって算

出した.

除脂肪量指数=除脂肪最kg)/身長(m)2

体脂肪量指数=体脂肪量(1屯)/身長(mi

結果と考察

ネパール人小児の体格および体脂肪の分布の性差

を明らかにするために形態および皮下脂肪厚を測定

しさらに身体組成を推定した.その結果，身長およ

び体重は男女とも類似した加齢変化を示し， 12・14

歳の年齢で有意な差を示した (pく0.05).一方，体

格を示す BodyMass Indexは， 13・14歳で有意な性

差を示した.体脂肪量， %Fat， FMIは，全年齢に

おいて女子で高い傾向で、あった.皮下脂肪厚7部位

の性差は，女性で顕著な脂肪の蓄積を示し，特に，

腹部と大腿前部の増大が顕著で・あった.また， 13 

歳以降では，皮下脂肪厚7部位すべてにおいて統計

的に有意な差が認められた (pく0.01).以上の結果

は， 5・12歳インド人小児の体脂肪の変化を調査し

たChowdh山yらの研究結果を一部支持した.また，

身体 14部位の皮下脂肪厚は殆どの部位で女子が男

子より高い値を示し，特に腰部，腹部，大腿部では

女子が有意に高い値を示したと報告している乙木ら

(1999)の結果とも一致した.

以上の結果から， 6・15歳ネノミール人小児の体格

および体脂肪分布には性ホルモンの分泌が活発にな

る思春期前年齢から性差が認めらることが明らかと

なった. しかし，本研究は横断的なサンプルから体

脂肪における性差を検討したに過ぎない.今後は，

被験者の数を増やし，縦断的に追跡する必要がある.
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特定高齢者を対象とした運動教室の効果について

0堀田 亮(九州大学大学院) 橋本公雄(九州大学健康科学センター)

キーワード:介護保険制度特定高齢者運動

目的

現在、日本は急激な高齢化の時代を迎えている.

生活水準の向上や公衆衛生の普及、医療技術の進歩

は、我々に寿命の伸びという，恩恵をもたらしたが、

その一方で歪みが生じてきている.例えば、老人医

療費の増大に伴う医療費の増加は深刻な問題となっ

ており、わが国ではこのような現状に対し様々な対

策がとられるようになってきた.中でも介護保険制

度は平成 12年から施行された制度であり、また平成

18年に改正されるなど現在最も活発な制度の一つ

である.しかし、制度そのものが新しいこともあり、

まだその効果については明確ではない.

そこで本研究では、特定高齢者を対象に行われた

介護予防のための運動教室の効果について検討する

ことを目的とした.

方法

1. 対象者

対象者は、運動教室に参加した介入群が 10名(平

均年齢80.8:t6.21才)、運動教室に参加しなかった非

介入群が9名(平均年齢84.7:t3.53才)であった.

2. 運動教室の期間および測定項目

運動教室は、 2006年 10月から 12月にかけて行わ

れたまた測定項目として以下のものを行った.

①開眼片足立ち(バランス能力)

②タンデム(バランス能力)

③つぎ足歩行(ノミランス能力)

④ファンクショナルリーチ(バランス能力)

⑤ 10m全力歩行(歩行能力)

⑥百medup&go(歩行能力)

⑦長座体前屈(柔軟性)

③最大 l歩幅(柔軟性)

⑨握力(筋力)

⑩ 30秒椅子立ち上がり(筋力)

3. 分析方法

介入群と非介入群において、運動教室前後の比較

検討を行うために群(介入・非介入)x時期(運動教室

前・運動教室後)の2要因分散分析を実施した.

結果と考察

分析の結果、図に示すように 10m全力歩行の項目

において群と時期の交互作用に有意差が見られた

(F(I， 17)=11.014， pく.005).下位検定の結果、介周平は

運動教室後に 10m歩行のタイムが有意に改善され

たことが明らかとなった.また、百medup&go 

の項目においても群と時期の交互作用において有意

差が見られたσ'(1，17)=6.519， p<.05).下位検定の結果、
運動教室後において介入群と非介入群の百medup&

goのタイムには有意差があることが明らかとなっ

たこれらのことから、運動教室を行うことで特定

高齢者の歩行能力は改善されることが示された.

また、最大1歩幅の項目において、群と時期の交

互作用に有意傾向が見られたCF(1，17)=3.330， 
p=.0857).さらに30秒椅子立ち上がりの項目におい
ても群と時期の交互作用に有意傾向が見られた

(F(l，17)=3.ω12， p=.0748).以上のことから、柔軟性と

筋力についても運動教室を行うことで改善される可

能性が明らかとなった.

本研究の結果、介護予防事業で行われている運動

教室は特定高齢者の歩行能力や筋力、柔軟性に対し

効果があることが示された. しかし、今回の教室で

は介入群が 10名、非介入群が9名と人数が少なかっ

たことから、今後はさらに人数を増やして検討する

必要があるだろう.また、対象者が全員女性で、あっ

たため、今後は男性も対象とするべきであると考え

られる.

(秒)

9 

8 

7 

6 

** 
ーーー介入群

-・ー非介入群 ** : p<.Ol 
運動教室前 運動教室後

図.運動教室前後の 10m全力歩行タイムの変化
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幼児の心身の発達と運動・遊びの関連性について

0河野高謙(長崎大学大学院)
キーワード:幼児体力低下圏内活発な外遊び

小原達朗(長崎大学)

目的

子どもたちの体力・運動能力の改善に，幼児

期の遊びが果たす役割は大きいが，穐丸(2004)

によれば，幼児の運動能力と遊びの中の環境要

因で，特定の大きな相関を示す項目を明らかに

するには至っていない.

そこで本研究では，幼児の心身の発達に関し

て，幼児の遊びと運動能力，心の発達の関係に

ついて明らかにすることを目的とした.

方法

1.研究対象および調査方法 :Y幼稚園， N幼
稚園のクラス担任および保護者に，園児につ

いての質問紙による調査を行った.

3.調査期間:2006年 11月下旬--12月上旬

4.調査内容:調査用紙は，クラス担任用が，圏

内での遊びの様子，園児のタイプ(性格)，運

動能力の評価から構成され，保護者用が，降園

後の遊びの様子，養育態度子どものタイプ(性

格)，子どもの心の評価，運動能力の評価から

構成されている.

結果と考察

園での遊び方と運動能力との比較では，運動

能力が「他と比べて高い」と評価された園児(以

後「上位群J)は「屋外で活発に遊ぶJが74.0%，

「普通Jと評価された園児(以後「中位群J)

は「屋外で静かに遊ぶjが 28.9%，r普通より
低いJと評価された園児(以後「下位群J)は

f屋内で遊ぶJが38.5%で，それぞれ有意に多

いという結果が得られ，運動能力別に，遊び方

に違いがみられた.日々の遊び方によって，運

動能力に格差が生まれるのではないか.特に，

「上位群Jの「屋外で活発に遊ぶJは7割以上

を占めており，活発な外遊びが，運動能力の向

上に効果をもたらすことが示唆された.

遊び相手の人数と運動能力との比較では，ク

ラス担任用・保護者用ともに， r上位群Jは r4

""'5人Jr 6人以上j， r中位群Jは r2 "'" 3人J， 

f下位群Jは r0人Jr 1人Jが有意に高いと
いう結果が得られた.遊び相手が多ければ，多

様な遊びが可能である.このことが遊びの質・

量を向上させ，運動能力向上に影響を与えてい

るのではないか.

心の発達と運動能力との比較では，心の適応

力の平均得点が， r上位群Jが36.7点， r下位群J
が34.7点で， r上位群Jが 2.0点有意に高かっ
た.r上位群Jのほうが，運動能力だけでなく，
心もより発達していることが明らかとなった.

降園後の遊び場所調査では， r自宅」が62.6%
と有意に多く，外より室内で遊ぶ傾向にあるこ

とがわかった.しかし，子どものタイプ(性格)

調査で，外での遊びを好む傾向にあることがわ

かっている.外で遊びたくても遊べない状況が

あるのではないか.その点，幼稚園は，空間的

環境・人的環境・時間的環境など含め，遊ぶた

めの環境が整備されている.そこで，園での外

遊びと運動能力との比較をみると，積極的に外

遊びをさせるという指導方針を持つ N 幼稚園

の「中位群Jは， 74.2%，Y幼稚園は40.4%と，

33.8ポイント有意に多く r下位群j は， N幼
稚園が 10.8%，Y幼稚園が 28.3%と 17.5ポイ

ント有意に少なかった.外遊びを推奨する園で

は，運動能力の底上げが期待できるのではない

か.しかし， r上位群Jは， N幼稚園は 15.1%，
Y幼稚園は 32.4%であり， 17.3ポイント有意に

少なく，ただ外で遊ばせるだけでは，運動能力

の底上げは期待できても，普通以上の向上は難

しいことも示唆された.質の高い遊びを体験す

るためには，保育者などによる運動遊びの指

導・介入の必要性があるのではないか.

まとめ

幼児の心身発達に関して，多くの人数で活発

な外遊びをすることが，運動能力向上に重要だ

ということが示唆された.だが，降園後は外遊

びが難しい状況があるようだ.遊ぶための環境

が整っている幼稚園の保育時間中に，集団での

活発な外遊びを積極的に取り入れることが，運

動能力の向上，さらに心の発達にも効果がある

ことが示唆された.
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有経女性の頭部を除く骨塩量及び各部位の骨塩量に影響する因子

~アロメトリー解析によって標準化した数値聞の検討~

0柳川真美・松原建史・黒柳洋介(福岡市健康づくりセンター， (掬健康科学研究所)
前田 龍・吉田規和・田中英幸((術健康科学研究所)小池城司・福原智子・神宮純江

(福岡市健康づくりセンター)田中宏暁・進藤宗洋(福岡大学スポーツ科学部)

キーワード:アロメトリー作業筋付着部位標準値 DEXA 骨塩量骨密度標準主軸回帰式有経女性

背景及び目的

生活習慣病関連危険因子保p)の健常性維持の視点

から，有酸素性作業能力や有酸素性運動が注目をひい

た近年，転倒による介護予防の視点から骨組怒症や脚

を中』心とする筋運動や生活活動動作か市今味されている.

このような関心は骨塩量測定機器の D以 Aを普及さ

せている.ところで，骨については，①圧電位発生による

骨塩沈着の促進，②骨内血流量の増加，③骨芽細胞の

活性化，④骨溶解の抑制などの急性運動適防機構が指

摘されているものの，慢性運動遡t機構の至適運動条
件は未だ明らかでない.そこで，われわれはD医 Aを活

用でき，しかも，これら骨への運動適応羽織が③作業筋

の部位に特定して導出されているものなのかどうか，

⑤どれほどの作業刺激で導出されるのかどうか，を検

討するための基準になる作業筋付着部位毎の骨塩量の

『標準値』の創生と.作業筋付着部位毎の骨塩量と作

業能力との関係から，有効な運動条件の解明が可能で

ある(作業仮識のかどうかについて検討した.

方法

福岡市健康づくりセンター開催の健康教室への参加

を希望した18歳以上の有経女性で，ホルモン剤による

治療暦がなく，現剖際や特別な運動習慣のない 145

名G7:f:8歳;平均値:tSD)を対象に， DEXA法にて骨
塩量U3MC)と骨面積仏R)を測定した.割田部位は各

部位毎(腕・脚・肋骨・胸部・勝白骨盤Dと，頭部を除く全
身(調徐全身~，躯幹納骨+胸部+樹監+骨量密，脊柱鋼
部+樹監)，上半身(腕+肋骨+胸部+腰椎)，下半身鋼1+

骨掛，四肢(腕+鵬である.発育系の全体または部分

を独立変数x，他の部分を従属変数yとすると，多く

の場合それらの聞にアロメトリー式y=bxaが成立す

る(アロメトリー理論').この式の，両辺の常用対数を

とるとl.DglOy=a-l.Dg1oX + l.Dg1obとういう 1次関数で

表される.本研究ではARをx，BMCをyとして標準

主軸回帰式を求め，これと標本との垂直距離値を標準

値とした.また，標準値と体力測定項目(推定

V<l2ma蜘 t・握力・脚伸展パワ-/wt・長座位体前屈・

全身即5時間・閉眼片足立ち)との関係を検討した.

結果及び考察

アロメトリー式の aは136--1.84に分布しており，

BMCはARと指数関係を示し優勢に変化していた.こ

れは骨は部位毎に厚さや形のさまざまな立体形であ

るので，骨面積に対する骨塩量の変化の割合が大きく，

部位によって異なるのは道理である.したがって，ア

ロメトリー式から算出した全身BMC標準値を群分け

して，従来の評価基準(骨密度値)であるaを1と見倣し

てBMC/ARと比較すると，過大あるい凶邑小評価され

る者がいた.体力測定値とBMC標準値の関係を検討

したところ，推定V<l2m砿伽t，閥l伸展パワー伽t，握力，

閉眼片足立ちとの有意な相関関係が認められ(p<O邸)， 

それぞれの体力とBMC標準値へ影響する筋運動が同

期していることが示唆された.また，体力測定値とRF

の関係から，推定V~m鉱仰t が健康関連体力として妥

当であることが確認された.推定V~max/wtと調徐全

身BMC標準値の聞には正の相闘が認められ健康関

連体力である推定V~max/wtを規制する筋運動が，頭

除全身BMCに影響していることが示唆された.

結論

以上の結果は， D以 Aによって測定し、算出できる

作業筋付着部位毎BMC標準値が，筋運動による急性

運動適応機構と慢性運動適応、機構の関係を関連付けら

れる有力な研院資源になりうるとする作業仮設を支持

するものであると考えられる.
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乳幼児 (3歳未満)の発達を促す運動遊びの援助に関する研究

一乳児保育所での運動遊びの実践より一

0青山優子(平成音楽大学)，黒岩英子(西南女学院大学短期大学部)，井上勝子(熊本学園大学)

キーワード 3歳未満児・環境・援助 ・遜illiJ遊び

1. 目的

近年、社会や生活スタイルの変容で幼児の運動i也IJの

低下が指掬されている。保育の現場においてはこのこと

に関してさまぎまな取組が実施されているが、 {!f!I)く女性

のmJmとともに保育所んす耐の低年齢化が進み、また延
長保育や休日保育制度の影響により子どもの保育11荊mt>i
長くなる傾向にある。1日の大半を保育所て泊ごす子ど

もたちは、人間の基材枕動作刊動能力、 運1l油技能の

大半を保育所て強得しているといっても過言ではない。

子どもたちの健やかな発育発達にとって、 保育所におけ

る日々の活動や特に運動遊びの果たす役割は重要である。

しかし保育の現JZでは特に 3歳未満時避fiiJ遊びにつし、て

は、その発達の特徴である個人差の大きいことや怪我へ

の危似等から、若し、保育士が綴値的に取り組むことが~~[

しし、。

そこで、3歳未満児の子どもたちが日ごろの活動や週!illI)

滋ぴのなかで楽しみながら身体能力を養い、無理なくこ

この動作を樹制ーるためには、どのような環境や俊助が

有効的であるのか、運動遊びの実践を通して追究する。

さらに、保検捌査や保育土へのアンケー ト調査を行い、

運動発達の実態把促や発達課題について実態を知的、運

動車生ぴの有努脳会験詐付ーる。

2.方法

対象は、北九州市内の3保育園3歳未満児男児75名女

児69名の合計 144名である。

iiJ，~主EJUJIl日は 2附年4 月 ~2∞7 年 3 月で、全被験者に対

して身体計dl'Jと保悦可調査の磁認出よひ沼郡J機能の発迷を
『ムープメント教育プログラムアセスメントJr述械寺式
現幼児分析的発達検劃 『詩宗h塀LJ幼児発達基準」を用い
て調査した。介入悶(I悶)においては月 2回午前中の保

育R寺聞に 30~40 分の問、年齢別(I卜【【〔へ巴、、4巴、‘

に戸外や室内で運励遊ひび.を誘発するような環境を盤え遊

びにE誘秀つfこら噂活『即励日由j中の子どもの行動を補助保脊士が、遊

びゃ動きの種顔、子どもが気づいた(発見)したこと、

関わった人数など言改量しTこ。遊びの様子をVfRに収録し

記録の確認をしfらまた対象保育園の経験年数 10年以上

の保育士に対して、「広近の子どもの気になること」につ

て自由記述によるアンケートも笑胞しTら

3 結果

糊瑚査EEより、普通群と介入怖の出生状態は寸納

なものであり両群聞に差はなかっTこ。介入鮮の観察記録

より、鉄体や巧技台など大型遊具を設位すると、子ども

は自発的に取り組み、発達段階にあったilliJきを繰り返し

行っていた。また保護者や保育土と一緒に辺助遊びをす

るとさらに意欲的に取り組む姿がみられた。

図ー lは「ムーブメント教育プログラムアセスメントj

の運動機能発達の未習熟の割合である。これより適切j機

能の発達では 24~36 カ月の被験者において、介入鮮が普

通i洋に比べわずかではあるが俊れている結巣を得た。
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図-I蹴醐蹴卸効ゼ習約E

4 まとめ

① 保健調査より、被験者は一般的な出生の:j)況である。

② ilßiJ~JÌ盤びを実施することは、 子どもの運動発達を限J

長する。

③有-w泊甘な保育土の緩則Jとして次の4点が考えられる。

• 1蹴1)を誘うきっかけになる言葉かけが重要である。

・子どもの様子を見ながら、こまめに環境の桃成と再

桃成をする。

・発達殺憾の異なる子どもとi遊ぶ機会を設ける。

・-7イミングにあった賞賛や激励の言梨かけをする。

@鉄俸や巧技台などの大型遊具は手凶J児の創出発迷

に適切な保育環境になる。
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野外活動の内容、方法とコミュニケーションスキルの関係に関する一考察

渡壁史子(山口短期大学) 西田順一(群馬大学)，柳敏晴(名桜大学)

野外活動、コミュニケーションスキル、大学生、内容・方法、自己肯定意識

目的

山口短期大学〈以下Y短大とする)の夏期防陥動

は、基礎教育科目の必修科目である「スポーツ教育(4

コースから選択)Jのーっとして位置づけられる。この

授業では、学生の育ちゃ学生のもつ価値観等を踏まえ、

コミュニケーションスキルの獲得につながる「ねらしリ

を立て、それを容にしていく f内容(プログラム等)J、

f方法jを樹サしている。野舛括動は、その活動を楽

しいものにするためにはコミュニケーションのレベル

が上がる必要があり、またコミュニケーションのレベ

ルが上がると野外括動の様々なプログラムにおいても

高いレベルの内容が展開できる、という考え方がある。

Y短大においても、短期間の実習授業ではあるが活

動中あるいはその後の学校生活で人間関係が豊かにな

り、積樹快活動の樹目がみられてきている。しかし、

Y短大のみの調査でいくつかの成果は確認できたが、

より授業内容の検討を深めるために他大学とのデータ

の此殺、さらに財ユらい、内容、方法との櫛サが必要

であると感じられた。

そこで、本研究ではキャンプの内容、方法とコミュ

ニケーションスキルの獲得状況について、関連をみな

がら検証し、さらに、ねらいに対する諮主レポートか

ら分析を加え、考察の補完をしながら検証することを

目的とした。

方法

1.対象および調査時期

調査対象は、実験群がY大学1年生46名(男子2

2名、女子24名)悩修選択授業)、およて舟蹄1鮮が

F大学3年生71名(男子48名、女子23名)似修、

選択必修授業)である。

調査期間は、表1の通りである。しかし、 3ヵ月後

のデータの収集率がY短大ω.2略、 F大学38.7%と他

の調査場明より大きく下回るので、事前加e)、事後

(Postl)、 2ヵ月後(Post2)までを研究対象とした。

表1.調査時期

pre PO説1 Post2 post.1¥ 
Y短大 9123 9128 10/31 12122 

回収率 l(肪も 1α"も 90.4% 69.~も

F大学 812 • 9/1 8131・9刀 10/16・17 12111 

回収率 87.9D1o 85.mも 43.4% 38.拘4

2.調査内容
調査内容は、大学生のコミュニケーションスキルを

測定するものとして、「自己肯定意識尺度J(平石、

1蜘 b)を用いた。また、 Y短大に対し体験後に課題と

して記金レポートを行なった。これ必野外活動の『ね

らいJに対する自分の考えを言回全するものである。

結果と考察

1.自己肯定意識尺度の変化

野外活動におけるコミュニケーションスキルの獲得状

況を明らかにするため、群(実験群・統制群)と測定時

期加e・Postl・Post2)の二要匡扮散分析を行なった

結果、群問にはどの成分にも差が認められなかった。

しかし、測定時期による得点の変化は「自己受容J

( F(え114)=3.15，p<.05)、「自己実現的態度 j
(F(え114同.30.が.01)、「充実惑J(F(え114同1.80，p<訓)、
f自己表明・対人的積樹生.J (砲114同Mが:.01)の
4つの下位成分において有意な差がみられた。

そこで、それ引もの成分のどこに得点の有意な変化が

あるかを調べるため、Y節、 F大学それぞれのー要因分

散分析を行った。ここでは、両群に有意な差が認められ

た成分(下位尺度)のみの結果と考察を報告する。

開戦こ有意な差がみられた成分は「自己実現態度'J(y 

短大:F(I，47)=ヨ9.13，pく.01，F大学:F(1，'刀ド4.54が応)
であり、ともに体験前(Pre)と体験直後(民戚1)の間で

有意な差がみられた一両群に体験前後の有意な変イ乙がみ

られるということは、指導者の質、指導方法に関係な

く、野外括動そのものに「自己実掛句態度Jを高める

要素が含まれている可能性があると考えられる。

2.プログラム(内容)と「自己実現的態度jの関係、
では、両群の得点を高めた要素は何なのカ弘このこと

を検証するために、まずプログラムと連関させながら

検討した。検討する順序として、まずはY短大とF大

学の共通のプログラムを取り上げた。「砂ト炊飯Jr登
山(沢登り)Jrキャンドル・サービス(キャンプ・フ
ァイヤー)Jである。これらのプログ、ラム内容の衡すを

それぞれ行った後、「自己実現句態度jの7つの項目そ

れぞれに関車していく可能性lこついて検討し、それぞ

れ3つのプログラムにその要素が含まれていることを

推察した。さらに、Y短大の参加学生のレポートから、

プログラムに関する内容を拾い、考察の補完をした。
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障害者バドミントン選手におけるモチベーションピデオの事例研究

0山崎将幸・永尾雄一(九州大学大学院人間環境学府)

キーワード:障害者バドミントン，モチベーションビデオ.self-modeling理論，量的データ，質的データ

目的

近年，競技場面におけるビデオ映像の重要性が指摘

されており，ビデオ快像を用いる実践として様々な方

法が考案されている(lveset al.， 2'∞2).特に，競技力向
上のための一手段としてモチベーションビデオが注目

されている(永尾.2∞3;山崎 2側).
このモチベーションビデオの基礎となる理論として，

selιmωe1ing理論(Dowrick，1991，1999)が考えられる.

selιmωeling理論とは，ビデオ快像上で編集された自

己の適応行動を観察することから，セルフェフィカシ

ーやモチベーションの向上をもたらすといわれている

(Dowrick， 1983).この田lf-modeling理論が競技場面に

適用され始めたのは， 1990年代になってからであり，

従来の研究と同様の効果が検証されている(Halliwell，

1990; Ram & McCullagh， 2003; Bruもi&Diane，2∞5).
本研究では，先行研究の知見をもとに，障がい者バ

ドミントン選手を対象に舘lf-modeling理論に準拠した

モチベーションビデオの効果を検討すること，モチベ

ーションビデオの汎用性を検討することを目的として

事例研究を行った.

方法

1.対象者

調査対象者は，国際大会に出場経験のある日本代表

の障がし管ノ《ドミントン選手1名(31わである.障

がい部位は，プレイしない腕の上肢切断(BMST4)で

ある.

2.調査項目

1)心部句測定尺度:一般的活気技術効力感，闘志，

競技失敗不安の4因子からなる PCIforモチベーシ

ョンビデオを用いた.

2)パフォーマンス測度:アウトショットとネットへの

フォルトショットをミスショットとして定義し，成

功ショット率を算出した.

3)質的データ:質的データ収集は，半構造化インタビ

ューを用いた.分析については，質的内容分析を用

い， PCIおrモチベーションビデオの4因子および

パフォーマンスをカテゴ、リーとして設定した.質的

データの信頼性については，K大学節句研究勉強会

に参加している質的研究に精通した研究者間でト

ライアンギュレーションを図っている.

3.調査時期

サポートの開始は， 2'∞x年11月であり，モチベー
ションビデオによるサポートは2∞IX+2年4月・2∞'X+3
年6月である.

結果と考察

心踊句効果については，陀Iforモチベーションビデ

オの4因子全てにおいてモチベーションビデオを視聴

することによって向上することが明らかlこなった.ま

た，パフォーマンス効果については，モチベーション

ビデオを視聴したほとんどの試合で向上がみられた

(図 1).質的データについても，量的データを補完する

形でモチベーションビデオの効果が明らかlこなったと

いえる. しかしながら，パフォーマンスについては，

低下している試合もみられることから，競伎現場特有

のバイアスや逆U字理論による心理状態とパフォーマ

ンスの関係から，パフォーマンスが低下した可能性が

推察された.

モチベーションビデオの効果は，障がい者を対象と

した場合でも，同様の効果が得られると考えられ，汎

用性の可能性は高まった. しかしながら，マイナスの

側面にも着目し，選手の最適な心理状態を把渥した上

で，選手の心理状態を向上させる一手段として使用す

ることの重要性が示唆された.今後は，障がし惜のサ

ンプルを増やし，モチベーションビデオの効果をより

詳細に検討することや，モチベーションビデオ視聴に

よるメカニズムの検討を行うことにより，さらに籾用

性が高まると考えられる.
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